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本書は経済産業省の後援のもと、一般社団法人日本産業機械工業会が実施した 2017
年度｢第 44 回優秀環境装置の表彰事業｣において受賞した優秀な環境装置の概要をま

とめたものである。 
 

米国の政権交代から１年が過ぎ「米国第一主義」の路線は変わらず、懸念されてい

た貿易摩擦による輸入規制強化で、特に中国との貿易摩擦による影響が二国間に止ま

らず各国に影響し始めていることは、今後の世界経済の動向に大きな波紋を呼びかね

ない。 
一方、TPP11 は 3 月にチリにおいて協定署名式が行われ正式合意がなされ、来年

早々の発効が待たれ、更に、日欧 EPA による新たなバリューチェーンにおける新市場

の開拓を進められることは、産業界にとっては明るい材料となっている。 
環境面に目を向けると、地球環境問題、資源・エネルギー確保の問題等が上げられ

る。近隣のアジア諸国では、一時期より経済の発展スピードが鈍化したことによりイ

ンフラ整備も進まない状況となっており、環境の悪化が懸念されている。生産に直接

関与しない周辺環境整備はどうしても後手となっているのが事実であり、依然として

深刻な環境問題を抱えている。 
我が国では、過去に深刻な環境問題に直面し、国、民間が協力して問題を克服して

きた経験を有している。民間企業においては厳しい法規制に対応するため、環境装置

の改良・開発に注力し、今日のような住み良い生活環境を作り上げ、持続可能な社会

創りに大いに貢献してきた実績があり、この経験と実績が必ずや発展途上国に大いに

役立つものと確信している。 
 

本事業は優秀な環境装置・システムを表彰し広く公表することで、環境保全技術の

研究・開発を一段と促進し、そうした技術・装置の普及により、地球環境の保全に資

することを目指すものである。 
 

本事業の実施にあたり格別のご支援を賜りました経済産業省、環境省、中小企業庁、

優秀環境装置審査委員会委員、優秀環境装置審査ＷＧ委員、並びに関係各位に厚く御

礼を申し上げる次第である。 
 
2018 年 6 月 

一般社団法人 日本産業機械工業会 
会 長  斎藤 保   
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優秀環境装置審査委員会 

委 員 長  指 宿  堯 嗣 

 

優秀環境装置の表彰事業は一般社団法人日本産業機械工業会が経済産業省の

ご後援のもとに 1974 年度から実施しているもので、優秀な環境装置やシステ

ムを表彰することにより、「持続可能な社会の形成」を実現するための環境保全

技術の研究・開発及び優秀な環境装置の普及を促進し、我が国環境装置産業の

振興を図ることを目的としている。 
 

本年度の表彰事業は、2017 年 9 月 11 日から 2017 年 10 月 20 日までの約１

ヶ月にわたって公募した。 
その結果、全国から水質汚濁防止装置〔8 件〕、廃棄物処理装置〔7 件〕、再資

源化装置〔3 件〕、その他の環境負荷低減に資する装置〔2 件〕の応募があった。

複数の分野にわたる応募もあったことから、件数としては、合計 19 件であっ

た。審査は、優秀環境装置表彰実施要綱及び優秀環境装置審査要綱の規定に基

づいて次のような手順で慎重かつ厳正に行った。 
 

まず、優秀環境装置審査ＷＧにおいて、応募のあった環境装置に関し、その

独創性、性能、経済性及び将来性の各指標について一次評価を行った上で、実

地調査を行い、評価報告を取りまとめた。 
次いで、優秀環境装置審査委員会において、審査ＷＧから上程のあった評価

報告を総合的に勘案し審査を行い、第 44 回優秀環境装置の経済産業大臣賞 1
件、経済産業省産業技術環境局長賞 1 件、中小企業庁長官賞 1 件、日本産業機

械工業会会長賞 4 件を選定した。 
 

以上の受賞各装置は、いずれも地球環境の保全に極めて有効な環境装置とし

て高く評価されたものであり、今後の普及を期待すると共に開発にあたられた

各社のご努力に心から敬意を表したい。 
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第 44 回 優秀環境装置審査委員会ྡ⡙ 

 

審査委員会 

㸦委員長㸧 

指宿 堯嗣 一般社団法人産業環境⟶理༠会 技術㢳ၥ 

㸦ඖ、独❧行ᨻ法人産業技術総合研究ᡤ 環境⟶理研究㒊㛛長㸧 

㸦委 員㸧 

ከ⏣ ᫂ᘯ 経済産業省 〇㐀産業局長 

ᮎᯇ ᗈ行 経済産業省 産業技術環境局長 

Ᏻ⸨ ஂె 経済産業省 中小企業庁長官 

⡿㇂  ோ 環境省 大臣官ᡣ審㆟官 

小ᯘ ᠇᫂ 一般㈈団法人日本ရ質保ド機ᵓ 理事長 

ஂ㈅  ༟ 日本ၟ工会㆟ᡤ ᖖົ理事 

㔭  ᫂ 一般㈈団法人機械振興༠会 会長 

大ᐑ ⱥ᫂ 一般社団法人日本機械工業㐃合会 会長 

㯮ᒾ  進 一般社団法人産業環境⟶理༠会 ᑓົ理事 

大⏣秀 ᪩✄⏣大Ꮫ 理工Ꮫ術㝔 創㐀理工Ꮫ㒊 環境資源工Ꮫ⛉ ᩍᤵ 

ෆᒣ 一⨾ 㤳㒔大Ꮫᮾி 大Ꮫ㝔 㒔ᕷ環境⛉Ꮫ研究⛉ ᩍᤵ 

ᩪ⸨  保 一般社団法人日本産業機械工業会 会長 

⏣中 ಙ 一般社団法人日本産業機械工業会 ᑓົ理事 

 

審査ＷＧ 

㸦 査㸧 

➉ෆ ᾈኈ 一般社団法人産業環境⟶理༠会 ᇳ行理事 環境⟶理㒊㛛長 

 

㸦委 員㸧 

⏣中 ᖿஓ 国❧研究開発法人産業技術総合研究ᡤ 環境⟶理研究㒊㛛 研究㒊㛛長 

㎮ᕭ ᠇ྖ 国❧研究開発法人産業技術総合研究ᡤ 環境⟶理研究㒊㛛 

環境ᚤ⏕物研究ࣉ࣮ࣝࢢ ᐈ員研究員 

ຍⱱ  ᚭ 国❧研究開発法人産業技術総合研究ᡤ 環境⟶理研究㒊㛛 

資源⢭〇化Ꮫ研究ࣉ࣮ࣝࢢ 上⣭௵研究員 

ྡᮌ  ⛱ 一般社団法人産業環境⟶理༠会 資源・ࣜࣝࢡࢧ促進࣮ࢱࣥࢭ ᡤ長 

㐲⸨小ኴ㑻 一般社団法人産業環境⟶理༠会 人ᮦ⫱成・ฟ∧࣮ࢱࣥࢭ ᡤ長 

ᰩᒣ 一㑻 一般㈈団法人日本環境⾨⏕࣮ࢱࣥࢭ 技術㢳ၥ 

▼⏣  ㈗ 公┈㈈団法人日本ୗ水㐨᪂技術機ᵓ 資源ᚠ環研究㒊 㒊長 

୕௦ᕝὒ一㑻 国❧研究開発法人᪂࣮ࢠࣝࢿ࢚・産業技術総合開発機ᵓ 環境㒊 ௵研究員 

ᗉ野 ᙪ 一般社団法人日本産業機械工業会 ᖖົ理事 
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表彰装置及び応募数・受賞数 
 

 

㸺経済産業大臣賞㸼 
「ᑐྥὶ⇞↝᪉ᘧを㐺⏝した廃棄物↝༷⅔」 JFE  ओࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥ
 
㸺経済産業省産業技術環境局長賞㸼 
「↓᭚Ẽᚠ環ᘧ水処理装置」 高▱ᕷ上ୗ水㐨局 
 国❧大Ꮫ法人 高▱大Ꮫ 
 日本ୗ水㐨事業団 
 ओ࣮ࢱ࣮࢛࢘ࢱ࣓ 
 
㸺中小企業庁長官賞㸼  
「⮬ືษ⢊◚○ᅽ⦰機」 ओࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥࢺ࢚ࣜࢡ 
 
㸺日本産業機械工業会会長賞㸼 㸦応募⏦ㄳ᭩受順㸧 

「ྂ⣬⏝汚Ἶ⇞ᩱ化システム」 ୕⳻重工環境・化Ꮫࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥओ 
 ᰩ⏣工業ओ 「処理装置ࣥࣞࢭ」
 ᾆ工業ओ୕ 「水処理装置㸦HK㸧ࢺスࣛࣂ」
「ᅽධᘧスࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡスによる⃰⦰一య化⬺水システム」 日本ୗ水㐨事業団 
 ओ ▼ᇉ 
 
 

応募数と受賞数 
分    野 応募件数 受賞件数 

大Ẽ汚ᰁ防止装置 
水質汚濁防止装置 
廃棄物処理装置 
㦁㡢・振ື防止装置 
ᅵተ・地ୗ水汚ᰁಟ装置 
再資源化装置 
その他環境負荷低減に資する装置 

 0 
 8 
 7 
 0 
 0 
 3 
 2 

0 
4 
3 
0 
0 
0 
0 

合   計  19ͤ 7 
ͤ複数の分野にわたる応募⏦ㄳがྵまれるため合計್は合いまࢇࡏ。 
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あ 

 

 
 
 
 
 
 
 
１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂ 
㏆年の廃棄物↝༷⅔には、発㟁㔞ቑຍ、環境負荷低減、㐠㌿ࢥスࢺ低減な、ᵝࠎなㄢ㢟

のᑐ応がᙉく要ồされている。これらの要ồに応࠼るためには、Ᏻ定した低✵Ẽẚ⇞↝の実現

㸦ฟ࢞ス๐減による環境負荷低減、低公ᐖ化による⸆ࢥスࢺ低減、⇕回効⋡ྥ上による

高効⋡発㟁㸧が可Ḟであるが、低✵Ẽẚୗでの⇞↝は、廃棄物のከᵝ性・ᆒ一性に㉳ᅉし

て、Ᏻ定となりやすい。そこで、ᙜ社では、低✵ẼẚୗでもᏳ定した⇞↝を実現㸦本質的な

⇞↝Ᏻ定性のᨵၿ㸧するため、高 ✵Ẽ⇞↝技術㸦HiCOT:High-temperature Air 
Combustion Technology1㸧を㐺⏝したJFE 21࣮ࣃࣁス࣮࢝ࢺシステム㸦以後、ᚑ来ᆺ装置㸧

を開発し、ᙜ社次ୡ௦ス࣮࢝ࢺ⅔としてከ数のᑟධ実⦼を✚ࡳ重ࡡてࡁた。 
ᚑ来ᆺ装置は、高 ΰ合Ẽ㸦高 ✵Ẽ㸩再ᚠ環࢞ス㸧を⅔のഃቨから྿㎸ࡴことを≉ᚩと

している。ᚑ来ᆺ装置におࡅる本要⣲技術は、低✵Ẽẚୗでの✵Ẽ㊊と廃棄物のᆒ一性に

㉳ᅉした、局ᡤ的な高 ሙや྿ࡁᾘ࠼≧ἣ㸦図1ཧ↷㸧をゎᾘし、⇞↝のᏳ定化を図ることで

CO、NOxの発⏕をྠᢚไすることが可能である。ᚑ来ᆺ装置におࡅる⇞↝形ែᴫᛕ図を図2
に♧す。高 ✵Ẽ⇞↝技術により、ごࡳᒙからの⇕分ゎ࢞スとᕥྑഃቨから྿ࡁ㎸まれた高 

ΰ合Ẽを⾪✺さࡏ、Ᏻ定したᖹ㠃≧⇞↝㡿ᇦがごࡳᒙ上㒊に定ᅾすることで、ごࡳᒙの⇕㍽

ᑕにより⇞↝効⋡がྥ上し、Ᏻ定となりやすい低✵ẼẚୗでのᏳ定⇞↝を可能としている。 
一᪉、処理規ᶍが大ࡁくなると⅔ᖜが大ࡁくなるため、⅔の中ኸ㏆では、⇕分ゎ࢞スと高

 ΰ合Ẽとの⾪✺がᙅまり、⅔ᖜ᪉ྥのᆒ一性が☜保しづらいというㄢ㢟があった。 
それにᑐし、「ᑐྥὶ⇞↝᪉ᘧを㐺⏝した廃棄物↝༷⅔」㸦以後、᪂ᆺ装置㸧は、さらなるᏳ

定⇞↝と、NOx低減及び大ᆺ⅔の㐺⏝性ྥ上を目指し、๓㏙の高 ✵Ẽ⇞↝技術を発ᒎさࡏ

たᑐྥὶ⇞↝᪉ᘧをୡ⏺でึめて廃棄物↝༷⅔に㐺⏝したものである。᪂ᆺ装置におࡅる⇞↝

形ែᴫᛕ図を図3に♧す。᪂ᆺ装置では、ᚑ来、↝༷⅔ഃቨより྿ࡁ㎸ࢇでいた高 ΰ合Ẽを

↝༷⅔ኳより྿ࡁ㎸ࡴことで、ごࡳᒙからの⇕分ゎ࢞スと高 ΰ合Ẽをᑐྥして⾪✺さࡏ、

⅔ᖜ᪉ྥによりᆒ一なᖹ㠃≧⇞↝㡿ᇦの形成、ならびに⇞↝Ᏻ定性のྥ上㸦CO、NOx のྠ

低減㸧を実現している。また、⅔ᖜ᪉ྥの࣮ࣔࣝࣗࢪ化タ計がᐜ᫆となり、小ᆺ⅔から大ᆺ⅔

までᖜᗈい⠊ᅖでの㐺⏝が可能である。NOxの低減࣓ࢬࢽ࢝ムヲ⣽は、「㸱㸬独創性」にてㄝ

᫂する。 

                                                  
1 NEDO, ᖹ成 13 年度高 ✵Ẽ⇞↝技術研究開発成果報告᭩, pp235-295, (2001)

経済産業大臣賞 

第 44 回 
優秀環境装置 

-)(  ᰴᘧ会社ࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥ
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図1 ⇞↝ᨵၿをకわない低✵Ẽẚୗでの⇞↝形ែᴫᛕ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 高 ✵Ẽ⇞↝技術を㐺⏝したᚑ来ᆺ装置の⇞↝形ែᴫᛕ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 ᑐྥὶ⇞↝᪉ᘧを㐺⏝した廃棄物↝༷⅔㸦᪂ᆺ装置㸧におࡅる⇞↝形ែᴫᛕ図 
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᪂ᆺ装置を実機化したࢺࣥࣛࣉタഛ㸦60t/d㸧のᴫ要と࣮ࣟࣇを図 4 に♧す。ᑐྥὶ⇞↝᪉

ᘧの要⣲技術となる↝༷⅔ኳからの高 ΰ合Ẽ྿㎸ࡳを行うため、ࢁ㐣ᘧ㞟ࢇࡌჾにて㝖ࡌ

スは࢞㑏ὶしている。本⅔༷↝ス㏦㢼機により࢞スを再ᚠ環࢞されたࢇ 2 ⣔⤫に分ᒱ

されており、一᪉は高 ✵Ẽ㏦㢼機より౪⤥されるຍ⇕✵Ẽとΰ合しᡤ定の O2 ⃰度に調ᩚさ

れ、Ẽᘧ✵Ẽண⇕ჾにより᪼ された後、高 ΰ合Ẽとして↝༷⅔ኳ྿ࡁ㎸まれる。も

う一᪉は、再ᚠ環࢞スとして༢独で↝༷⅔ኳと྿ࡁ㎸まれている。また、本ࢺࣥࣛࣉで

は、ከくの廃棄物↝༷施タで᥇⏝されているゐ፹⬺◪応ሪを廃止することで、ᚑ来、応ሪ

ධཱྀで低 ࢞スの᪼ に⏝していたẼが要となり、వẼによるࣥࣅ࣮ࢱ発㟁㔞の

ቑຍを実現している。なお、本ࢺࣥࣛࣉのሙ合、ࣉࢵࢡࢵࣂ⏝として↝༷⅔ฟཱྀに↓ゐ፹⬺

◪タഛ㸦ࢽࣔࣥᄇ㟝㸧をタ置している。 
 

 

 

 

 

 

 

図 4 実機化ࢺࣥࣛࣉのᴫ要と࣮ࣟࣇ 
 

 

 

  

焼却炉形式 全連続式ストーカ炉
処理能力 60 t/day × ２炉
排ガス冷却設備 自然循環ボイラ（3.0MPa,300℃）+減温塔
排ガス処理設備 無触媒脱硝、ろ過式集じん器+消石灰、活性炭吹込み
発電設備 蒸気タービン（2.8MPa,295℃）出力1,550kW
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㸰㸬開発経⦋ 
1999 年 ᪂࣮ࢠࣝࢿ࢚産業技術総合開発機ᵓ㸦NEDO㸧のᨭ援を受ࡅ、高 ✵Ẽ⇞↝技

術の基┙研究を実ドヨ㦂ࢺࣥࣛࣉ㸦12t/d㸧で開ጞ。 
2002 年 高 ✵Ẽ⇞↝技術を㐺⏝したヨ㦂実⅔㸦JFE 21࣮ࣃࣁ ス࣮࢝ࢺシステム

105t/d㸧が✌ື。 
2009 年 JFE 21࣮ࣃࣁ ス࣮࢝ࢺシステムึྕ機㸦117.5t/d㸧が❹工。 

以後、計 17 件 39 基を⣡ධ㸦ෆ 4 件 10 基はᘓタ中㸧。 
2012 年 高 ✵Ẽ⇞↝技術を᭦に発ᒎさࡏた「ᑐྥὶ⇞↝᪉ᘧ」の基┙研究を、実ドヨ

㦂ࢺࣥࣛࣉ㸦3t/d㸧で開ጞ。 
2016 年 「ᑐྥὶ⇞↝᪉ᘧ」を㐺⏝した実⅔㸦60t/d㸧が✌ື。 
2017 年 第 1 ྕ機❹工。 

 

㸱㸬独創性 

๓㏙のとおり、本装置は、ᙜ社次ୡ௦ス࣮࢝ࢺ⅔として数ከくの実⦼を有す高 ✵Ẽ⇞↝技

術を᭦に発ᒎさࡏたᑐྥὶ⇞↝᪉ᘧとして、ୡ⏺でึめて廃棄物↝༷⅔に㐺⏝したものであり、

ᚑ来ᆺ装置とྠ➼の低 CO 㐠㌿と、᭦なる NOx 低減が可能となっている。ᚑ来ᆺ装置では、

↝༷⅔ഃቨより高 ΰ合Ẽを྿ࡁ㎸ࢇでいたため、≉に⅔ᖜの大ࡁい大ᆺ⅔において、⅔ᖜ᪉

ྥの⇞↝ᆒ一性の☜保が㞴しいというㄢ㢟があった㸦図 2 ཧ↷㸧。一᪉、᪂ᆺ装置では、↝༷

⅔ኳからの高 ΰ合Ẽ྿㎸ࡳとすることで、⅔ᖜ᪉ྥによりᆒ一なᖹ㠃≧⇞↝㡿ᇦが形成で

Ᏻ定性をྥ上㸦CO、NOx↝⇞、ࡁ のྠ低減㸧さࡏるとともに、大ᆺ⅔の㐺⏝性ྥ上を図

っている㸦図 3 ཧ↷㸧。本ᑐྥὶ⇞↝᪉ᘧでの高 ✵Ẽ⇞↝技術は、「㸲㸬≉チ」にグ㍕の㏻り、

≉チ 10 件を取ᚓ済ࡳのᙜ社独⮬技術である。 
以ୗ、⇞↝Ᏻ定性ྥ上により、᪂ᆺ装置で᭦なるᨵၿが図られたNOx 低減機ᵓを♧す。 
ձ ↝༷⅔ኳより、高 ΰ合Ẽ㸦高 ✵Ẽ㸩再ᚠ環࢞ス㸧を౪⤥。 
ղ ኳからの高 ΰ合Ẽとごࡳᒙから発⏕する⇕分ゎ࢞スの⾪✺㸦ᑐྥὶ㸧により、⅔ᖜ

᪉ྥ全ᇦにᚑ来ᆺ装置よりも᭦にᆒ一でᏳ定的なᖹ㠃≧⇞↝㡿ᇦを形成。 
ճ 上グによるごࡳᒙの㍽ᑕ⇕ቑ大により⇞↝効⋡がྥ上し、低✵Ẽẚ᮲件ୗでのᏳ定⇞

↝を実現。 
մ ᆒ一な⇞↝㡿ᇦの形成及びኳからの౪⤥࢞ス㐺正化によるẁ⇞↝を実現すること

で、NOx を低減。 
 
上グձ㹼ճについては、「１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂」にて᪤にヲ⣽をㄝ᫂している。以ୗ、機ᵓ

մの「ẁ⇞↝」についてㄝ᫂する。᪂ᆺ装置の↝༷⅔ෆにおࡅる㓟⣲⃰度分ᕸ及びὶᙉ度

分ᕸ㸦数್ゎᯒ結果㸧を図 5、6 に♧す。 
a㸬↝༷⅔ኳからの高 ΰ合Ẽ౪⤥㔞及び高 ΰ合Ẽ㓟⣲⃰度を㐺ษに調ᩚすることで、

↝༷⅔ෆ上ὶ㒊㸦図 5 ⅔ෆᕥഃ㸧に㑏ඖ性㞺ᅖẼ、⅔ෆୗὶ㒊に㓟化性㞺ᅖẼの⇞↝ሙ

を形成。 
b㸬これにより一ẁ目の㑏ඖ性㞺ᅖẼの⇞↝ሙで⏕成するࢽࣔࣥ、シࣥなの❅⣲化

合物が、ẁ目の㓟化性㞺ᅖẼの⇞↝ሙで NOx の㑏ඖとしてస⏝することで、ẁ
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⇞↝を実現。 
c㸬↝༷⅔ෆୗὶ㒊㏆の↝༷⅔ኳからの再ᚠ環࢞スを✚極的に౪⤥し、ここでの࢞

スのᨩᢾ㺃ΰ合を促進さࡏてẁ⇞↝の⅔ෆ⬺◪効果を高める㸦図 6 ཧ↷㸧。 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 ⅔ෆ㓟⣲⃰度分ᕸ         図 6 ⅔ෆὶᙉ度分ᕸ 
 
 
㸲㸬≉チ 
 本装置の関㐃≉チは次の㏻りである。 

≉チ␒ྕ㸸第 5861880 ྕ / ྡ⛠㸸廃棄物↝༷⅔及び廃棄物↝༷᪉法 
≉チ␒ྕ㸸第 6011295 ྕ / ྡ⛠㸸廃棄物↝༷⅔及び廃棄物↝༷᪉法 
≉チ␒ྕ㸸第 6008187 ྕ / ྡ⛠㸸廃棄物↝༷⅔及び廃棄物↝༷᪉法 
≉チ␒ྕ㸸第 5892339 ྕ / ྡ⛠㸸廃棄物↝༷⅔及び廃棄物↝༷᪉法 
≉チ␒ྕ㸸第 6103471 ྕ / ྡ⛠㸸廃棄物↝༷⅔及び廃棄物↝༷᪉法 
国㝿≉チ㸸201380012937.4㸦中国㸧 / ྡ⛠㸸廃棄物↝༷⅔及び廃棄物↝༷᪉法 
≉チ␒ྕ㸸第 6090578 ྕ / ྡ⛠㸸廃棄物↝༷⅔及び廃棄物↝༷᪉法 
≉チ␒ྕ㸸第 6146673 ྕ / ྡ⛠㸸ス࣮࢝ࢺᘧ廃棄物↝༷⅔᧯業᪉法 
≉チ␒ྕ㸸第 6183787 ྕ / ྡ⛠㸸ス࣮࢝ࢺᘧ廃棄物↝༷⅔᧯業᪉法 
≉チ␒ྕ㸸第 6256859 ྕ / ྡ⛠㸸ス࣮࢝ࢺᘧ廃棄物↝༷⅔᧯業᪉法 

 

㸳㸬性能 
以ୗに、ྠ規ᶍ工ሙにおࡅる、ᚑ来ᆺ装置と᪂ᆺ装置のタഛᴫ要と㐠㌿≧ἣを♧す。ᚑ来ᆺ

装置のሙ合は、CO ⃰度 3 ppm、NOx ⃰度 53 ppm㸦⬺◪๓㸧であるが、᪂ᆺ装置を実機化し

たࢺࣥࣛࣉタഛでは、CO ⃰度 1 ppm、NOx ⃰度 41 ppm㸦⬺◪⏝㸧となっている。すな

わࡕ、本ࢺࣥࣛࣉでは、ゐ፹⬺◪タഛの廃止ࡅࡔでなく、↓ゐ፹⬺◪タഛも⏝しない㐠㌿を

現ᅾ⥅続しており、⬺◪⏝⸆⏝㔞の大ᖜな๐減を実現している。 
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 ᚑ来ᆺ装置 ᪂ᆺ装置 
↝༷⅔形ᘧ 全㐃続ᘧス࣮࢝ࢺ⅔ ྠᕥ 
処理能力 70t/d x 2 ⅔ 60t/d x 2 ⅔ 
࢞ス 
෭༷タഛ 

⮬↛ᚠ環ࣛ࣎㸦3.0MPa,300Υ㸧 
+減 ሪ 

⮬↛ᚠ環ࣛ࣎㸦3.0MPa,300Υ㸧 
+減 ሪ 

࢞ス 
処理タഛ 

 、ჾ+ᾘ▼⅊、ά性Ⅳ྿㎸ࢇࡌ㐣ᘧ㞟ࢁ
࢞ス再ຍ⇕ჾ 
ゐ፹⬺◪応ሪ 

↓ゐ፹⬺◪ 
 ⅊▼ჾ+ᾘࢇࡌ㐣ᘧ㞟ࢁ
ά性Ⅳ྿㎸ 

発㟁タഛ 水ࣅ࣮ࢱ  ࣥ
ฟ力 1,990kW 

水ࣅ࣮ࢱ  ࣥ
ฟ力 1,550kW 

✵Ẽẚ 1.3 1.3 
高 ΰ合Ẽ྿㎸ࡳ㔞 1.2 kNm3/h 0.9 kNm3/h 
再ᚠ環࢞ス྿㎸ࡳ㔞 2.6 kNm3/h 1.7 kNm3/h 

NOx ⃰度 53 ppm 
㸦ࢁ㐣ᘧ㞟ࢇࡌჾฟཱྀ、⬺◪๓㸧 

41 ppm 
㸦↮✺、⬺◪⏝㸧 

↮✺ฟཱྀ CO 3 ppm 1 ppm 
↮✺࢞ス㔞 16.5 kNm3/h 15.4 kNm3/h 

⬺◪⸆ 
⏝㔞 

2 ⅔分 
9,400Nm3/年㸦NH3࢞ス㸧 
㸦ゐ፹⬺◪応ሪ⏝㸧 

2 ⅔分 
40Nm3/0.5 年㸦NH3࢞ス㸧  ͤ
㸦↓ゐ፹⬺◪タഛ⏝㸧 

ͤึ期調ᩚに⏝ 

 

㸴㸬経済性 

ᚑ来ᆺ装置にẚ、ゐ፹⬺◪応ሪ、࢞ス再ຍ⇕ჾ廃止によるタഛ㈝⏝の低減、ࣥࣅ࣮ࢱ

㟁㔞のቑຍ、及び⬺◪⸆⏝㔞の๐減を実現しており、大ᖜなࢥスࢺࢵ࣓ࣜࢺがぢ㎸まれ

る。 

 ᚑ来ᆺ装置 ᪂ᆺ装置 
   ࢺスࢥシࣕࣝࢽ
 1. ↝༷タഛ 100 100 

2. 廃⇕回タഛ 100 100 
 3. ࢞ス処理タഛ㸦⬺◪応ሪ、࢞ス再ຍ⇕ჾ廃止㸧 100 70 

4. 発㟁タഛ㸦発㟁ቑຍによるタഛ㈝ቑຍ㸧 100 105 
   ࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ

1. Ⅼ᳨・⿵ಟ㈝㸦⬺◪応ሪ、࢞ス再ຍ⇕ჾ廃止㸧 100 99 
2. 㟁力   

発㟁㔞 100 108 
ሙෆᾘ㈝㟁力 53 53 
㟁㔞 47 55 

3. ⸆㈝⏝㸦⬺◪⸆๐減㸧 100 97 
   ͤ ᚑ来ᆺ装置におࡅるࢥスࢺを 100 としたሙ合 

17%ቑຍ 

8%ቑຍ 
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㸵㸬将来性 

環境省の⤫計によると 2015 年度ᮎの廃棄物↝༷施タは 1,141 施タで、発㟁タഛを有する施

タは 348 施タに止まっている。廃棄物発㟁㔞ቑຍの社会的要ồが高まっている中で、この

ような≧ἣとなっている一ᅉとしては、約༙数ある施タ規ᶍ 100t/d ᮍ‶の小ᆺ施タでは発㟁

効⋡が低く、発㟁タഛᑟධによる࣓ࣜࢺࢵが小さいため、発㟁タഛをᑟධしないሙ合がከいこ

とがᣲࡆられる。本᪂ᆺ装置は、ゐ፹⬺◪応ሪ及び࢞ス再ຍ⇕ჾの廃止により、大ᖜな発

㟁㔞のቑຍがぢ㎸めるため、小ᆺ施タにᑐしても発㟁タഛをᑟධする࣓ࣜࢺࢵがቑຍし、発㟁

タഛを有する廃棄物↝༷施タのቑຍが期待される。 
また、ᚑ来ᆺ装置では、ゐ፹⬺◪応ሪがないሙ合㸦NOx 規ไ್がẚ㍑的高い地ᇦ㸧に、

ᖖ⏝タഛであった↓ゐ፹⬺◪タഛを、ࣉࢵࢡࢵࣂタഛとすることが可能であり、大ᖜな⸆

⏝㔞๐減がぢ㎸まれる。さらに、タഛ機ჾⅬ数๐減㸦ゐ፹⬺◪応ሪ、࢞ス再ຍ⇕ჾ㸧に

よる、ࢽシࣕࣝ・ࣛࣥࢥࢢࣥࢽスࢺ低減、ならびに施タ機ჾ㓄置のࢺࢡࣃࣥࢥ化が可能とな

る。 
一᪉、↝༷⅔タ計のほⅬでは、本装置には大ᆺ化がᐜ᫆という≉ᚩがある。ス࣮࢝ࢺᘧ↝༷

⅔のスࣉࢵ࣮ࣝࢣには⅔ᖜのᣑᙇをకうが、本᪂ᆺ装置は↝༷⅔ኳから高 ΰ合Ẽを౪⤥

する྿㎸ࣝࢬࣀࡳのࢳࢵࣆẖ㸦⅔ᖜ᪉ྥ㸧に、⅔ᖜ᪉ྥの࣮ࣔࣝࣗࢪ化タ計が可能であり㸦図

7 ཧ↷㸧、ス࣮࢝ࢺ⅔の大ᆺ化がᐜ᫆となる。 
以上のように、本᪂ᆺ装置は、ᙜ社の力装置となるࡅࡔでなく、今後の廃棄物処理業⏺に

ከ大な㈉⊩が期待でࡁる装置である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 大ᆺ化のᐜ᫆性 
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１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂ 
 本装置は、ୗ水㐨においてὶとなっている標‽ά性汚Ἶ法㸦以ୗ、標‽法とする㸧とྠࣞ

の処理水質で、㟁力⏝㔞を༙減㸦㟁力ᾘ㈝㔞ཎ༢㸸標‽法ࣝ࣋ 0.222kWh/m3э本装置

0.105kWh/m3 㸧1する装置である。 
本装置の処理࣮ࣟࣇを図 1 に♧す。本装置は、๓ẁࢁ㐣施タ、ᩓ水ᢸయࢁᗋ、᭱ 、㐣施タࢁ⤊

一次⃰⦰施タ㸦=Ὑί水の⃰⦰㸧の␗なる 4 施タからᵓ成される。なお、ᚠ環水をᩓ水ᢸయ

 。㐣施タの๓ẁにもᚠ環する᪉ᘧをとるࢁᗋあるいは๓ẁࢁ

   図１ 処理࣮ࣟࣇ 
また、本装置㸦処理能力 6,750m3/日,高▱ᕷୗ▱水再⏕࣮ࢱࣥࢭᮾ 7 ⣔↓᭚Ẽᚠ環ᘧ水処理

装置㸧のୗ水処理ሙにおࡅる㓄置ሙᡤを図 2 に、全ᬒを図 3 に♧す。 

図 2 本装置がタ置された高▱ᕷの水再⏕࣮ࢱࣥࢭ    図 3 実施タの全ᬒ

                                                  
1 B-DASH  、㸦案㸧ࣥࣛࢻ࢞No.12 ↓᭚Ẽᚠ環ᘧ水処理技術ᑟධ ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ
ᖹ成 29 年 2 月、国ᅵ㏻省国ᅵ技術ᨻ⟇総研究ᡤ 

経済産業省 産業技術環境局長賞 

第 44 回 
優秀環境装置 

高▱ᕷ上ୗ水㐨局 
国❧大Ꮫ法人 高▱大Ꮫ 

日本ୗ水㐨事業団 
 ᰴᘧ会社࣮ࢱ࣮࢛࢘ࢱ࣓
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㸦１㸧ᚑ来のᩓ水ࢁᗋ法との㐪い 
  ᚑ来のᩓ水ࢁᗋは、「1 ᵴ目㸸ỿẊ、2 ᵴ目㸸♟ሸのᩓ水ࢁᗋ、3 ᵴ目㸸ỿẊ」であった。 

一᪉、本装置は全ᵴをᨵⰋし、「1 ᵴ目㸸ࢁ㐣、2 ᵴ目㸸ᶞ⬡ᢸయのᩓ水ࢁᗋ、3 ᵴ目㸸ࢁ

㐣」としている。ᩓ水ᢸయࢁᗋὶฟ水が、1 ᵴ目㸦๓ẁࢁ㐣施タ㸧๓ẁにᚠ環するⅬもึの

事である。 
  技術的開発㸦ᨵⰋ㸧のࢺ࣏ࣥは、1 ᵴ目㸦๓ẁࢁ㐣施タ㸧で、ỿẊより高い㝖ཤ⋡を有

する「ࢁ㐣」の㐺⏝とそのࢁ㐣効果によるᩓ水機㸦2 ᵴ目ᩓ水ᢸయࢁᗋ㸧の目ワまり防止、2
ᵴ目ᩓ水ᢸయࢁᗋでは処理ᵴのࢺࢡࣃࣥࢥ化、ᢸయὙί及び⬺⮯機能のලഛ、3 ᵴ目㸦᭱⤊

てのࡌ㐣施タ㸧ではỿẊより高い㝖ཤ効果による処理水質ྥ上とᏳ定化㸦年㛫を㏻ࢁ

BOD15mg/L 以ୗ㸧である。 
 

㸦㸰㸧開発経⦋のᴫ要 

開発経⦋については次❶にてヲ㏙するが、๓ẁࢁ㐣施タのࢁ㐣技術は、ୗ水の合ὶᨵၿ⏝

に独⮬に開発した技術㸦ᖹ成 16 年度㎾に開発㸧を㌿⏝し、ᖹ成 22 年度に独⮬開発したᩓ水

ᢸయࢁᗋと⤌合ࡏた小ᆺ実㦂に╔手した。その後、ᖹ成 24 年度よりࢼࢺ࣋ムで小ᆺ実ドを

行い、ᖹ成 26 年度に独⮬に開発した᭱⤊ࢁ㐣施タ、ᨵⰋしたᩓ水ᢸయࢁᗋと⤌合ࡏた実施

タをᘓタし、現ᅾ㐠㌿を実施している。 
 
㸦㸱㸧๓ẁࢁ㐣施タ 

๓ẁࢁ㐣施タは、上ྥὶᘧ高㏿ࢁ㐣㸦ཎ水にᑐするࢁ㐣㏿度 200m/日程度㸧であり、と

してዃ㞧物、ᾋ㐟物質㸦SS㸧、SS ⏤来のᅛ形性 BOD ➼を㝖ཤする。さらにᩓ水ᢸయࢁᗋ

からのᚠ環水の⁐Ꮡ㓟⣲を⏝いて一定㔞の⁐ゎ性 BOD も㝖ཤする。 
また、本施タὶฟ水㸦ࢁ㐣水㸧は次ᵴのᩓ水ᢸయࢁᗋにてᩓ水されるが、ዃ㞧物が㝖ཤさ

れているため、ᩓ水ࣝࢬࣀの目ワまりが発⏕しないという効果を⏕ࡴ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 ๓ẁࢁ㐣施タのཎ理 
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㸦㸲㸧ᩓ水ᢸయࢁᗋ 

ᩓ水ᢸయࢁᗋは、⮬↛の大Ẽᅽୗでの㓟⣲⁐ゎがなされるため、᭚Ẽタഛが要である㸦ཎ

理はᩓ水ࢁᗋとྠ一㸧。本装置では、ᚑ来のᩓ水ࢁᗋの♟をᚤ⣽なᶞ⬡〇⟄ᢸయに᭰࠼る

ことにより、処理効⋡を高め、タഛのࢺࢡࣃࣥࢥ化㸦BOD ᐜ✚負荷㸸᭱大 1.6kg/m3・日㸧

を図っている。さらにᢸయẚ重を調ᩚしてᾐₕὙίや✵ẼὙίを可能とし、処理性のᏳ定化

やࢁᗋ㛢ሰの防止、ࢁᗋ࢚ࣂの発⏕ᢚไを図っている。ᩓ水ᢸయࢁᗋὶฟ水のᚠ環は、ᚑ来

より行われていた᪉ᘧ㸦高㏿ᩓ水ࢁᗋ᪉ᘧ㸧ではあるが、本装置では、ᩓ水ᢸయࢁᗋの๓ẁ

にຍ࠼、๓ẁࢁ㐣施タの๓ẁにもᚠ環㸦Ꮨ計 200㸣、Ꮨ以እ計 100㸣㸧さࡏ、処理水質

のᏳ定化とྥ上を実現している。 
ᩓ水ࢁᗋでは一般に、水 がእẼ にẚて低いኟᏘにはࢁᗋをୗྥࡁに、期には上ྥ

る。しかし、Ꮨの低Ẽ の✵Ẽによࡁに✵Ẽがὶれ、この⮬↛ᑐὶにより㓟⣲を౪⤥でࡁ

るά発なᑐὶは、ᢸయࢁᗋ 度の低ୗをᣍࡁ、処理性のᙳ㡪がᠱᛕされる。そのため本装

置では一定㔞の㏻Ẽ㸦水㔞の 6 ಸ程度にไ㝈㸧を行い、༑分な㓟⣲౪⤥を行いつつ、ࢁᗋ 

度の低ୗを回㑊する。なお㏻Ẽᢠは 200mmAq 程度でᾘ㈝㟁力は、㠀ᖖにᑡない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 5 ᩓ水ᢸయࢁᗋのཎ理    
 

さらにこの㏻Ẽは⏕物⬺⮯機能もවࡡる。ୗ㒊から負ᅽ྾ᘬすることで、ᩓ水ᢸయࢁᗋ、

๓ẁࢁ㐣ᵴの各上㒊࢞ス�H2S ➼をྵࡴ�をᢸయᒙにᑟࡁ、⏕物Ꮫ的に㓟化⬺⮯を行う。 

ᩓ水機についてはᩓ水形≧の工ኵにより、ᩓ水⟶を⣽くしつつ、低ࢡࣝࢺでᆒ一に分ᩓᩓ

水されるᵓ㐀とし、⮬↛水ᕪをά⏝してᩓ水機を回㌿さࡏ、↓ື力ᆒ➼ᩓ水を行う。 

 

㸦㸳㸧᭱⤊ࢁ㐣施タ 

ᩓ水ᢸయࢁᗋὶฟ水には、ᚤ⣽な㞳ᅛ形物がྵまれ、ὶฟする。そこでᚑ来の᭱⤊ỿẊ

ụでは㝖ཤᅔ㞴であったこのᚤ⣽ᅛ形物を、小ᆺ⟄ᆺࢁᮦにより水㠃✚をቑຍさࡏỿẊ効

果により効⋡的に㝖ཤする。なおỿ㝆汚Ἶもあるのでୗ㒊からỿẊ汚Ἶのᘬᢤも行う。ࢁᮦ

ᒙの㛢ሰによるࢁ㐣ᦆኻᢠは᭱大 30mm 程度であり、1 日 1㹼2 回、✵ẼὙίを行う。Ὑ
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ί水は処理水ഃにὶฟさࡏた後、一次⃰⦰施タに㏦水する。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

図  㐣施タのཎ理ࢁ⤊᭱ 6
 
㸦㸴㸧一次⃰⦰施タ 

本装置では、上グの 3 施タ全てからὙί水が発⏕する。Ὑί水は一次⃰⦰施タにて⃰

⦰汚Ἶと上水にᅛᾮ分㞳される。⃰⦰汚Ἶは汚Ἶ処理施タに㏦られ、上水は๓ẁࢁ㐣ᵴ

の๓のཎ水ᵴに㏉ὶする。㸦ὀ㸸一般に汚Ἶ処理には⃰⦰施タがあるため、ここでは๓ẁとし

て一次⃰⦰施タと⛠する。㸧 
 

㸰㸬開発経⦋ 
㸦１㸧開発㊃᪨ 

㟁力事がᝏく今後᪂規にୗ水㐨が普及するᮾ༡ࢪ➼のᾏእや、㟁力㈝๐減や地球 

ᬮ化防止㸦CO2๐減㸧を᥎進する日本のୗ水処理ሙでの普及を目指し、㟁力ᾘ㈝㔞ቑ大の᭱

大要ᅉであった᭚Ẽື力を要とする水処理システムを開発する。 
㸦⫼ᬒ㸧日本のୗ水㐨ෆᐜู㟁力ᾘ㈝㔞によれࡤ、水処理で᭱もከく㟁力がᾘ㈝され、合

で��㸣を㉸࠼ている。処理᪉ᘧでは標‽法が���⟠ᡤ�ステ࣮࢚ࣞࣉࢵシࣙࣥ法

�⟠ᡤをྵࡴ㸧で行われており、処理水㔞࣮࣋スでは��㸣を༨める 
 
㸦㸰㸧開発目標 

処理水質は標‽法とྠ➼で、水処理におࡅるᾘ㈝㟁力㈝を標‽法の「༙減以ୗ」とする技

術を開発する。᪂タにຍ࠼、標‽法の᪤Ꮡᅵᮌ施タのタ置も可能とする。 

 
㸦㸱㸧開発経⦋ 

2010 年度 国ෆ㒔ᕷୗ水を⏝いての実㦂ᐊ規ᶍの基♏研究に╔手。๓ẁࢁ㐣と独⮬開

発のᩓ水ᢸయࢁᗋとの⤌合ࡏをึ実ド。 
2012㹼2013 年度 ࢼࢺ࣋ム国ࣥࢼࢲᕷࢡࢵ࣮ࣟࣇୗ水処理ሙにてࢺࣥࣛࣉࢺࢵࣟࣃ

㸦300m3/日㸧による実ドヨ㦂を実施。 
2013 年度 高▱ᕷୗ▱水再⏕࣮ࢱࣥࢭにてࢺࣥࣛࣉࢺࢵࣟࣃ㸦10m3/日規ᶍ㸧の小

ᆺ実ド研究を実施。๓ẁࢁ㐣とᩓ水ᢸయࢁᗋと独⮬開発の᭱⤊ࢁ㐣の⤌合
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 。をึ実ドࡏ
2014 年 3 月 上グࢼࢺ࣋ム国での実ド成果に基づࡁ、日本ୗ水㐨事業団「ᾏእ技術☜ㄆ」

の国ෆ第 1 ྕとしてㄆド。 
2014㹼2015 年度 国ᅵ㏻省ୗ水㐨㠉᪂的技術実ド事業㸦B-DASH㸧 (国総研委ク)に᥇ᢥ、

高▱ᕷୗ水㐨中期ࣥࣙࢪࣅにも合⮴する᪂技術として、高▱ᕷୗ▱水再⏕

 。にて実施タ㸦6,750m3/日㸧をタ置。実施タの㐠㌿を実施࣮ࢱࣥࢭ

2017 年 2 月 国ᅵ技術ᨻ⟇総合研究ᡤにより「↓᭚Ẽᚠ環ᘧ水処理技術」ᑟධࣛࢻ࢞

 。㸦案㸧が発หࣥ
2016㹼2017 年度 実施タ㸦6,750m3/日㸧を✌ാ中。現ᅾに⮳る。 

 

なお、本装置は、高▱ᕷ上ୗ水㐨局、国❧大Ꮫ法人 高▱大Ꮫ、日本ୗ水㐨事業団、࣓ࢱ

れがᢸᙜした開発のෆᐜは次の㏻りであࡒᰴᘧ会社が共ྠで開発を行った。それ࣮ࢱ࣮࢛࢘

る。 
 
・高▱ᕷ上ୗ水㐨局 㸸実施タの㐠㌿手法の研究とᨵၿ、効⋡的な実㐠㌿の☜❧と実施 
・高▱大Ꮫ 㸸研究計⏬の❧案、実施タの水処理機ᵓのゎ᫂ 
・日本ୗ水㐨事業団 㸸実ド計⏬の❧案、調査研究のᑟ、システム評価、タ計手法開発と標

‽化 
 㸸基♏ཎ理の☜❧、研究調査の実施タのᘓタ ࣮ࢱ࣮࢛࢘ࢱ࣓・

 

㸱㸬独創性 

㸦１㸧≉ᚩ 

ཎ理は、中⣭処理㸦 >BOD15mg/L㸧の置づࡅとされていたᩓ水ࢁᗋ法であるが、本

装置では全ᵴに独⮬の工ኵをຍ࠼て、処理水質のࣞࣝ࣋を標‽法とྠ➼ࣞ࣋ 㸦ࣝBOD10mg/L
を㉸࠼ 15mg/L ᮍ‶㸧にྥ上さࡏたものである。その成果として「処理水質のᏳ定」にຍ࠼

て「㟁力ᾘ㈝の༙減」、「発⏕汚Ἶの減ᐜ化」を図ったことが≉ᚩである。 
 

㸦㸰㸧独創的に工ኵしたⅬ 
ᚑ来ᆺのᩓ水ࢁᗋ法からの技術㠃での独⮬の工ኵⅬをㄝ᫂する㸦㸴㸬経済性➼においては、

普及促進のほⅬから現ᅾὶとなっている標‽法とのẚ㍑を行っている。しかし本㡯では独

創性は、ᚑ来ᆺのᩓ水ࢁᗋ法から工ኵをຍ࠼たため、ᚑ来ᆺのᩓ水ࢁᗋ法とẚ㍑してグ㍕す

る㸧。 
ᚑ来ᆺのᩓ水ࢁᗋ法には、ձ⥔持⟶理㠃、ղ環境・⾨⏕㠃、ճ処理水質のᏳ定化の 3 つの

ㄢ㢟があり、以ୗ 3 ㄢ㢟に分ࡅてㄢ㢟ゎỴからの独⮬の工ኵⅬを㏙る。なお、ᚑ来のᩓ水

の独創的な工ኵⅬを表ᗋ法から本装置ࢁ 1 に、その工ኵⅬを本装置࣮ࣟࣇに♧したものを

図 10 にまとめた 
ձ ⥔持⟶理㠃 

ᚑ来のᩓ水ࢁᗋでは、᭱ึỿẊụ上水がὶධする。そのため、ỿẊụ上水には㧥の

ẟ、ዃ㞧物や࣮ࣝ࣎ࣝ࢜➼がΰධし、ὶ㊰の⊃いᩓ水⟶やᩓ水ཱྀがワまることが㢖発し

ていた。これを取り㝖くためには、タഛを止して、ᩓ水ࣝࢬࣀを定期的㸦㐌に 1 回程度㸧
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にΎᤲするᚲ要があった。なお、Ύᤲ㢖度を減らすためにᩓ水ཱྀ㸦ᚄ㸧を大ࡁくする➼の

ᑐ⟇もあったが、ᩓ水の分ᩓ性がᝏく、処理能力が低ୗし、タഛが大ࡁくなる➼のㄢ㢟が

あった。 
 

 㐣水ᩓ水により目ワまりをなくすࢁ・

本装置では 100μm 以上のᅛ形物が効⋡的に㝖ཤで1、ࡁmm 以上のᅛ形物、ዃ㞧物は

100㸣㝖ཤされたࢁ㐣水がᚓられる。このࢁ㐣水をᩓ水するため、ᩓ水ࣝࢬࣀの目ワま

りはなくなり、ᚑ来技術でのᩓ水ࣝࢬࣀのΎᤲస業がゎᾘされた。なお、本ࢁ㐣水質を

実現するための๓ẁࢁ㐣施タのࢁᮦは、独⮬に開発したものである。 
 

 

 

 

 

 

 

図 7 ᩓ水ᢸయࢁᗋに౪⤥する๓ẁࢁ㐣のࢁ㐣水 
 

・Ύᤲ要な๓ẁࢁ㐣施タ 

ᚑ来の一般的な高㏿ࢁ㐣では、一次ഃのࢁᮦὶฟ防止ス࣮ࣥࣜࢡに、ཎ水中の㧥のẟ

➼ዃ㞧物が⤡ࡳࡁ、そのΎᤲ➼がᚲ要であった。本装置の๓ẁࢁ㐣施タでは、「ࢁᮦ

とዃ㞧物のẚ重ᕪによる㏫Ὑ」を行うことにより、一次ഃス࣮ࣥࣜࢡを要とし、Ύᤲ

స業➼の⥔持⟶理స業が要となった。 

 

ղ 環境・⾨⏕㠃 

ᚑ来ᆺのᩓ水ࢁᗋ法では、ࢁᗋ࢚ࣂの発⏕、⮯Ẽの発⏕➼のၥ㢟があった。これらのၥ

㢟のᙳ㡪の程度は㐺⏝する国により␗なるが、日本においては、これらのㄢ㢟ゎỴはᚲ㡲

である。そのため、᭱も厳しい日本を定して独⮬の工ኵによるㄢ㢟ゎỴを図った。 
 

 ᗋ目ワまりᢚไのための工ኵࢁ、࢚ࣂᗋࢁ・
かテࣜࢡࣂᗋ法ではཎ理的にࢁᗋ法では一般に発⏕する。ᩓ水ࢁは、ᩓ水࢚ࣂᗋࢁ

ら高次なື物であるࢁᗋ࢚ࣂ㎾の㣗物㐃㙐が行われるためである。≉にその発⏕は ᬮ

なኟᏘが᭱もከい。これはࢁᗋ࢚ࣂの産༸から成になる㎾の期㛫が᭱も▷いためであ

り、25Υでは 15 日程度 2とされている。 
ᚑ来のᩓ水ࢁᗋ法では、5㹼10cm 程度の大ࡁな♟を⏝いており、‣水してᘬᢤくこと

はでࡁても、ὶືὙίさࡏることはᅔ㞴であった。このためࢁᗋ࢚ࣂを༸やᗂのẁ㝵

で取り㝖くことがでࡁず、成の発⏕をᢚ止する手ẁがなかった。なおᏘには⏕物ᒙ

㸦スࣛム㸧が形成するため、目ワまり防止のほⅬからも小さな♟をሸすることはで

                                                  
 す 度のᙳ㡪、᳃ཎ ಟ、ᏳỤᏳᐉ、㎰Ꮫ研究 50㸸81-86㸦1981㸧ࡰの発⫱に及࢚ࣂ࢘ࣙࢳ࢜࢜ 2
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 。ると大ᆺとなっていたず、装置も標‽法にẚࡁ
本装置では、ᶞ⬡性㸦ࣥࣇ࣏ࣞ࢜ࣜ⣔㸧のࢁᮦにᏳ定なẚ重調ᩚᮦをຍ࠼て、水の

ẚ重に㏆いᢸయを独⮬開発し、ࢁᗋを水ἐさࡏた後に、✵ẼによるᢸయのὶືὙίをᐜ

᫆に行࠼るよう工ኵした。これにより、ᚤ⣽なᢸయ㸦Ǘ15×15mmL、⟄ᆺ㸧でもᏘ

の目ワまり防止、 ᬮᏘのࢁᗋ࢚ࣂの発⏕ᢚไを行いつつ、⏕物╔㠃✚の☜保による

 。化を実現したࢺࢡࣃࣥࢥ
 
・処理Ᏻ定化と⏕物⬺⮯の工ኵ 

㓟⣲౪⤥㠃においては、ᩓ水ࢁᗋ法は、࣡ࣟࣈを要とする⮬↛ᑐὶを≉ᚩとしてい

た。๓㏙した㏻り、ࢁᗋෆ✵Ẽは、Ꮨにᩓ水によりᬮめられ上ྥࡁに、またኟᏘには

ᩓ水により෭༷されୗྥࡁに⮬↛ᑐὶする。しかし、・⛅Ꮨに✵Ẽとᩓ水がྠ一 度

となると、⮬↛ᑐὶされず、処理にᚲ要な㓟⣲が౪⤥されない。ᚑって、ᅄᏘを有する

日本では「・⛅ᏘにはᏳ定処理がでࡁない、Ꮨには෭✵Ẽがᚲ要以上にᑐὶしࢁᗋ

 度が低ୗする」というㄢ㢟があった。これらのㄢ㢟をゎỴするため、本装置では㏻Ẽ

を⏝いて㏻Ẽ㸦ὶධୗ水㔞のࣥࣇ 6 ಸ㸧を行うこととした。これにより㓟⣲౪⤥によ

るᏳ定処理が可能となるが、ࢁᗋの㏻Ẽᢠは 200mmAq と低ᅽᦆであるため㟁Ẽᾘ㈝

㔞はᑡない㸦表 7 ཧ↷㸧。 
さらに本装置は、「⏕物⬺⮯」㸦ᢸయにᝏ⮯࢞スを㏻し、ᩓ水して⏕物Ꮫ的な⬺⮯をす

る᪉ᘧ㸧と機ᵓがྠ一である。ᚑって、本装置では๓ẁࢁ㐣施タ、ᩓ水ᢸయࢁᗋ、一次

⃰⦰施タにて発⏕する◲㯤⣔⮯Ẽを本ࢁᗋで⏕物⬺⮯さࡏる工ኵを行っている 1。㏻Ẽ

をୗྥὶとすれࢁ、ࡤᗋ上㒊は負ᅽとなり、ཎ⮯Ẽの₃れも↓くすことがでࡁる。実ド

において、処理後のࣥࢱࣉ࣓࢝ࣝࣝࢳ࣓、ࢽࣔࣥ、◲化水⣲、◲化࣓ࣝࢳ、◲化

の⃰度は基‽の⮯Ẽᙉ度➼࣑ࣥࣝࢳ࣓ࣜࢺ、ࣝࢳ࣓ 2.5 をୗ回った 1。このように本

装置では、㏻Ẽにより、処理Ᏻ定化と⏕物⬺⮯をྠに行う工ኵを行った。 
 
ղ 処理水質のᏳ定化 
・ᩓ水ᢸయࢁᗋのὶฟ水のᚠ環 

ᚑ来のᩓ水ࢁᗋにおいてもᩓ水ࢁᗋὶฟ水のᩓ水ࢁᗋ๓ẁのᚠ環は行われていた。

本装置では、高いࢁ㐣㏿度でも処理でࡁる๓ẁࢁ㐣施タの≉性もάかし、ᩓ水ࢁᗋὶฟ

水の 1 ᵴ目㸦๓ẁࢁ㐣施タ㸧のᚠ環も取りධれた。これによりᩓ水ᢸయࢁᗋὶฟ水に

Ꮡ㓟⣲や⏕成した◪㓟㺐㺓㺻の㓟⣲を⏝いて⁐ࡔࢇ㎸ࡅ⁐ 1 ᵴ目からの BOD 分ゎや⬺❅

も可能となり、BOD㸦として⁐ゎ性 BOD㸧の処理が可能となった。 
 

・⟄ᆺࢁᮦによるࢁ㐣 
2 ᵴ目のᩓ水ࢁᗋからは、㞳 SS㸦としてᚤ⏕物の◚∦㸧がὶฟする。ᚑ来のᩓ水

ᗋ法ではࢁ 3 ᵴ目でこれをỿẊ㝖ཤしていた。しかしながら、ᚤ⣽ SS はỿẊࡏずὶฟ

することもあり、᭱⤊的な処理水質ᝏ化のཎᅉとなっていた。 
本装置᭱⤊ࢁ㐣施タでは、「ഴᩳᯈỿẊ」とྠ➼のཎ理でỿẊ㝖ཤする。また✵Ẽに

よる⮬ືὙί機能も有する、独⮬に開発した⟄ᆺࢁᮦ㸦Ǘ7mm 程度、⟄ᆺ㸧による

高㏿ࢁ㐣㸦150m/日㸧を行った。1 ᵴ目㸦๓ẁࢁ㐣施タ㸧が⤡ࡳ合うࢁᮦにዃ㞧物をᘬ
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っかࡅて表ᒙࢁ㐣するのにᑐし、3 ᵴ目㸦᭱⤊ࢁ㐣施タ㸧では、ᚤ⣽ SS を⟄ᆺࢁᮦ

でቑ࠼た㠃✚にỿめ取るࢪ࣮࣓となり、表㠃✚を✌ࡄことでᚤ⣽な SS がỿẊ㝖ཤさ

れるよう工ኵしたものである。本装置᭱⤊ࢁ㐣での SS 㝖ཤ⋡を図 8 に♧す。ࢁ㐣㏿度

は 150m/日でᚑ来の᭱⤊ỿẊụ 25m/日とẚ㍑してもࢁ㐣㏿度が 6 ಸにも関わらず、ὶ

ධ SS㸦5㹼30mgSS/L㸧にᑐして 75㹼90㸣の高㝖ཤ⋡がᚓられ、᭱ ⤊水質のᏳ定化にᐤ

する。なお本᭱⤊ࢁ㐣施タでは、このᚤ⣽ SS が㝖ཤでࡁることで、処理水に NH4-N
がṧᏑしても N-BOD の発現がᢚ止される効果がある㸦図 9㸧。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 㐣施タでのࢁ⤊᭱ 8 SS 㝖ཤ⋡  図 9 処理水 NH4-N ⃰度と N-BOD 発現⋡ 

 

 

処理水 NH4-N ⃰度㸦mg/L㸧 

 本装置は発現⋡が低い 
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表１ ᚑ来法からの独創的な工ኵⅬẚ㍑ 
  ᚑ来のᩓ水ࢁᗋ法  本装置 

๓ẁ 
 㐣ࢁ
施タ 

᪉ᘧ ỿẊ 㸫 高㏿ࢁ㐣 

 ᮦ 㸫(なし)ࢁ

 ᶞ⬡〇㸭⊂⮬㛤Ⓨ 
     ࠙形≧➼  ࠚ

㢼㌴ᆺ 7.5mmŌ×4mm、 
ᾋ上性 

࠙目的  ࠚ
ዃ㞧物や SS の㝖ཤ 
ࢺࢵ࣓ࣜ࠙  ࠚ
ẚ重ᕪでὙίでࢁ、ࡁᮦὶฟ防止のୗ㒊

ス࣮ࣥࣜࢡが要。そのため⥔持⟶理ᐜ

᫆で、後ẁの処理にዲᙳ㡪 

処理㏿度 水㠃✚負荷 50m/日  
㐣㏿度ࢁ  200㹼250m/日 

㝖ཤ性能 

SS    㸸30㹼50㸣程度 
⁐ゎ性 BOD㸸㝖ཤ可能 
ዃ㞧物   㸸一㒊㝖ཤ 
㸦次ᵴのᩓ水ࣝࢬࣀ目ワまり

物質がᏑᅾする㸧 

 
 

SS       㸸50㹼70㸣程度 
⁐ゎ性 BOD㸸一㒊㝖ཤ 
(ᚠ環水とࢁᮦᚤ⏕物の効果) 
ዃ㞧物   㸸100㸣㝖ཤ 
(次ᵴのᩓ水ࣝࢬࣀ目ワまり物質が

Ꮡᅾしない) 
処理㏿度 水㠃✚負荷 50m/日  ࢁ㐣㏿度 200㹼250m/日 

ス࣮࣌ス ỿẊ㠃✚  ࢁ㐣㠃✚㸩Ὑί水ᵴ 
㸩一次⃰⦰ᵴ 

ᩓ水 
ᢸయ 
 ᗋࢁ

᪉ᘧ ᩓ水ࢁᗋ 3 㸫 高機能・高効⋡ᆺのᩓ水ࢁᗋ 
㸦Ὑί機能、⬺⮯機能ࡁ㸧 

処理負荷 ᭱大 1.2 kgBOD㸭m3・日  ᭱大 1.6kgBOD㸭m3・日 
㸦ࢺࢡࣃࣥࢥ化にᐤ㸧 

ᢸయ ♟ 
㸦5㹼10cm㸧 

 ᶞ⬡性㸭⊂⮬㛤Ⓨ 
     ࠙形≧➼ࠚ⟄ᆺ Ǘ15mm 
BODࠚ目的࠙   ࠚ࠙ 㝖ཤ 
ࢺࢵ࣓ࣜ࠙      、くࡁẚ表㠃✚大ࠚ

処理効⋡が高く、タഛのࢺࢡࣃࣥࢥ化に

ᐤ 
Ὑί でࡁない  可能 

⬺⮯ 機能なし 
 可能 

㸦⏕物⬺⮯㸧 

 
 

᭱⤊ 
 㐣ࢁ
施タ 

᪉ᘧ ỿẊ 㸫 高㏿ࢁ㐣 

 ᮦ 㸫(なし)ࢁ

 ᶞ⬡〇㸭⊂⮬㛤Ⓨ 
     ࠙形≧➼ࠚ⟄ᆺ Ǘ7mm 
         ×7mmL 
     ࠙目的ࠚᚤ⣽ SS 㝖ཤ 
ࢺࢵ࣓ࣜ࠙      ࡁẚ表㠃✚が大ࠚ

いため、ᚤ⣽ SS がỿ㝆するỿẊ㠃✚を

ቑやす機能を有する。全ᒙࢁ㐣となるた

めࢁ㐣ᦆኻ水㢌があまり上᪼ࡏず。 
処理水質は BOD15mg/L 以ୗにᏳ定。 

処理㏿度 水㠃✚負荷 20㹼30m/日 
 

㐣㏿度ࢁ 150m/日 

㝖ཤ性能 ᚤ⣽ SS は㝖ཤᅔ㞴 
 

75㹼90㸣㸦図 8 ཧ↷㸧 

ス࣮࣌ス ỿẊ㠃✚  ࢁ㐣㠃✚㸩Ὑί水ᵴ 

                                                  
3 ⸨Ụᖾ一、Ᏺᒇ༤அ、ஂ保⏣ᏹ「○▼をࢁᮦとするᩓ水ࢁᗋの処理水 BOD ್とື力効⋡」 
水質汚濁研究 第 7 ᕳ第 5 ྕ 310-315 1984 

ྥୖ 

ቑຍ 

ቑຍ 

᪂つ 

᪂つ 

༙ῶ 

 ῶ���

᪂つ 

ᶵ⬟ຍ 

ྥୖ 

ᶵ⬟ຍ 

ྥୖ 

ྥୖ 
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図  からぢた独創的な工ኵⅬ㸦まとめ㸧࣮ࣟࣇ 10

 

 

㸲㸬≉チ 

 本装置の関㐃≉チは次の㏻りである。 
≉チ␒ྕ㸸第 5676757 ྕ / ྡ⛠㸸ୗ水処理システム 
≉チ␒ྕ㸸第 6117049 ྕ / ྡ⛠㸸水処理システム 
≉チ␒ྕ㸸第 3853738 ྕ / ྡ⛠㸸高㏿ࢁ㐣装置及びこれを⏝いた高㏿ࢁ㐣᪉法 
≉チ␒ྕ㸸第 6282511 ྕ / ྡ⛠㸸ᩓ水⟶およびᩓ水ࢁᗋ装置 
公開␒ྕ㸸≉開 2017-109195 / ྡ⛠㸸水処理システム 
公開␒ྕ㸸WO15/001708 / ྡ⛠㸸水処理装置 
ฟ㢪␒ྕ㸸≉㢪 2017-185138 / ྡ⛠㸸ᩓ水ࢁᗋのὙί᪉法およびᩓ水ࢁᗋ 

 

㸳㸬性能 
㸦１㸧水処理性能 

性能は本装置㸦水㔞 6,750m3/日㸧をᑟධしたୗ▱水再⏕࣮ࢱࣥࢭ実施タでの調査結果であ

る。 

 

ձ 経ኚ化の結果 

H27 年度からの BOD 処理結果を図 11 に♧す。本施タは、✌ാした全期㛫にわたり、

処理水 BOD は 15mg/L をୗ回っている。 

ձᩓỈᢸయࢁᗋὶฟỈࡢᚠ⎔ 

・ὶධ水にᑐしኟᏘ 100㸣ͤ,Ꮨ

200㸣ͤ㸦1 ᵴ目と 2 ᵴ目に༙ࠎ㸧 
ͤH29 年度からは 1/4 にして᭦なる省

 化㐠㌿を実施中ࢿ࢚
・水質ྥ上とᏳ定性にᐤ 

・1 ᵴ目のᚠ環は独⮬ 

ղᚑ᮶ἲࡢỿẊἲࢆᨵၿࡋ 

 ⏝᥇ࢆ㐣ἲࢁࡢ⮬⊃

・SS にຍ࠼ BOD 㝖ཤも行う。 
 のࣝࢬࣀ㐣水は次ᵴのᩓ水ࢁ・
目ワまり防止にᙺ❧つ 

ճ㏫Ὑᶵ⬟ࢆಖᣢ 

・✵ẼὙί機能は独⮬ 
・処理性能の保持、ࢁᗋ࢚ࣂ発⏕

ᢚ止に効果 

մ㏻Ẽࡢࣥࣇタ⨨㸦⊂⮬㸧 

・᭚Ẽ࣡ࣟࣈがないため㟁力㈝が大ᖜに減ࡌ

る 
・㏻Ẽࣥࣇ(低ᅽᦆ㺂低ື力)はሙの⮬↛㏻

Ẽをᢚไし、水 低ୗ防止 
・⏕物⬺⮯ࣥࣇをවࡡる 
 

յᚑ᮶ἲࡢỿẊἲࢆᨵၿࡋ 

 ⏝᥇ࢆ㐣ἲࢁࡢ⮬⊃

・⣽かな㞳 SS が㝖ཤでࡁる

ため処理水が高度化㺃Ᏻ定化 
・㠃✚はỿẊụの 1/6 

前段ろ過施設 

散水担体ろ床 最終ろ過施設 

標準法並みの

処理水 

流入下水 
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㸲㸬≉チ 

 本装置の関㐃≉チは次の㏻りである。�
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸ୗ水処理システム�
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸水処理システム�
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸高㏿ࢁ㐣装置及びこれを⏝いた高㏿ࢁ㐣᪉法�
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸ᩓ水⟶およびᩓ水ࢁᗋ装置�
公開␒ྕ㸸≉開 ����������� � ྡ⛠㸸水処理システム�
公開␒ྕ㸸:2��������� � ྡ⛠㸸水処理装置�
ฟ㢪␒ྕ㸸≉㢪 ����������� � ྡ⛠㸸ᩓ水ࢁᗋのὙί᪉法およびᩓ水ࢁᗋ�

 

㸳㸬性能�
㸦１㸧水処理性能 

性能は本装置㸦水㔞 �����P��日㸧をᑟධしたୗ▱水再⏕࣮ࢱࣥࢭ実施タでの調査結果であ

る。 

 

ձ 経ኚ化の結果 

+��年度からの %2'処理結果を図 ��に♧す。本施タは、✌ാした全期㛫にわたり、

処理水%2'は ��PJ�/をୗ回っている。�

ձᩓỈᢸయࢁᗋὶฟỈࡢᚠ⎔ 

・ὶධ水にᑐしኟᏘ ���㸣ͤ�Ꮨ

���㸣ͤ㸦�ᵴ目と �ᵴ目に༙ࠎ㸧�
ͤ+�� 年度からは ��� にして᭦なる省

�化㐠㌿を実施中ࢿ࢚
・水質ྥ上とᏳ定性にᐤ�
・�ᵴ目のᚠ環は独⮬�

ղᚑ᮶ἲࡢỿẊἲࢆᨵၿࡋ 

 ⏝᥇ࢆ㐣ἲࢁࡢ⮬⊃

・66にຍ%2࠼'㝖ཤも行う。�
�のࣝࢬࣀ㐣水は次ᵴのᩓ水ࢁ・
目ワまり防止にᙺ❧つ�

ճ㏫Ὑᶵ⬟ࢆಖᣢ 

・✵ẼὙί機能は独⮬�
・処理性能の保持、ࢁᗋ࢚ࣂ発⏕

ᢚ止に効果�

մ㏻Ẽࡢࣥࣇタ⨨㸦⊂⮬㸧 

・᭚Ẽ࣡ࣟࣈがないため㟁力㈝が大ᖜに減ࡌ

る�
・㏻Ẽࣥࣇ�低ᅽᦆ㺂低ື力�はሙの⮬↛㏻

Ẽをᢚไし、水 低ୗ防止�
・⏕物⬺⮯ࣥࣇをවࡡる�
�

յᚑ᮶ἲࡢỿẊἲࢆᨵၿࡋ 

 ⏝᥇ࢆ㐣ἲࢁࡢ⮬⊃

・⣽かな㞳 66が㝖ཤでࡁる

ため処理水が高度化㺃Ᏻ定化�
・㠃✚はỿẊụの ����

前段ろ過施設 

散水担体ろ床 最終ろ過施設 

標準法並みの

処理水 

流入下水 



 

図 11 ὶධୗ水と処理水の BOD ᥎⛣ 
 

 

ղ 処理水のᏳ定性 
   処理水 BOD はᖹᆒ್ 6mg/L、᭱ 㢖್が 4㹼6mg/L、標‽೫ᕪ(ǔ)が 2.0 mg/L と㠀ᖖにᏳ

定し、⤫計的に年㛫を㏻ࡌて 15mg/L 以ୗ㸦ᖹᆒ 6.0+3ǔ=12㸺15mg/L㸧となり、ୗ水㐨

法の順Ᏺが可能な処理結果とᏳ定性がᚓられた㸦図 表ࠊ12 2 の上㸧。≉にᩓ水機ᩓ水㒊に

「分ᩓᯈ」をタࡅる工ኵをした分ᩓᯈᩓ水ࣝࢬࣀでは、分ᩓ性が図られ、処理水質もより

Ⰻዲになった㸦2015年 12月より実施し、Ꮨにὶධୗ水は⃰くなったが処理水質はྥ上㸧。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 処理水 BOD のࣄスࣛࢢࢺム 表 2 ὶධୗ水および処理水 BOD の⤫計ࢱ࣮ࢹ 
 

 

 

 

᭱ᑠ ᭱ ᖹᆒ㻔䃛㻕 ᶆ‽೫ᕪ㻔䃢㻕 䃛䠇2䃢 䃛䠇3䃢
㼙㼓/㻸 㼙㼓/㻸 㼙㼓/㻸 䠉 㼙㼓/㻸 㼙㼓/㻸

ὶධỈ㻮㻻㻰 33 260 10㻠 䠉 䠉 䠉
処理Ỉ㻮㻻㻰 2.6 12.0 6.0 2.0 10.1 12.1

㡯┠

Ᏻᐃࡓࡋฎ⌮Ỉ㉁ ὶධୗỈ 

㡯┠ ᭱ᑠ ᭱ ᖹᆒ㻔䃛㻕 ᶆ‽೫ᕪ㻔䃢㻕 䃛䠇2䃢 䃛䠇3䃢
㼙㼓/㻸 㼙㼓/㻸 㼙㼓/㻸 䠉 㼙㼓/㻸 㼙㼓/㻸

ὶධỈ㻮㻻㻰 82.2 260 131.㻣
処理Ỉ㻮㻻㻰 3.㻣 㻣.㻠 5.㻣 1.2 8.1 9.3

全ࢱ࣮ࢹ 
全ࢱ࣮ࢹ 

分ᩓᯈᩓ水ࣝࢬࣀでのࢱ࣮ࢹ 

ὶධୗỈ 

%�'$6+ጤクᮇ㛫୰ࡢ㺡㺼㺎㺞 %�'$6+ጤクᚋࡢ㺡㺼㺎㺞 
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ճ 標‽法との処理水質のẚ㍑ 

ୗ▱水再⏕࣮ࢱࣥࢭでの標‽法と本装置㸦本技術㸧との処理水ẚ㍑を図 13 に♧す。処

理水 BOD は標‽法よりもⱝᖸ高かったが SS はྠࡰ➼であった。 
 

 

ձ 調査日㸦����年 �月 �日㸧 

 

ղ 調査日㸦����年 �月 �日㸧 

 

ճ 調査日㸦����年 ��月 ��日㸧 

 

մ 調査日㸦2015 年 10 月 22 日㸧 
 

 

図 13 標‽ά性汚Ἶ法と本装置の処理水質ẚ㍑ 
 

 

本ࢱ࣮ࢹは 1 日 12 回のࢺࢵࢪ࣏ࣥࢥ᥇水をΰ合して 1 㺡㺼㺎㺞とした 
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㸦㸰㸧汚Ἶ発⏕㔞 
ձ 本装置の汚Ἶ発⏕㔞 

   図 14 にὶධୗ水 SS を 100㸦DSkg㸧としたሙ合の汚Ἶ発⏕㔞㸦DSkg㸧を♧す。ὶධ

SS にᑐし、発⏕汚Ἶは 20%以上減ᑡしている。 
㸦ὀ㸧ణし、本調査期㛫中は、ᩓ水ᢸయࢁᗋのὙίを実施しない㐠㌿期㛫であるため、ᩓ水ᢸయࢁᗋの汚Ἶ㔞は計 さ

れていない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 本装置の期ูの汚Ἶ発⏕㔞 

 

ղ 標‽法との発⏕㔞ẚ㍑ 
処理規ᶍ 50,000m3/日㸦ὶධୗ水 BOD 200mg/L㸪SS 180mg/L と௬定㸧におࡅる汚Ἶ

発⏕㔞を⟬ฟした。 
・本技術 総汚Ἶ発⏕㔞   6,656㸦kgSS/日㸧 

     ・標‽法 総汚Ἶ発⏕㔞   9,460㸦kgSS/日㸧 
その結果、本装置は標‽法にẚて汚Ἶ発⏕㔞が 30㸣程度ᑡない結果となった。 

 
㸦㸱㸧発⏕汚Ἶの処理のしやすさ㸦⬺水性評価㸧 

標‽法および本装置で実㝿に᥇取した汚Ἶにᑐして⡆᫆⬺水ヨ㦂を行った。その結果を図

15 に♧す。その結果、本装置から発⏕するΰ合汚Ἶの᪉が࣮࢟ࢣ水分で 2㹼3 水⬺ࢺ࣏ࣥ

 。水分が低かった࣮࢟ࢣ
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図 15 本装置と標‽ά性汚Ἶ法から発⏕する各汚Ἶの⬺水性ẚ㍑ 
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㸦㸲㸧㐠㌿・᧯స性のẚ㍑ 
本装置と標‽法の┦㐪Ⅼを表 3 に♧す。 

本装置では、ᚤ⏕物⭷により⏕物Ꮫ的処理が行われるため、標‽法➼の「ᾋ㐟法におࡅる

ά性汚Ἶ⃰度の調ᩚ」4 をᚲ要とࡏず、ᵴෆᚤ⏕物㔞やὶධ負荷に応ࡌた㏦Ẽ㔞の調ᩚ➼が

要である。たࡔし、ὶධୗ水やᩓ水ᢸయࢁᗋὶฟ水の処理がࢁ㐣᧯సにより行われ、これ

らの᧯సのⰋྰが処理水質に大ࡁくᙳ㡪するため、ὶධ水質に応ࡌた㐠㌿᮲件のタ定が重要

となる。 

 

表 3 本装置と標‽法の㐠㌿⟶理性のẚ㍑ 
㡯目 本装置 標‽ά性汚Ἶ法 

⮬ື㐠㌿ ᐜ᫆ ᅔ㞴�ᚤ⏕物㔞⟶理がᚲ要� 

要⣲技術 ࢁ㐣㸩⏕物⭷法㸩ࢁ㐣 ỿẊ㸩ᾋ㐟法㸩ỿẊ 

 ・ᅛᾮ分㞳 ࢁ㐣 ỿ㝆分㞳 

 ・㓟⣲౪⤥ ࣥࣇによる低ᅽの㏻Ẽ ࣡ࣟࣈとᩓẼᯈによる水中᭚Ẽ 

 ・汚Ἶ⃰度⟶理 要 ᚲ要 

汚Ἶ発⏕㔞 標‽ά性汚Ἶ法よりᑡない ὶධୗ水66㔞とྠࡰ➼ 

・๓処理㸦一次⃰⦰㸧 ᚲ要 要 

 

 

㸦㸳㸧⥔持⟶理性㸦保ᏲⅬ᳨性㸧のẚ㍑ 
本装置と標‽法の┦㐪Ⅼを以ୗに♧す。保ᏲⅬ᳨に関しては、୧装置ともỗ⏝性機ჾとᑓ

⏝タഛからなり、各ࠎの≉性に応ࡌたస業となる。保ᏲⅬ᳨性の㞴᫆度やస業㔞はྠ➼であ

る。 

 
・本装置 
 本装置の保ᏲⅬ᳨のᑐ㇟には、ࢧࢵࣞࣉࣥࢥ、㏻Ẽࣥࣇ、Ὑίࣉ࣏ࣥ、࣡ࣟࣈ➼のỗ⏝

機ჾとᩓ水機やሸᮦ➼のᑓ⏝機ᮦがある。ᑓ⏝機ᮦについては、๓ẁࢁ㐣施タ、ᩓ水ᢸయ

るᩓ水機のືࡅᗋにおࢁᮦ㸧の目ど☜ㄆやᩓ水ᢸయࢁ、㐣施タのሸᮦ㸦ᢸయࢁ⤊᭱、ᗋࢁ

స☜ㄆが定期的にᚲ要である。また、本装置≉有の保ᏲⅬ᳨事㡯のὀ意Ⅼとして、ᩓ水ᢸయ

 。ᗋの㓟Ḟ・◲化水⣲発⏕にᑐするᏳ全性の☜保があるࢁ

 

・標‽法 

標‽法におࡅる保ᏲⅬ᳨のᑐ㇟は、ࣉ࣏ࣥ、࣡ࣟࣈ➼のỗ⏝機ჾと標‽法ᑓ⏝のᥙᐤ機、

ス࢝ムス࣐࢟、ᩓẼ装置ながある。標‽法ᑓ⏝の機ᮦであるᩓẼ装置については、定期的

にᩓẼ効⋡、㏻Ẽᢠ್のࢡࢵ࢙ࢳ➼と目ワまり進行の取᭰࠼がある。またᥙᐤ機、ス࢝

ムス࣐࢟ᩓẼ装置、防Ἳ装置➼の機ᮦは水中または水上にあるため、定期Ⅼ᳨の水ᢤࡁ

や日ᖖⅬ᳨の水中のⴠୗ防止にᑐするᏳ全性の☜保がᚲ要である。 

 

 

 

                                                  
4 ୗ水㐨⥔持⟶理指㔪 実ົ⦅-2014 ∧- 、公┈社団法人日本ୗ水㐨༠会 
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㸴㸬⤒῭ᛶ 

処理水質が本装置とྠ➼で、普及促進において➇合ᑐ㇟となる標‽ά性汚Ἶ法との経済性ẚ

㍑を行う。実ド研究結果をもとに日᭱大汚水㔞 50,000m3/日㸦日ᖹᆒ汚水㔞 40,000m3/日㸧の

ሙ合についてヨ⟬を行った。 
 

㸦１㸧ヨ⟬᮲件 
ヨ⟬᮲件を表 4 に♧す。日本のୗ水㐨はࡰ普及済ࡳの≧ἣであることから、「標‽法の

⪏⏝年数 50 年のᅵᮌ施タが᪤にある」ሙ合に本装置あるいは標‽法各施タをᑟධするとし

てヨ⟬した。௬定する᪤Ꮡᅵᮌ施タは、標‽ά性汚Ἶ法で能力 6,750m3/日×8 ⣔ิ㸦図 16 ཧ

↷㸧とし、本装置、標‽法ともにྠࡌ処理能力の施タにするという๓ᥦで᳨ウを行った。 
 

表 4 ẚ㍑タ定᮲件 
No 㡯  目 本装置 標‽ά性汚Ἶ法 

1 処理水㔞 日᭱大汚水㔞 50,000 m3/日 
日ᖹᆒ汚水㔞 40,000 m3/日 

2 ὶධ水質 BOD㸦S-BOD㸧 200㸦80㸧mg/L 
SS 180 mg/L 

3 ᅵᮌ施タ(標‽ά性汚Ἶ法)のᨵ㐀 ᚲ要 要 

4 施タのタ計ㅖඖ、⣔ิ、㠃✚➼ 

๓ẁࢁ㐣施タ 
㸦ࢁ㐣㏿度㸧 
ὶධୗ水として 200m/日 
㸦⣔ิ、㠃✚➼㸧 
8 ụ/⣔ิ(ᅗ 20 ཧ↷) 

×2 ⣔  ิ
1 ụ 16m2、ࣝࢱ࣮ࢺ 250m2 

᭱ึỿẊụ 
㸦水㠃✚負荷㸧50m/日 
㸦⣔ิ㸧8 ⣔  ิ

ᩓ水ᢸయࢁᗋ 
㸦BOD ᐜ✚負荷㸧 
高負荷 1.6kgBOD/(m3㺃日) 
㸦⣔ิ、㠃✚➼㸧 
27 ༊⏬(ᅗ 20 ཧ↷)/⣔ิ×2 ⣔

ิ 
1 ụ 93 m3、ࣝࢱ࣮ࢺ 4,500 m3 

応ࢡࣥࢱ 
㸦HRT㸧 
8hr 
(BOD-SS 負荷) 
0.2kgBOD/(kgMLSS㺃日) 
(⣔ิ)8 ⣔  ิ

 㐣施タࢁ⤊᭱
㸦ࢁ㐣㏿度㸧150m/日 
㸦⣔ิ、㠃✚➼㸧 
3 ụ/⣔ิ(図 16 ཧ↷) 

×2 ⣔  ิ
1 ụ 56 m2、ࣝࢱ࣮ࢺ 333 m2 

᭱⤊ỿẊụ 
㸦水㠃✚負荷㸧20m/日 
㸦⣔ิ㸧8 ⣔  ิ

5 ࣮ࣘテࣜテ 㟁力 15 /kWh 
汚Ἶ処分㈝ 16,000 /wet-ton 

6 ⬺水汚Ἶྵ水⋡ 77㸣 79㸣 

7 ᘓタ㈝年価 
Ꮚ⋡ 2.3㸣 
⪏⏝ 
年数 

機械・㟁Ẽ 15 年 
ᅵᮌ 50 年 

8 ⿵ಟⅬ᳨㈝ 機ჾ㈝の㸰㸣 
㸦ࢁᮦ、ᢸయは機ჾにྵ㸧 機ჾ㈝の㸰㸣 
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㸦㸰㸧ᖹ㠃的なࣞࢺ࢘ 
  本装置のᑟධ後のᖹ㠃的な全యࣞࢺ࢘を図 16 に⥙がࡅの⣔ิとして♧す。標‽法の

᪤Ꮡ施タの 8 ⣔ิのうࡕ 6 ⣔ิをᨵ㐀して本装置をᑟධすることが可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 16 本装置の᪤タᨵ㐀㸦⥙がࡅ㒊分の⣔ิ、㉥ᯟがタഛ⠊ᅖ㸧 

 

 

㸦㸱㸧水関ಀ 
  ௬定した᪤Ꮡᅵᮌ施タと本装置の水高低を図 17 に♧す。 

本技術ではᥭ水ࣉ࣏ࣥのᥭ程が高くなる。また本装置は、ཎ理的にᩓ水ᢸయࢁᗋで水が

低ୗするため、᭱⤊ࢁ㐣施タのᥭ水がᚲ要となる。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

図 17 水高低図 
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๓ẁࢁ㐣施タ 

㸦応ࢡࣥࢱ ␃㛫 8.4hr㸧 㸦᭱⤊ỿẊụ 水㠃✚負荷 20m/日㸧 

ᩓ水ᢸయࢁᗋ ᭱⤊ࢁ㐣施タ 
本図࣮ࣞࢢ㒊分が本装置での⏝࢚ࣜ 
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�ụ㸭⣔ิ 

�ụ㸭⣔ิ 

�ụ㸭⣔ิ 

�ụ㸭⣔ิ 

一次⃰⦰施タ 

一次⃰⦰施タ 
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㸦㸲㸧ᘓタ㈝ 
ᘓタ㈝のヨ⟬結果を表 5 に♧す。本装置は標‽法とẚ�㸣減�年価で��㸣減㸧となる。 

 

               表 5 ᘓタ㈝ 

 

㸦㸳㸧⥔持⟶理㈝ 
⥔持⟶理㈝のヨ⟬結果を表 6 に♧す。本装置は、標‽法とẚ㍑して��㸣の๐減となった。 

 

表 6 ⥔持⟶理㈝ 

㡯目 ༢ 本装置 標‽ 
ά性汚Ἶ法 

๐減⋡ 
㸦㸣㸧 ഛ⪃ 

ձ㟁力㈝ ⓒ/年 23 49 53 㟁力༢価 
15 /kWh 

ղ⸆ရ㈝➼ ⓒ/年 0 13 100 水処理⬺⮯ 
ճ⿵ಟ・Ⅼ᳨㈝ ⓒ/年 28 46 39 機ჾ㈝の 2% 
մ汚Ἶ処分㈝ ⓒ/年 146 200 27 㸫 

合計 ⓒ/年 197 308 36 㸫 

 

研究成果に基づࡁ⟬ฟした本技術のᾘ㈝㟁力㔞ཎ༢のෆヂを表 7 に♧す。ᾘ㈝㟁力㔞ཎ

༢に༨める各機ჾの合は、ᚠ環ࣉ࣏ࣥが᭱も大ࡁく、全యの༙分ᙅを༨めている。 
ᖹ成 29 年度ኟᏘより、ᾘ㈝㟁力ཎ༢をさらに低減さࡏるためᚠ環⋡を 1/4㸦ኟ⛅でᚠ環

⋡ 25㸣㸧にୗࡆた㐠㌿を実施しているが、処理水 BOD は 15mg/L ᮍ‶を⥅続して㐩成して

いる。本᮲件にて H29 年度Ꮨでも処理水質を‶㊊でࡁれࡤ、ᾘ㈝㟁力ཎ༢は

0.093kWh/m3程度となり、さらなる㟁Ẽ௦๐減となる。 
 

表 7 本装置のᾘ㈝㟁力ཎ༢のෆヂ 

 kWh/m3 合(㸣) ഛ⪃ 
ᚠ環47 0.050 ࣉ࣏ࣥ ኟ⛅ 100㸣、 200㸣ᚠ環 
㏦水ࢁ⤊᭱ 22 0.023 ࣉ࣏ࣥ㐣施タのᥭ水 
Ὑί水3 8 0.008 ࣉ࣏ࣥ 施タ分の合計 
㏻Ẽࣇ  ࣥ 0.007 7 水㔞の 6 ಸ 
ᥭ水6 0.007 ࣉ࣏ࣥ ๓ẁࢁ㐣施タのかさ上ࡆ 1.5m 分 
㏦Ẽࣇ  ࣥ 0.002 2 ๓ẁࢁ㐣施タ上ᒙ㒊の࢞スをᩓ水ᢸయࢁᗋに⛣㏦ 
その他 0.008 8 㸫 

合計 0.105 100 㸫 
 

㡯目 ༢ 本装置 標‽ά性汚

Ἶ法 
๐減⋡

㸦㸣㸧 ഛ⪃ 

ᘓタ㈝ ൨   37.2     39.2  5 㸫 

ᘓタ㈝年価 ⓒ/年 279 312 10 ⪏⏝年数㸸ᅵᮌ 50 年 
機㟁 15 年とタ定 
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㸵㸬ᑗ᮶ᛶ 

㸦１㸧国ෆ 

  ୗ水㐨は普及⋡がࡰ上㝈に㐩し、今後は人ཱྀ減ᑡの中、施タ・タഛの᭦᪂の௦を㏄࠼

る。合わࡏて㞵や地㟈、省ࢿ࢚、創ࢿ࢚のᑐ応も行わࡤࡡならない。本装置は、日本の

ୗ水㐨の࣓ࣥ(水㔞的には全国の 75%)であった標‽ά性汚Ἶ法のᨵ㐀としてタ置がでࡁ、

かつ日本のୗ水㐨が┤㠃するㅖㄢ㢟にྠにᑐ応でࡁる「ࢺࢵࣇࢿ࣋ࢥᆺ」技術である。

このため、日本全国㸦ణし、᭱低水 は 15Υ以上 1㸧において普及が期待でࡁる。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 18 国ෆにおࡅる本装置の将来性 

 

㸦㸰㸧ᾏእ 
  ᚑ来の日本のୗ水処理技術は᭚Ẽື力をᚲ要とする処理技術であり、そのままでは㟁力事

のᝏい᪂興国㸦ࢼࢺ࣋ム、ࢪ࣎ࣥ࢝➼のᮾ༡ࢪ➼㸧の普及ᒎ開を図るのがᅔ㞴で

あった。 

本技術は↓᭚Ẽによる低ᾘ㈝㟁力にຍ࠼、 ᬮなẼೃではᚠ環⋡を減らしたり、㏻Ẽࣇ

ࣥが要になるなᾏእの実に合わࡏて、さらに㟁力⏝㔞が減らࡏる可能性がある。ま

た、これからୗ水㐨が普及する国においては、タഛがࢺࢡࣃࣥࢥで、汚Ἶ発⏕㔞もᑡなく、

⥔持⟶理性もᐜ᫆であることから、まさにᾏእに㐺した技術として普及が期待でࡁる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 ᾏእの本装置の将来性 
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１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂ 
本装置は、᪕┙➼のษ๐ຍ工を行う工స機械からฟされるษ⢊㸦ษ๐ᒌ㸧を◚○し、ᅽ⦰

ᅛ形化する装置である。 
ᚑ来装置は成形されるࢺࢵࢣࣜࣈ㸦ᅽ⦰ᅛ形化されたษ⢊のሢ㸧の┤ᚄが 70㹼130 mm であ

ったのにᑐし、本装置は┤ᚄ 50㹼70 mm のࢺࢵࢣࣜࣈを成形することで、装置の小ᆺ化㸦ᐜ

✚ 0.64 m3㸧、㍍㔞化、ⴭしい低ࢥスࢺ化を㐩成している。 
本装置に一య化された◚○機には 2 つの回㌿㍈があり、それࡒれの◚○ลがෆഃに回㌿する

ことで㐃続的にษ⢊が◚○される。2 つの回㌿㍈の各ࣖࢠの大ࡁさが␗なることで回㌿数にᕪ

が⏕ࡌ、低ື力で大ࡁな◚○力を発する。ษ⢊は◚○された後、ᅽ⦰ス࣮ࣜࣈ㸦⟄≧のᅽ⦰

成形ᐊ㸧に✚されて小ᆺのἜᅽ࣮࣡ࣃシ࣮ࣜࣥࢲによりᅽ⦰され、┤ᚄ 50㹼70 mm のࣜࣈ

が成形される。ษ⢊がᅽ⦰ᅛ形化される㝿に分㞳されるษ๐Ἔは回され、再⏝が可ࢺࢵࢣ

能である。 
 

 

 

 

 

図 1 装置のእほ 
 

 

 

中小企業庁長官賞 

第 44 回 
優秀環境装置 

ᰴᘧ会社ࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥࢺ࢚ࣜࢡ 
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装置全య ◚○機㒊分 
 

ձ ࣝࢿࣃࣉࢵࢺ ո ᅽ⦰ࣕࢪࣥࣛࣉ 
ղ ࣃࢵ࣍ չ ࢺࢵࢣࣜࣈฟࢺ࣮ࢤ 
ճ ◚○機 պ ࣥࣃࣝ࢜ 
մ ◚○ลิ ջ ᢲฟしシࣜࣥࢲ 
յ ス࣋ࣥࢥ࣮ࣗࣜࢡ ռ ฟཱྀ 
ն ᅽ⦰ス࣮ࣜࣈ ս ࢧࣥࢭ 
շ ࢧࣥࢭ վ ࣉ࣏ࣥࣝ࢜ 

 
図 2 装置のᵓ㐀図 

 

ղにᢞධされたษ⢊は、◚○機ճで小∦化される。◚○機ճは㞳㛫して㓄置したࣃࢵ࣍ 2 ㍈

上に、ᨺᑕ≧の✺㉳を有する◚○ลิմでᵓ成し、各ࠎෆྥࡁ回㌿する✺㉳のลᗏ㛫で、ษ⢊

をࣥࢳࣟࢠᵝに◚○する。 

小∦化されたษ⢊は、ス࣋ࣥࢥ࣮ࣗࣜࢡյによりᅽ⦰ス࣮ࣜࣈնに✚される。ᅽ⦰スࣜ

に㐃結されているࢲシ࣮ࣜࣥ࣡ࣃշで᳨▱しᅽ⦰⏝Ἔᅽࢧࣥࢭ、նにษ⢊が‶ᮼになるとࣈ࣮

ᅽ⦰ࣕࢪࣥࣛࣉոがୗ㝆しษ⢊をᅽ⦰する。このにษ⢊のᅛ形化とྠにษ⢊に╔したษ

๐Ἔは⤠りฟされる。ษ๐Ἔはࢺࢵࢣࣜࣈ㸦ᅛ形化されたษ⢊のሢ㸧ฟࢺ࣮ࢤչにタࡅられ

たษ๐Ἔ⏝㏻㊰を㏻ってୗ㒊のࣥࣃࣝ࢜պに⁀まる。 

ᅽ⦰工程が⤊わると、ᅽ⦰ࣕࢪࣥࣛࣉոは一᪦ഹかに上᪼すし、ࢺࢵࢣࣜࣈฟࢺ࣮ࢤչが

開く。ྠにᢲしฟしシࣜࣥࢲ㒊ջがዟに⛣ືし、ࢺࢵࢣࣜࣈฟス࣮࣌スを☜保する。ᅽ⦰

、ոは上᪼しࣕࢪࣥࣛࣉ⦰をฟཱྀռにᢲしฟす。ᅽࢺࢵࢣࣜࣈ、ոは再びୗ㝆しࣕࢪࣥࣛࣉ

㏵中で一᪦止し、ࢺࢵࢣࣜࣈฟࢺ࣮ࢤչが㛢ࡌる。ྠにᢲしฟしシࣜࣥࢲ㒊ջでࢣࣜࣈ

 。を機እ᪉ྥにᢲしฟすࢺࢵ

を㥑ືしࣉ࣏ࣥࣝ࢜չの開㛢でࢺ࣮ࢤฟࢺࢵࢣࣜࣈ、պに⁀まったษ๐Ἔはࣥࣃࣝ࢜

―32―



てỮࡳ上ࡆる。ษ๐Ἔのከいሙ合には、ࣝ࣋ࣞࣝ࢜が上がるとࢧࣥࢭսが応し࣏ࣥࣝ࢜

シࣙࣥもタ定ࣉ࢜վが止するࣉ࣏ࣥࣝ࢜がୗがるとࣝ࣋ࣞࣝ࢜、վで機እに⛣㏦されࣉ

している。 

 
㸰㸬開発経⦋ 
㸦１㸧開発᪨ 

ᚑ来のษ⢊ᅽ⦰装置は、複数の工స機械あるいは工ሙ全యからฟされるษ⢊を㞟✚し処

理するため、装置が大ᆺでᗈいタ置ス࣮࣌スがᚲ要であった。 
また、ษ⢊は㞟✚すれࡤするษ⢊ྠኈがいに⤡まり、人手をᚲ要とし、かつ、╔

しているษ๐Ἔも㞟✚するまでにὶれฟすなのㄢ㢟があった。 
そのため、工స機械のᶓにタ置可能で、小ᆺ◚○機をഛ࠼た⮬ືษ⢊◚○ᅽ⦰機の開発に

取り⤌ࡔࢇ。 
 
㸦㸰㸧開発目標 

・ษ⢊を㞟めずに、工స機械からฟされた┤後に処理がฟ来ること。 
   ń ᢞධཱྀの高さ１㹫以ୗ㸦ὶの工స機械のษ⢊ฟཱྀ高さ１㹫㉸以ୗ㸧 

・工స機械のᶓに置ࡅるࢬࢧであること。 
ń 1㹫3以ୗ㸦⦪、ᶓ、高さが 1㹫以ୗ㸧 

・工స機械ẖに置くことがฟ来る価᱁ᖏであること。 
   Ѝ 300 以ୗ㸦⮬ື工స機械の価᱁ᖏ 3,000 の 1/10 以ୗ㸧を目標とした。 
 
㸦㸱㸧開発経⦋ 

2011 年 7 月㹼 本〇ရのᵓ、基本タ計に╔手。 
2012 年 2 月 あいࡕ中小企業応援ࢻࣥࣇຓ成事業に応募。 
2012 年 5 月 ྠຓ成事業に᥇ᢥ㸦ึ期〇ရの開発㸧。 
2012 年 5 月㹼2012 年 7 月 ◚○機ᵓのᵓ成要⣲開発。 
2012 年 7 月㹼2012 年 9 月 ◚○機ᵓの全య開発、◚○実㦂の実施。 
2012 年 9 月㹼2013 年 3 月 装置全యの開発。 

㸦ษ⢊のᅽ⦰≉性を公タ機関で 定、装置全య⤌上ࡆてษ⢊

のᢞධ実㦂を実施。㸧 
2014 年 7 月 第 1 ྕ機⣡ධ。 

 
㸱㸬独創性 
本装置の≉ᚩは、小ᆺ化、低価᱁、㍍㔞という 3 Ⅼである。 
ษ⢊ᅽ⦰装置のࢥスࢺは、ᅽ⦰⏝Ἔᅽ࣮࣡ࣃシࣜࣥࢲ、Ἔᅽࢺࢵࢽ࣮ࣘ࣡ࣃ、ᵓ㐀㒊ᮦ、ไ

ᚚ⣔、࣮ࣞࣇム㸤ࣝࢿࣃなでᵓ成される。ここで、ᅽ⦰⏝Ἔᅽ࣮࣡ࣃシࣜࣥࢲのࢥスࢺは、

シࣜࣥࢲの┤ᚄが大ࡁくなるとᛴ⃭に高くなる。ᚑって、ᅽ⦰⏝Ἔᅽ࣮࣡ࣃシࣜࣥࢲを小ᆺ化

すれࡤこのシࣜࣥࢲのࢥスࢺがᢚ࠼られるࡅࡔでなく、⏝するసືἜの㔞が減りἜᅽ࣮࣡ࣃ

 。ることになるࡁるᵓ㐀㒊ᮦも大ᖜに⡆⣲化でࡅる。しかもᅽ⦰力を受ࡁも小ᆺ化でࢺࢵࢽࣘ
┤ᚄの小さなᅽ⦰⏝シࣜࣥࢲで成❧さࡏるには、ࢺࢵࢣࣜࣈ㸦ษ⢊のᅽ⦰成形したሢ㸧の┤

ᚄを小さくしてᚲ要なᅽ⦰力を減らࡤࡏよいが、ࢺࢵࢣࣜࣈに成形するためのᅽ⦰ス࣮ࣜࣈ㸦成
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形⏝ᅽ⦰⟄㸧の┤ᚄも小さくなり、そのままではษ⢊が㞟✚し㞴い。そのため、ษ⢊をࣃࢵ࣍

にᢞධした┤後に◚○機で小∦化し、ᅽ⦰⏝ษ⢊㞟✚シࣜࣥࢲに小∦化したษ⢊を㞟✚してい

く⤌ࡳである。 
 

 

㸦１㸧ษ⢊◚○機 

ษ⢊◚○機には 2 つの回㌿㍈があり、それࡒれに複数の◚○ลがᦚ㍕されている。ᑐྥす

る◚○ลがそれࡒれෆഃに┦ᑐ回㌿し、◚○ล㛫でࣥࢳࣟࢠᵝにษ⢊を㐃続的に◚○する。

回㌿㍈の➃にࣖࢠがそれࡒれついており、それࡒれのࣖࢠの大ࡁさが㐪うことでᑐྥする回

㌿㍈㛫に回㌿数ᕪが⏕ࡌ、小さなື力で大ࡁな◚○力を⏕ࡳฟすことを可能にしている㸦≉

チ取ᚓ済ࡳ㸧。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 ษ⢊◚○機 
 

 

㸦㸰㸧ᅽ⦰装置 

ษ⢊◚○機で小∦化したษ⢊がᅽ⦰装置のᅽ⦰ス࣮ࣜࣈ㸦⟄≧の成形ᐊ㸧に㏦られ、ᅽ⦰

ス࣮ࣜࣈに一定㔞ษ⢊がたまると、Ἔᅽ࣮࣡ࣃシࣜࣥࢲがጞືする。 

ษ⢊を◚○し小∦化してから┤ᚄの小さなᅽ⦰ス࣮ࣜࣈでᅽ⦰するため、ᅽ⦰シࣜࣥࢲ、

Ἔᅽࣉ࣏ࣥともに小ᆺ化が可能となり、㥑ືື力を低減でࡁる。 

また、ษ⢊に╔したษ๐Ἔは、ษ⢊のᅽ⦰にⁱฟするため、高効⋡、⡆᫆回が可能

である。ᅽ⦰成形ရᅽ⦰�ฟษり᭰࠼シࣜࣥࢲのື力㸦スࣛࢻ⛣ື㸧をὶ⏝し、ࣖࢠを

して装置のᗏ㒊のࣥࣃࣝ࢜に⁀まったษ๐Ἔをᑓ⏝ࢡࣥࢱなに⛣㏦して⡆༢に回する

⤌ࡳになっている㸦≉チ取ᚓ済ࡳ㸧。 

 

 

 

 

ษ⢊㸦10㹼15cm㸧 ษ⢊◚○機で◚○ ᅽ⦰されたษ⢊ 

ᢞධ๓ ◚○後 ᅽ⦰後 
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図 4 ᅽ⦰装置 
 

㸲㸬≉チ 
 本装置の関㐃≉チは次の㏻りである。 

≉チ␒ྕ㸸第 5407017 ྕ / ྡ⛠㸸㔠ᒓษ๐ᒌᅽ⦰装置 
≉チ␒ྕ㸸第 5448016 ྕ / ྡ⛠㸸㔠ᒓษ๐ᒌᅽ⦰装置 

 
㸳㸬性能 
本装置は、独⮬に開発した᩿ࢇࡏ能力に優れた◚○機を装ഛすることで、࣮ࣝ࢝≧の長いษ

⢊でも小さな力で⣽かくすることがでࡁ、また、ᅽ⦰成形ရの┤ᚄを小さくすることで、ࣥࢥ

、なᅽ⦰成ᆺᐊを実現している。そして、ᑡないἜ㔞でも高いᅽ⦰能力を☜保しながらࢺࢡࣃ

ᅽ⦰⏝ἜᅽシࣜࣥࢲやἜᅽࣉ࣏ࣥᐜ㔞もスࣜム化し、装置全యの小ᆺ化に成ຌしている。 

処理性能は、ฟされるࢺࢵࢣࣜࣈ㸦成形ရ㸧の┤ᚄにẚするため、ᙜ↛大ᆺ〇ရのう

に優性がでるが、ࢺࢵࢣࣜࣈの┤ᚄが大ࡁくなれࡤなるᅽ⦰㠃ᅽはᙅくなるため、ࣜࣈ

 。れずに、ษ๐Ἔのᢳฟ能力がஈしくなってくるࡁはᅽ⦰しࢺࢵࢣ
࣓ࣥテࣥࢼスでは、ษ⢊のᅛ形化のᒌとᢳฟษ๐Ἔが、ᅽ⦰装置ୗの重ᵓ㐀のࣃࣝ࢜

ࣥに⁀まり、ษ๐Ἔは上㒊ࣥࣃࣝ࢜の小✰を㏻してୗ㒊ࣥࣃࣝ࢜に⛣ືし、ᅛ形化のᒌ

は上㒊ࣥࣃࣝ࢜にṧるᵓ㐀のため、上㒊ࣥࣃࣝ࢜に⁀まったᅛ形化のᒌは、上㒊ࣝ࢜

て取ฟし、ษ⢊のᢞධཱྀࡅてあるᑓ⏝のᡬを開ࡅにタࣝࢿࣃが一ᮼになると、装置のእᯈࣥࣃ

にᡠすᚲ要がある。このస業は㛫᩿なく⏝したሙ合で 1㹼5 日に 1 回程度の㢖度である。ま

た、Ἔᅽࣉ࣏ࣥのసືἜは年に１回程度の㢖度でするᚲ要があるが、㏻ᖖのἜᅽ機ჾとྠ

ᵝである。 
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表� 他社〇ရとのẚ㍑ 

会社ྡ ᙜ社 A 社 B 社 
装置 本装置 a 装置 b 装置 
◚○機ᦚ㍕有↓ 有り ↓し ࣉ࢜シࣙࣥᑐ応 
装置ᐜ✚ 0.64ੑ 

工స機械༢యにᶓࡅが可能 3.2㹼4.8ੑ 1.3㹼1.8ੑ 

価 ᱁  270 㹼 800㹼1,200  600㹼1,000  
重㔞 0.35ton 1.9㹼2.0ton 0.7㹼1.2ton 
総㟁源ᐜ㔞 2.6kw 6.7㹼8.2kw以ୗ 3.8㹼5.2kw 
成形ရ┤ᚄ(mm) 50mm㹼 70/80/100mm 70/100/130mm 
処理性能 
㸦1回のᅽ⦰㔞㸧 500g 1kg/1.25kg/2kg 1kg/2kg/3kg 

ᅽ⦰㠃ᅽ(MPa㸧 100が基本 

260/200/80 
㸦成形ရ┤ᚄが大ࡁくなる

ᅽ力はᙅくなる。ᅽ力がᙅく

なるとษ⢊に╔したษ๐Ἔ

の回力もᙅくなる㸧 

100/100/30 
㸦成形ရ┤ᚄが大ࡁくなる

ᅽ力はᙅくなる。ᅽ力がᙅ

くなるとษ⢊に╔したษ๐

Ἔの回力もᙅくなる㸧 

ษ๐Ἔ回性能 Ⰻい 成形ရ┤ᚄが大ࡁくなる

 ᝏくなる
成形ရ┤ᚄが大ࡁくなる

 ᝏくなる

≉ᚩ 

のษ⢊≦࣮ࣝ࢝、≦ࣉࢵࢳ

でも、ᑓ⏝に開発した小ᆺ

◚○機㸦ෆⶶ㸧で◚○する

ことで、ࢺࢡࣃࣥࢥなスࣜ

㸦ᅽ⦰成ᆺᐊ㸧でษ⢊ࣈ࣮

の㞟✚を可能にした。小

ᆺ、Ᏻ価でษ๐Ἔの回性

能も可能。 

大ᆺἜᅽシ࣮ࣜࣥࢲでᅽ⦰

するࢡࢵࢻࢯ࣮࢜スなᅽ⦰

機。ษ⢊は、࣑ࣝ、SS ᮦ、

SUS、㖡なにᑐ応可能ࡔ

が、ᮦ質によって処理能力

はኚ化する。ᑟධ๓のࣥࢧ

 。を↓ᩱ実施ࢺテスࣝࣉ

のษ⢊にᑐ応す≦࣮ࣝ࢝

るため、࣮ࣃࢵ࣍ෆにணഛ

ᅽ⦰ᐊをタࡅたࣉࢱや、

◚○機のࣉࢱがある

な、〇ရࣛࣉࢵࢼࣥは

実している。たࡔし、1.3
ੑ以上の大ᆺ〇ရになる。 

 

㸴㸬経済性 

表㸰 他社〇ရとの経済性ẚ㍑ 

 ᙜ社 A 社 B 社 
 本装置 a 装置 b 装置 
    ࢺスࢥシࣕࣝࢽ
装置㈝⏝ 270 㹼 800㹼1,200  600㹼1,000  
タ置㈝⏝ 装置㈝⏝にྵࡴ 重㔞物のためᔞࡴ 重㔞物のためᔞࡴ 

    ࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ
総㟁源ᐜ㔞 2.6kw 6.7㹼8.2kw以ୗ 3.8㹼5.2kw 

 

 

㸵㸬将来性 

工స機械のᶓに㓄置でࡁるࢺࢡࣃࣥࢥで低価᱁な装置は、ᙜ社調査の⠊ᅖでは㢮↓く、

ᕷሙは大ࡁい。 

また、㡑国、中国、ࢼࢺ࣋、ࢱム、ࢿࢻࣥシ➼、ᮾࢪ、ᮾ༡ࢪからのᘬࡁ合

いもከくᐤࡏられている。 
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�
１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂�
ྂ⣬⏝汚Ἶ⇞ᩱ化システムをᑟධした汚Ἶ再⏕処理࣮ࢱࣥࢭのタഛᵓ成を図１に♧す。�
�

 

図 � ᑟධ施タのタഛᵓ成�
 

本施タは、しᒀやί化ᵴ汚Ἶ➼を受ࡅධれ、⏕物処理に㐺さない㐺物㸦ṧ´㸧を㝖ཤする

受ධ㈓␃タഛ、%2'・&2'・❅⣲・66➼を⏕物Ꮫ的᪉法で㝖ཤする処理タഛ、処理タഛ

で㝖ཤしࡁれない &2'・ࣜࣥ・66・Ⰽ度➼を化Ꮫ的᪉法➼で㝖ཤする高度処理タഛ、処理

タഛ・高度処理タഛで発⏕するవ汚Ἶを⃰⦰・⬺水する汚Ἶ処理タഛ➼でᵓ成される。本施

タでは、汚Ἶ処理タഛにྂ⣬⏝汚Ἶ⇞ᩱ化システムを᥇⏝し、ྵ 水⋡ ��㸣以ୗまで⬺水した

汚Ἶ㸦ຓ⇞㸧は、ሙእᦙฟ後、ごࡳ↝༷施タにて⇕回を行っている。�
本システムのࢭࣟࣉス࣮ࣟࣇを図 �に♧す。�
 

 

図 � ྂ⣬⏝汚Ἶ⇞ᩱ化システム ࢭࣟࣉス࣮ࣟࣇ�
 

汚泥処理
設備

ごみ焼却
施設

（場外搬出）

し尿等
受入貯留

設備
主処理設備

高度処理
設備

消毒放流
設備

（余剰汚泥）

地域回収古紙

古紙投入機

湿式解繊装置 解繊液貯槽 混和・凝集槽

汚泥貯留槽余剰汚泥

主処理設備

高度処理設備

汚泥濃縮機

（トロンメル）

無機凝集剤
高分子凝集剤

汚泥脱水機

（スクリュープレス）

分離液槽 脱水汚泥ホッパ

主処理設備

場外搬出

第� ���

日本産業機械工業会�会長賞�

回�
優秀環境装置�

୕⳻重工環境・化Ꮫࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥᰴᘧ会社�
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本システムのࢭࣟࣉスは、ձྂ⣬ゎ⧄ࢭࣟࣉス、ղจ㞟ࢭࣟࣉス、ճ⃰⦰・⬺水ࢭࣟࣉスに

大ูされる。 

ձྂ⣬ゎ⧄ࢭࣟࣉスでは、地ᇦで回したྂ⣬をྂ⣬ᢞධ機により‵ᘧゎ⧄装置に౪⤥し、

ゎ⧄したྂ⣬はゎ⧄ᾮ㈓ᵴに㈓␃する。 

ղจ㞟ࢭࣟࣉスでは、ΰ・จ㞟ᵴで汚Ἶとゎ⧄したྂ⣬、各✀⸆ရをΰ合し、⬺水性をྥ

上さࡏたจ㞟汚Ἶを⏕成する。 

ճ⃰⦰・⬺水ࢭࣟࣉスでは、จ㞟汚Ἶを࣓ࣝࣥࣟࢺにより⃰⦰を行い、⃰⦰汚Ἶは後ẁのス

スᆺ⬺水機にて⬺水を行う。⬺水分㞳ᾮは、分㞳ᾮᵴを経⏤し処理タഛにࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡ

⛣㏦し、⬺水汚Ἶは、ຓ⇞としてሙእᦙฟ後、ごࡳ↝༷施タで⇕回を行う。 

 

㸰㸬開発経⦋ 

㸦１㸧開発の㊃᪨ 

汚Ἶ再⏕処理࣮ࢱࣥࢭ㸦しᒀ処理施タྵࡴ㸧はከくの施タが᭦᪂期を㏄࠼ているが、水

ᵴやᘓ物➼は全で⏝可能な施タがከく、機械タഛの࣮ࣜࣝࣗࢽやス࣓ࢪ࣮ࢿ࣐ࢡࢵࢺ

�。は高いࢬ࣮ࢽの手法を取りධれた施タᘏ化のࢺࣥ
↝༷タഛや⬺水機の⪁ᮙ化にకい、資源化技術としてのຓ⇞化やሁ⫧化は、ᚠ環ᆺ社会

のᵓ⠏や&2�๐減が可能になるが、低ྵ水⋡⬺水技術がᚲ要可Ḟとなる。�
そのため、資源化技術㸦ຓ⇞化・ሁ⫧化㸧に㐺⏝可能な低ྵ水⋡⬺水技術の☜❧を目的

として開発に╔手。�
 

㸦㸰㸧開発の目標 

資源化技術㸦ຓ⇞化やሁ⫧化㸧に㐺⏝可能な低ྵ水⋡⬺水技術の☜❧。�
⬺水汚Ἶྵ水⋡�㸸� ��㸣以ୗ�
66回⋡� 㸸� ��㸣以上�

 

㸦㸱㸧開発の経⦋ 

����年㹼����年� 低ྵ水⋡⬺水技術の調査・開発╔手。�
����年㹼����年� 実ド機によるヨ㦂・᳨ド。�
����年� 第１ྕ機⣡ධ。�

 

㸱㸬独創性 

本システムの≉ᚩを以ୗに♧す。 

㸦１㸧⬺水⿵ຓ 

本システムでは、⬺水⿵ຓとして地ᇦ回ྂ⣬を᥇⏝している。その᥇⏝理⏤は次の㏻

りである。 

・ྂ⣬は、⮬↛⏺で分ゎしない化Ꮫ⧄⥔と␗なり、⮬↛ᚠ環する㝿のሁ⫧化にも⏝が可

能である。 

・㞧ㄅなをཎᮦᩱとしたᘧでの◚○・ゎ⧄ྂ⣬〇ရ㸦ᕷ㈍ゎ⧄ྂ⣬㸧を⏝いたሙ合、

㍺㏦㈝をྵࡴ㉎ධ༢価が高く、㈝⏝ᑐ効果が小さくなるが、ࣜࣝࢡࢧᕷሙにὶ㏻する

地ᇦ回ྂ⣬は、Ᏻ価であり、⮬యのఫẸをᕳࡁ㎸ࡔࢇ環境施⟇࣮ࣝࢶ及び資源の地

ᇦᚠ環が可能である。 
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そのため、本システムでは、⮬↛ᚠ環に㐺し㈝⏝ᑐ効果の大ࡁい地ᇦ回ྂ⣬を⬺水⿵ຓ

として⏝いている。 

 

㸦㸰㸧⬺水機�
現ᅾ、ຓ⇞化に㐺⏝可能な⬺水機としては、ࣞࣉ࣮ࢱࣝࣇスやスࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡスな

がある。�
ᚑ来から⏝いられていたࣞࣉ࣮ࢱࣝࣇスは、低ྵ水⋡化が期待でࡁる㠃、ᗈいタ置ス

のスをᚲ要とし、本యの他にもከくの⿵機をᚲ要とするためᘓタ㈝・タഛ㈝が高いな࣮࣌

理⏤によりこれまで᥇⏝している施タはᑡない。�
一᪉、スࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡスは、ࣞࣉ࣮ࢱࣝࣇスよりタ置ス࣮࣌スが小さく、᪂規施タࡅࡔ

でなく᪤Ꮡ施タにᑟධする技術としても㐺⏝がᐜ᫆である。�
なお、これまで᪤Ꮡ施タに⣡ධした第 �・�ྕ機は、��㛫㐃続㐠㌿とすることで一ᒙの

省ス࣮࣌ス化を図っている。�
また、本システムで᥇⏝しているスࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡスᆺ⬺水機は今後施タにて┤᥋ሁ⫧化す

るሙ合や᪤Ꮡ施タのタ置ス࣮࣌スのไ約を⪃៖し、ᚲ要に応ࡌてẼによる㛫᥋ຍ により

᭦なる低ྵ水⋡化・省ス࣮࣌ス化が可能なᵓ㐀としている。�
本システムでは上グ、⬺水⿵ຓ㸦図 �ཧ↷㸧とスࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡスᆺ⬺水機㸦図 �ཧ↷㸧

を⤌ࡳ合わࡏることでຓ⇞化の㐺⏝を可能にしている。�
 

  

図 � ⬺水⿵ຓ㸦ゎ⧄ྂ⣬㸧    図 � スࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡスᆺ⬺水機�
 

 

㸲㸬≉チの有↓ 

本装置の関㐃≉チは次の㏻りである。 

≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸ゎ⧄装置及び汚Ἶ⬺水装置�
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸⣬㢮౪⤥装置、ゎ⧄システム、及び汚Ἶ⬺水システム�
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㸳㸬性能 

㸦１㸧⬺水汚Ἶ㔞 

第 �ྕ機におࡅる本システムᑟධ๓後の⬺水機のᆺᘧ及び汚Ἶ処理㔞、⬺水汚Ἶ㔞の᥎⛣

と┦ᑐẚ㍑を表１に♧す。第 �ྕ機は+��年度期中にᑟධしたため、ᑟධ๓は+��年度実

⦼、ᑟධ後は+��年度の実⦼を基にẚ㍑を実施。�
 

表 � 汚Ἶ処理㔞、⬺水汚Ἶ㔞の᥎⛣�

㡯┠�
脱水機� 汚泥処理㔞� 脱水汚泥㔞�
ᆺ式� ᖺ㛫ྜィ� ᭶ᖹᆒ� ᖺ㛫ྜィ� ᭶ᖹᆒ� Ⓨ⏕㔞� ┦ᑐẚ⋡�
（䠉）� （P��ᖺ）� （P��᭶）� （䡐�ᖺ）� （䡐�᭶）� （䡐�P�）� （䠂）�

ᑟ入๓� 6'ͤ䠍� ������ ���� ���� ����� ������ ������
ᑟ入ᚋ� 63ͤ䠎� ������ ���� ���� ����� ������ �����

㻌 ͤ�䠖㐲ᚰ分離機㻌 ͤ�䠖スクリュープレス�
 

本施タは、施タ⤫合により +�� 年 � 月からᦙධ㔞がቑຍし、汚Ἶ処理㔞もቑຍしている

にも関わらず、⬺水汚Ἶの発⏕㔞は減ᑡしている。�
⬺水汚Ἶの発⏕㔞は、ᑟධ๓を ���㸣としたሙ合、��㸣以ୗに減ᑡしており、ሙእᦙฟに

おࡅる㍺㏦㈝低減が図れている。本施タでは、⬺水汚Ἶをሙእᦙฟし、ごࡳ↝༷施タにてຓ

⇞として⇕回を行っているが、施タෆで↝༷処分するሙ合も汚Ἶ処理㈝⏝㸦⿵ຓ⇞ᩱ㸧

や ᐊ効果࢞スの低減が可能となる。�
 

㸦㸰㸧汚Ἶྵ水⋡ 

⬺水汚Ἶのྵ水⋡はᏳ定的に⮬⇞ᇦの ��㸣以ୗまで低減しており、Ᏻ定したຓ⇞化が可

能となっている。�
図 �にẼを⏝いた㛫᥋ຍ 有↓による⬺水汚Ἶྵ水⋡のẚ㍑を♧す。㛫᥋ຍ を行った

ሙ合、⬺水汚Ἶは一ᒙの低ྵ水⋡化が図れ、┤᥋ሁ⫧化の㐺⏝も可能になる。�
ᑦ、本施タは定ᖖ的にẼによる㛫᥋ຍ を行っていないため、㛫᥋ຍ に合わࡏた㐠

㌿᮲件㸦スࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡスᆺ⬺水機の回㌿数やฟഃ࣮ࣥࢥᅽ力㸧に調ᩚすることで᭦なる

ྵ水⋡の低減が期待でࡁる。�
�

�
図 � 㛫᥋ຍ 有↓による⬺水汚Ἶྵ水⋡のẚ㍑�

㻢㻥㻚㻟 㻢㻠㻚㻠

㻜

㻝㻜

㻞㻜

㻟㻜

㻠㻜

㻡㻜

㻢㻜

㻣㻜

㻤㻜

㛫᥋ຍ 無し 㛫᥋ຍ ᭷䜚

脱
水
汚
泥
ྵ
水
⋡
（
䠂
）

㛫᥋ຍ ᭷無䛻䜘䜛脱水汚泥ྵ水⋡ẚ㍑
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㸦㸱㸧66回⋡�
第 �ྕ機におࡅる本システムᑟධの 66回⋡を表 �に♧す。�
�

表 � 66回⋡�

㡯㻌 ┠�
౪⤥汚泥濃度� 分離液 66濃度ͤ� 66回収⋡�

（PJ�/）� （PJ�/）� （䠂）�
 ᐃ䠍回┠� ������� ���� �����
 ᐃ䠎回┠� ������� ���� �����

㻌 ͤ汚泥濃縮機・スクリュープレスᆺ脱水機䛛䜙出䛥䜜䜛分離液 66濃度�
�
66回⋡は ��㸣以上を‶㊊する結果となっている。�

 

㸦㸲㸧⪏ஂ性・Ᏻ全性、㐠㌿・᧯స性、⥔持⟶理 

本システムは、第 �ྕ機が⣡ධ後 �年以上、第 �ྕ機が⣡ධ後１年以上、㐌 �日、��

㛫㸦ኪ㛫↓人㐠㌿㸧の㐃続㐠㌿実⦼によって、長期の⪏ஂ性やᏳ定㐠㌿にᑐするಙ㢗性が☜

ㄆされている。�
また、本システムは関㐃タഛと㐃ືした⮬ື㐠㌿が可能であり、Ᏻ全に㉳ື・止が行わ

れる。汚Ἶの㣕ᩓや⮯Ẽの₃ฟも↓く、一㐃の工程において汚Ἶ➼に┤᥋ゐれるస業が↓い。�
㐠㌿᧯సにおいては、⬺水⿵ຓとして㐺な␗物を取り㝖くため、地ᇦ回ྂ⣬のሸ

のࡳ人の手によって行っているが、その他の一㐃の工程は全て１ࣥࢱ࣎つで⮬ື㐠㌿が可能

であり、≉ูな࢘ࣁ࢘ࣀや技術をᚲ要としない。�
⥔持⟶理においては、定ᖖ的な保ᏲⅬ᳨及びᾘ⪖㒊ရののࡳであるため、高㏿回㌿機

ჾのࣥࣛࣂス調ᩚのようなᑓ㛛工ሙでの⿵ಟをᚲ要としない。よって、低ࢥスࢺでの⥔持⟶

理が可能であると⪃࠼る。�
 

㸴㸬経済性 

㸦１㸧⸆ရ⏝㔞 

第 �ྕ機におࡅる本システムᑟධ๓後の汚Ἶ処理㔞ᙜたりの⸆ရ⏝ᩱ㔠及び┦ᑐẚ㍑を

表 �に♧す。๓㡯ྠᵝ、ᑟධ๓は+��年度実⦼、ᑟධ後は+��年度実⦼を基にẚ㍑を実施。�
�

表 � 汚Ἶ処理㔞ᙜたりの⸆ရ⏝ᩱ㔠�

㡯┠�
脱水機� ⸆ရ⏝ᩱ㔠ෆヂ�

┦ᑐẚ⋡�
ᆺ式� 無機凝集剤� 高分子凝集剤� 地域回収古紙�
（䠉）� （䠂）� （䠂）� （䠂）� （䠂）�

ᑟ入๓� 6'ͤ䠍� �� ������ �� ������
ᑟ入ᚋ� 63ͤ䠎� ����� ������ �� ������

㻌 ͤ䠍䠖㐲ᚰ分離機㻌 ͤ䠎䠖スクリュープレス�
�
本システムᑟධ๓は、高分Ꮚจ㞟のࡳの⸆ရῧຍにᑐして、ᑟධ後は高分Ꮚจ㞟の他

に↓機จ㞟とྂ⣬のῧຍを行っている。�
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本施タで⏝する地ᇦ回ྂ⣬は、ࣜ 、施タから一㒊を↓ൾでᥦ౪されているためࣝࢡࢧ

地ᇦ回ྂ⣬の㈝⏝負ᢸは↓い。また、施タෆで⏝するࢺࣥࣛࣉ⏝水も水を⏝してい

るため、地ᇦ回ྂ⣬ྠᵝ、㐠㌿⟶理におࡅる㈝⏝負ᢸは↓い。�
本システムᑟධ後の⸆ရ⏝ᩱ㔠は、ᑟධ๓の ���㸣にᑐして、���㸣程度に上᪼してい

る。ణし、๓㡯グ㍕の⬺水汚Ἶ発⏕㔞低減にకう㍺㏦㈝低減分や⬺水汚Ἶの処理にకう⿵ຓ

⇞ᩱ㈝๐減分で上グࢥスࢺは༑分に回が可能であると⪃࠼ている。�
 

㸦㸰㸧㟁Ẽ⏝㔞 

第 �ྕ機におࡅる本システムᑟධ๓後のしᒀ➼の処理㔞と施タ全యの㟁Ẽ⏝㔞の᥎⛣及

び┦ᑐẚ㍑を表 �に♧す。๓㡯ྠᵝ、ᑟධ๓は+��年度実⦼、ᑟධ後は+��年度実⦼を基

にẚ㍑を実施。�
表 � しᒀ➼処理㔞と㟁Ẽ⏝㔞の᥎⛣�

㡯┠�
処理㔞� 㟁Ẽ⏝㔞�

ᖺ㛫ྜィ� ᭶ᖹᆒ� ᖺ㛫ྜィ� ᭶ᖹᆒ� ཎ༢� ┦ᑐẚ⋡�
（P��ᖺ）� （P��᭶）� （N:K�ᖺ）� （䡇:K�᭶）� （N:K�P�）� （䠂）�

ᑟ入๓� ������� ������ ���������� �������� ����� ������
ᑟ入ᚋ� ������� ������ ���������� �������� ����� �����

�
本システムᑟධ後、機ჾⅬ数はቑຍしているにも関わらず、⬺水機のᆺᘧኚ᭦㸦㐲心分㞳機э

スࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡス㸧にకう低ື力化により、㟁Ẽ⏝㔞は ��㸣程度の低減が図れている。�
 

㸦㸱㸧ᚑ来装置とのẚ㍑ 

第 �ྕ機におࡅる本システムᑟධ๓後のẚ㍑を表㸳に♧す。�
�

表 � 本システムᑟධ๓後のẚ㍑�
㡯 目� ༢ � ᚑ来装置� 本システム�

⬺水機ᆺᘧ� 㸦Ɇ㸧� 㐲心分㞳機� スࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡス�

処理能力� 㸦NJGV�㸧� ����
㸦施タ⤫合๓㸧�

���
㸦施タ⤫合後㸧�

㐠㌿㛫� 㸦㛫�㐌㸧� ��� ���
⬺水汚Ἶྵ水⋡� 㸦㸣㸧� ��� ���
⬺水汚Ἶ㔞� 㸦㸣㸧� ���� ���
⬺水汚Ἶᦙ㏦㈝⏝� 㸦㸣㸧� ���� ���
タ置ス࣮࣌ス� 㸦/ð:ð+㸧� ����ð����ð���� ����ð����ð�����
㟁ື機ᐜ㔞� 㸦N:㸧� ��� ����
⸆ရ௦� 㸦㸣㸧� ���� ������
㟁Ẽ௦� 㸦㸣㸧� ���� �����
࣓ࣥテࣥࢼス㈝⏝� 㸦㸣㸧� ���� ���
�
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㸵㸬将来性 

本システムは、汚Ἶ再⏕処理࣮ࢱࣥࢭのか、小規ᶍୗ水㐨・ࢽ࣑ࣗࢥテࢺࣥࣛࣉ・⏕ά

水処理施タ・㎰業㞟ⴠ水処理施タ➼の汚水処理分野の㐺⏝も可能であると⪃࠼ている。 

�
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１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂ 
㸦１㸧▼Ⅳⅆ力発㟁ᡤにおࡅるࣥࣞࢭ処理ࢬ࣮ࢽ 

▼Ⅳⅆ力発㟁では、▼Ⅳを⇞↝さࡏてᚓた⇕࣮ࢠࣝࢿ࢚で発㟁を行う。この▼Ⅳの⇞↝に

より発⏕した࢞スには、▼Ⅳの成分である◲㯤、❅⣲、ࢵࣇ⣲、重㔠ᒓ、࢘࣍、ࣥࣞࢭ⣲な

ス処理、水処理をྵ࢞。ス処理、⬺◲水処理によって㝖ཤされる࢞、がྵまれるため

Ⅳⅆ力発㟁ᡤの水⏝⣔⤫の一を図▼、ࡴ 1 に♧す。 
これらの物質のうࣥࣞࢭ、ࡕは 1994 年 2 月に水質汚濁防止法で定める水基‽㡯目に㏣

ຍされ、0.1mg/L が水基‽್としてタࡅられた。2001 年 7 月には、▼Ⅳⅆ力発㟁ᡤの

 。が水規ไᑐ㇟となっているࣥࣞࢭス処理施タが≉定施タに指定され、⬺◲水中の࢞
ス工業水、ᾐฟ水ࣛ࢞、か、㔠ᒓ⢭㘐工業水は▼Ⅳⅆ力発㟁ᡤの⬺◲水のࣥࣞࢭ

なにྵまれるሙ合があるが、≉に▼Ⅳⅆ力発㟁ᡤでは、発㟁ࢥスࢺ低減のためにྵࣥࣞࢭ

有㔞の高いᗮ価な▼Ⅳを⏝することがあり、ࣥࣞࢭ処理ࢬ࣮ࢽが㢧ᅾ化している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ▼Ⅳⅆ力発㟁ᡤの水⏝⣔⤫の一 
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㸦㸰㸧ࣥࣞࢭ処理の࣓ࢬࢽ࢝ム 
の価数として-2、0、2、4、6ࣥ࢜、はࣥࣞࢭ の形ែがあるඖ⣲であり、≉に 6 価のࢭ

ࣞࣥは㝖ཤᅔ㞴な物質として▱られている。⬺◲水には 6 価のࣥࣞࢭがྵまれることがあ

り、水基‽である 0.1 mg/L 以ୗの処理を㞴しくしている。 
6 価のࣥࣞࢭは、0 価もしくは 4 価のࣥࣞࢭに㑏ඖされると、水の一般的な重㔠ᒓ処理

であるจ㞟ỿẊ処理でも㝖ཤが可能であるが、ᚑ来の㑏ඖ法にはከ㔞の⸆ရᾘ㈝、汚Ἶ発⏕

なのㄢ㢟があった。 
本装置では、㑏ඖ法の性能ྥ上のために2✀㢮の㔠ᒓ㑏ඖయを⤌ࡳ合わࡏる᪉法をぢฟし、

実⏝化に⮳った。2 ✀㢮の㔠ᒓ㑏ඖయによって、水中にࣥ࢜≧ែでᏑᅾする 6 価および

4 価のࣥࣞࢭを、水に⁐な 0 価の㔠ᒓࣥࣞࢭに㑏ඖする。㑏ඖ࣓ࢬࢽ࢝ムを図 2 に♧す。

㓟をῧຍした水を㑏ඖయに᥋ゐさࡏると、㑏ඖయ A がࣥ࢜化し、その㝿に㟁Ꮚが発⏕す

る。この㟁Ꮚが、㑏ඖయ B の表㠃からࣥࣞࢭに⛣ືすることで 6 価や 4 価のࣥࣞࢭを 0 価

に㑏ඖする。㑏ඖయࣥࣞࢭ B は、ẚ表㠃✚が大ࡁいᵓ㐀をしており、㑏ඖ応の性能ྥ上に

ᐤしている。 

 

図 2 㑏ඖの࣓ࢬࢽ࢝ム 

 
㸦㸱㸧ࣥࣞࢭ処理の࣮ࣟࣇ 

本装置の基本࣮ࣟࣇを図 3 に♧す。本装置は、2 ✀㢮の㔠ᒓ㑏ඖయをΰ合ሸした㑏ඖሪ

とจ㞟ỿẊ工程からなる。 
㑏ඖሪでは 6 価および 4 価のࣥࣞࢭを水に⁐な㔠ᒓࣥࣞࢭ㸦0 価㸧にまで㑏ඖする。後

ẁのจ㞟ỿẊ工程では、中、จ㞟処理し、㑏ඖయ A ⏤来の汚Ἶ中に㑏ඖされたࣥࣞࢭを取

り㎸ࡴことで水からࣥࣞࢭを㝖ཤする。 
㑏ඖሪでは、㑏ඖ処理の⏕物として水⣲、◲化水⣲なの࢞スが発⏕する。ᘬⅆ防止の

ため㑏ඖሪ上㒊で✵Ẽとΰ合してᕼ㔘し、さらにス࣮ࣂࣛࢡを㏻㐣さࡏて⮯Ẽ成分を྾処

理することで、⣔እの⮯Ẽの₃ὤを防止している。 
㑏ඖሪෆで㑏ඖされた㔠ᒓࣥࣞࢭの一㒊は㑏ඖయ表㠃にṧり、応効⋡の低ୗ、㑏ඖయの

 。てὙίするࡏ化を㉳こすᜍれがあるため、定期的に㑏ඖయをὶື化さࢡࢵࣟࣈ
㑏ඖሪでの㑏ඖ応は、ሷ㓟による㓟性᮲件ୗで㔠ᒓ㑏ඖయ A をࣥ࢜化さࡏることによ

って発⏕さࡏている。このとࡁ、㑏ඖయ A のࣥ࢜化㏿度を高め、㑏ඖ応をᏳ定さࡏるた

め、水をຍ している。たࡔし処理開ጞなで水 が低いሙ合は、水 に応ࡌてሷ㓟の
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ῧຍ㔞を⮬ື⿵正し、ᡤ定㔞の㑏ඖయがࣥ࢜化するようにไᚚしている。 
㑏ඖሪෆの㑏ඖయ A はሷ㓟との応によりࣥ࢜化してᾘ㈝されるため、⿵するᚲ要が

ある。㑏ඖయ A のᾘ㈝㔞は、定期的に㑏ඖሪෆの㑏ඖయሸ高さを計 して⟬ฟすることが

でࡁる。ᡤ定のሸ高さにするためにᚲ要な㑏ඖయを㏣ຍᢞධしている。 
 

 

図  ࣮ࣟࣇスの基本ࢭࣟࣉ 3

 

 

㸰㸬開発経⦋ 

㸦１㸧ᚑ来᪉法とㄢ㢟 

水中に⁐Ꮡしている重㔠ᒓの一般的な処理᪉法として、重㔠ᒓのᯒฟ、྾╔、共ỿస⏝

なによってᅛᾮ分㞳が可能となるจ㞟ỿẊ処理法があるが、6 価のࣥࣞࢭは処理ᅔ㞴であ

った。 
6 価のࣥࣞࢭは、0 価もしくは 4 価のࣥࣞࢭに㑏ඖされるとจ㞟ỿẊ処理法によっても㝖

ཤが可能となる。しかしᚑ来の㑏ඖ法では㑏ඖ性能が低いために、ከ㔞の⸆ရᾘ㈝、汚Ἶ発

⏕なのㄢ㢟があった。以ୗにᚑ来法のᴫ要を♧す。 
 

ձ 第一㕲ሷによる㑏ඖ処理 
第一㕲ሷを水にῧຍし、第一㕲による㑏ඖ応を⏝して 6 価のࣥࣞࢭを㑏ඖする。

後ẁで㕲をจ㞟処理し、ࣥࣞࢭを共ỿస⏝で㝖ཤする。᪤Ꮡのจ㞟ỿẊタഛを⏝して処

理可能である。⬺◲水のように共Ꮡሷ㢮⃰度の高い水ではࣥࣞࢭにᑐする⸆ရ㸦第一

㕲ሷ㸧のῧຍ㔞と汚Ἶの発⏕㔞が大ࡁくなるഴྥがある。 
 

ղ 㕲㑏ඖయによる㑏ඖ処理㸦以㝆、㕲㑏ඖయ法㸧 
第一㕲ሷによる㑏ඖ処理よりも⸆ရ⏝㔞、汚Ἶ発⏕㔞を低減さࡏるため、㔠ᒓ㕲を

成分とした㔠ᒓ㑏ඖయによる処理技術を開発し、▼Ⅳⅆ力発㟁ᡤの⬺◲水ྥࡅに実⏝化

した。㓟をῧຍした水を㔠ᒓ㕲に᥋ゐさࡏると、㔠ᒓ㕲がࣥ࢜化する㝿に㟁Ꮚが発⏕

し、ࣥࣞࢭを㑏ඖする。次にࣥ࢜化した㕲をจ㞟し、ࣥࣞࢭを共ỿస⏝で㝖ཤする。第

一㕲ሷによる㑏ඖ法にẚ、汚Ἶ発⏕㔞を大ᖜに๐減でࡁるが、㑏ඖయが重く、ᅛまりや

すいので、開ᨺⅬ᳨の取りᢅいにປ力を要するなのㄢ㢟があった。 
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㸦㸰㸧複合㔠ᒓ㑏ඖయによるࣥࣞࢭ㑏ඖ装置の開発 
㕲㑏ඖయよりもࣥࣞࢭの㑏ඖ性能が高く、汚Ἶ発⏕㔞を低減し、㍍㔞でᢅいやすいᮦᩱを

᥈⣴、評価した結果、2 ✀㢮の㔠ᒓを⤌ࡳ合わࡏた複合㔠ᒓ㑏ඖయをぢฟし、実⏝化するに

⮳った。第一ྕ機✌ാᙜึはຍ ⏝の⇕ჾにおいてス࣮ࣝࢣ⏕成のၥ㢟はあったが、㐠

㌿᮲件のᨵၿと定期的なὙί࣓ࣥテࣥࢼスによりၥ㢟なく㐠㌿でࡁている。 
2011 年に▼Ⅳⅆ力発㟁ᡤの⬺◲水処理で第一ྕ機が✌ാし、2017 年 10 月現ᅾ 5 件の

実タഛがᘓタされている。 
 

2004 年  複合㔠ᒓ㑏ඖయの᳨ウ開ጞ。 
2007 年㹼2009 年  実水による性能☜ㄆ、タഛᵝの᳨ウ、㐠⏝᪉法の᳨ウ。 
2011 年  第 1 ྕ機⣡ධ。 

 

  なお、本装置は、ᰩ⏣工業ᰴᘧ会社と㟁源開発ᰴᘧ会社が共ྠで開発を行った。それࡒ

れがᢸᙜした開発のෆᐜは以ୗの㏻りである。 

・ᰩ⏣工業ᰴᘧ会社 

複合㔠ᒓ㑏ඖయの開発、タഛᵝのỴ定、ヨ㦂評価、ࢺࢵࣟࣃヨ㦂、᭱㐺化 

・㟁源開発ᰴᘧ会社 

、の᳨ウ᮲件なࡆヨ㦂㸦長期Ᏻ定性の☜ㄆ㸧、᭱㐺化㸦㑏ඖయ⢏ᚄ、❧上ࢺࢵࣟࣃ

ᵝỴ定の一㒊㸧 

 

㸱㸬独創性 

た。㓟でࡏの㑏ඖ性能を高めた複合㔠ᒓ㑏ඖయを開発し、水処理装置として成さࣥࣞࢭ

化する㝿にࣥ࢜ 6 価ࣥࣞࢭを㑏ඖするのに༑分な㟁を発⏕さࡏる㔠ᒓ㸦㑏ඖయ A㸧と、㓟に

は⁐ࡅにくいが 6 価ࣥࣞࢭを㑏ඖするためのゐ፹能力を有する㔠ᒓ㸦㑏ඖయ B㸧の⤌ࡳ合わࡏ

が有効であることをぢฟし、応⏝するに⮳った。水と㑏ඖయの᥋ゐ᪉法、㑏ඖయのὙί᪉法、

装置の❧ࡕ上ࡆ᪉法➼、࿘㎶技術もྵめて開発した。 

 

㸲㸬≉チ 

本装置の関㐃≉チは次の㏻りである。 
≉チ␒ྕ㸸第 4771284 ྕ / ྡ⛠㸸ྵࣥࣞࢭ有水の処理᪉法及び処理装置 
≉チ␒ྕ㸸第 5261950 ྕ / ྡ⛠㸸ྵࣥࣞࢭ有水の処理᪉法及び処理装置 
≉チ␒ྕ㸸第 4877103 ྕ / ྡ⛠㸸ྵࣥࣞࢭ有水の処理᪉法及び処理装置 
≉チ␒ྕ㸸第 5109505 ྕ / ྡ⛠㸸ྵࣥࣞࢭ有水の処理᪉法及び処理装置 
≉チ␒ྕ㸸第 6213044 ྕ / ྡ⛠㸸ྵࣥࣞࢭ有水の処理᪉法及び処理装置 
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㸳㸬性能 

水中のࣥࣞࢭを 0.1mg/L 以ୗに処理でࡁる。2 ✀㢮の㔠ᒓを⤌ࡳ合わࡏた複合㔠ᒓ㑏ඖయ

により、㑏ඖయᾘ㈝㔞あたりのࣥࣞࢭ㑏ඖ効⋡をྥ上し、㕲㑏ඖయ法にẚて汚Ἶ発⏕㔞を 30
㹼60%低減でࡁる。⏦ㄳ装置とᚑ来装置㸦㕲㑏ඖయ法㸧のẚ㍑一を表 1 に♧す。 
また、㑏ඖయのᔞẚ重は㕲㑏ඖయ法にẚて 60%㍍㔞化し、㑏ඖయ⿵、タഛ࣓ࣥテࣥࢼス

のための㑏ඖయᢤฟしస業なにおࡅるࢢࣥࣜࢻࣥࣁ性をྥ上した。 
 

表 1 性能ẚ㍑ 

㸦ධཱྀ⃰ࣥࣞࢭ度 0.5mg/L のሙ合㸧 
 ᚑ来装置 ⏦ㄳ装置 

処理水質 0.1 mg/L 以ୗ 0.1 mg/L 以ୗ 
㑏ඖయᾘ㈝㔞 100 20 
汚Ἶ発⏕㔞 100 40 

ͤᚑ来装置㸦㕲㑏ඖయ法㸧を 100 としたሙ合の┦ᑐ್ 
 

 

㸴㸬経済性 

水中の⃰ࣥࣞࢭ度および共Ꮡ物質により効果は␗なるが、⏦ㄳ装置とᚑ来装置㸦㕲㑏ඖయ

法㸧のẚ㍑一を表 2 に♧す。 
 

表 2 経済性ẚ㍑ 
㸦ධཱྀ⃰ࣥࣞࢭ度 0.5mg/L のሙ合㸧 

 ᚑ来装置 ⏦ㄳ装置 
 120 100 ࢺスࢥシࣕࣝࢽ
 60 100 ࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ
㑏ඖయ 100 75 
⸆ရ 100 60 
汚Ἶ処分㈝ 100 40 

ͤᚑ来装置㸦㕲㑏ඖయ法㸧を 100 としたሙ合の┦ᑐ್ 
 
ࢺスࢥࢢࣥࢽはቑຍするが、年㛫ࣛࣥࢺスࢥシࣕࣝࢽ 40%๐減を㐩成したことにより、

のᕪはࢺスࢥシࣕࣝࢽ 1.5 年で回でࡁる。 
 
㸵㸬将来性 

▼Ⅳⅆ力発㟁ᡤは日本およびᮾ༡ࢪで࣮࣋ス㟁源として置づࡅられ、今後も重要な

の低減のࢺスࢥる発㟁ࡅである。▼Ⅳⅆ力発㟁におࡳの一つとして⥅続・ᣑ大するぢ㎸ࣛࣇࣥ

ため、ࣥࣞࢭをྵࡴᗮ価な▼Ⅳの⏝がᣑ大する可能性があり、環境負荷低減のために⏦ㄳ装

置はᑟධが期待される装置である。 
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�
�
�
�
�
�
１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂�
本装置は⯪⯧におࡅるࣛࣂスࢡࣥࢱࢺのₚ水、水におࡅる水処理装置である。 

⯪⯧において✚荷を㝆ࢁした後、再度目的地にྥࡅて⯟行する㝿、⯟行中の⯪⯧のࣥࣛࣂス

を取るため、一般的に⯪⯧にタࡅられたࣛࣂスࢡࣥࢱࢺෆにࣛࣂスࢺ水とࡤれる水を㈓␃す

る。 

に取水されて荷✚ でฟされる。そのࢡࣥࢱࢺスࣛࣂ水は基本的に荷上 で⯪ෆࢺスࣛࣂ

ため、それらのሙᡤが␗なっていれࣛࣂࡤスࢺ水中にྵまれるࣥࢺࢡࣥࣛࣉや⣽⳦㢮のᚤ⏕物

がୡ⏺中に⛣ືすることになる。ᚑって荷上 と␗なるᾏᇦの荷✚ でࣛࣂスࢺ水をฟする

と、その にูのᾏᇦのᚤ⏕物をᨺฟすることになり、そのᾏᇦの⏕ែ⣔を◚ቯするおそれが

ある。 

これを受ࡅ国㝿ᾏ事機関㸦,02㸧にて ���� 年に「ࣛࣂスࢺ水及びỿẊ物の規ไおよび⟶理

のための国㝿᮲約」㸦ࣛࣂスࢺ水⟶理᮲約㸧がไ定され、表 �に♧すࣛࣂスࢺฟ水の水質基‽

㸦'��基‽㸧がタࡅられた。�
�

表 �ฟ水基‽㸦'��基‽㸧ࢺスࣛࣂ �
㡯目� 基‽್�

��ȣP以上の⏕物㸦/ࢬࢧ㸧� ���ಶ�P�� � � � � � �ᮍ‶�
��ȣPᮍ‶ ��ȣ以上の⏕物㸦6ࢬࢧ㸧� ���ಶ�P/�     �ᮍ‶�
�⳦ࣛࣞࢥ ��FIX����P/  ᮍ‶�
大⭠⳦� ����FIX����P/ ᮍ‶�
⭠球⳦� ����FIX����P/ ᮍ‶�

ͤFIX㸦FRORQ\�IRUPLQJ�XQLW㸧㸸ᇵ地でᇵ㣴した⳦がつくる㞟団㸦࣮ࢽࣟࢥ㸧の数 

�
㸦１㸧システムᵓ成、࣮ࣟࣇ�

'��基‽を‶㊊するⅭにᙜ社ではࣛࣂスࢺ水処理装置㸦0LXUD%:06 ၟရྡ +.㸧を開

発した。�
+.の要機ჾ一ぴおよびᴫ要を表 �にまとめる。またそれらのᵓ成図を図 �に♧す。�
�
�
�

第� ���

日本産業機械工業会�会長賞�

回�
優秀環境装置�

୕ᾆ工業ᰴᘧ会社�
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表 � +.の要機ჾ一ぴ�

�
�

�
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 � 0LXUD%:06の要機ჾᵓ成図�

�
図 �に+.の㓄⟶⣔⤫図を♧し、図 �にₚ水の処理࣮ࣟࣇ、図 �に水の処理ࣟࣇ

࣮を♧す。ₚ水は、ࢱࣝࣇシステムで ࡻࡁ㸦��μP以上⏕物㢮㸧をその他のࢬࢧ/

う㞧物と合わࡏて㝖ཤした後に、89ࣜࢱࢡで⣸እ⥺を↷ᑕしてࣛࣂスࢡࣥࢱࢺ౪⤥す

る。水は、89ࣜࢱࢡのࡳ㏻㐣さࡏて再度⣸እ⥺↷ᑕして⯪እにࣛࣂスࢺ水をฟす

る。+.では、ₚ水および水の計 �回⣸እ⥺↷ᑕを行うことでより☜実な処理を実現

している。�

༊分 機ჾ  ྡ な機能 
標‽機ჾ ࢱࣝࣇシステム ��μP 以上の水⏕⏕物及び⢏Ꮚを �����以上分

㞳し、ࢺ࣓࢚ࣥࣞにᤕᤊされたṧ´を⮬ື的に

Ὑί・ฟする。�
UV �。��μPᮍ‶の水⏕⏕物及び⣽⳦㢮をẅ⁛する ࢱࢡࣜ
ὶ㔞計 処理ὶ㔞をࣔࢱࢽする。�
BWMS ไᚚ┙ +.全యおよび各装置の⮬ືไᚚを行なう。�
UV 㟁源ࣘࣉ89ࣛࣥ ࢺࢵࢽ㟁源を౪⤥する。�
高ᅽᄇᑕࣘࢺࢵࢽ ᄇᑕὙίでࢱࣝࣇ㏫Ὑをシスࢺする。�
ὶ㔞調ᩚࣈࣝࣂ 処理㔞を㐺正な್にไᚚする。�
ON/OFF �。のษ᭰を行なうࣥ処理ࣛ ࣈࣝࣂ

�。から᧯సするࢁシࣙࣥ機ჾ 㐲㝸᧯స┙ %:06を㞳れたとこࣉ࢜
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図 � +.の㓄⟶⣔⤫図�

  
図 � +.処理࣮ࣟࣇ㸦ₚ水㸧�

    

図 � +.処理࣮ࣟࣇ㸦水㸧�
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㸦㸰㸧ࢺࢵࢽࣘࢱࣝࣇ 
+.のࢱࣝࣇシステムは、ₚ水に ��μP以上の水⏕⏕物を㝖ཤする装置であり、࢚

⢏Ꮚ≧物質は㏫Ὑ機ᵓによってシステムእにฟさࡴෆにᤕ㞟される水⏕⏕物をྵࢺ࣓ࣥࣞ

れる。本ࢱࣝࣇシステムとࢺ࣓࢚ࣥࣞのእほを図 �に♧す。基本となる྾ᘬᘧの㏫Ὑは

�。のᕪᅽによらず✌ື中はᖖ行なわれるࢺ࣓࢚ࣥࣞ
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 �図ࣝࢹࣔࢺ࣓࢚ࣥࣞシステムእほとࢱࣝࣇ.+ �
 
ձ ㏫Ὑ機ᵓ㸦ࣝࢬࣀ྾ᘬᘧ㸧 
㏫Ὑ᪉ᘧはࣝࢬࣀ྾ᘬᘧを᥇⏝している。図 � にそのືస図を♧す。ࣝࢬࣀ྾ᘬᘧは、

回㌿するࢺ࣓࢚ࣥࣞにࣝࢬࣀをᐦ╔さࡏてᤕ㞟された水⏕⏕物や⢏Ꮚ≧物質を྾ᘬしてシ

ステムእにฟする機ᵓである。+. ではࢺ࣓࢚ࣥࣞにᑐして処理水はෆഃからእഃにὶ

れるため、྾ᘬࣝࢬࣀはࢺ࣓࢚ࣥࣞෆ㒊にタ置されている。�
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 �྾ᘬ㏫Ὑືస図ࣝࢬࣀ �
�

�ࢺ࣓࢚ࣥࣞࢱࣝࣇ
��ȣ㹫以上⏕物㝖ཤ�
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ղ Ὑί機ᵓ㸦高ᅽᄇᑕ㸧 
+.にはもう一つのὙί機ᵓとして、ᄇᑕࣝࢬࣀを⏝いた高ᅽὙί機ᵓをᦚ㍕してい

る。図 �にその機ᵓを♧す。この高ᅽ水中ᄇᑕは処理中に行なわれ、ࣝࢬࣀ྾ᘬᘧ㏫Ὑ

をシスࢺして㏫Ὑ力を上᪼さࡏる機ᵓである。ࢱࣝࣇ次水をࢺ࣓࢚ࣥࣞにྥࡅて

高ᅽᄇᑕし、上グのࣝࢬࣀ྾ᘬᘧで取れない、ࢺ࣓࢚ࣥࣞに⤡ࡳついた⏕物や物質をࡏ

�。して処理中に汚れを㝖ཤするࡤ㣕ࡁあるいは྿᩿ࢇ
本機ᵓについてはタ定ᕪᅽを㉸࠼たሙ合に開ጞするようไᚚされているが、その数್

についてはᾏᇦの負荷に合わࡏて⤌員➼の⏝⪅が௵意にኚ᭦でࡁる。�
をΎίな≧ែが保つようࢺ࣓࢚ࣥࣞることでࡏ合わࡳ⤌྾ᘬᘧと高ᅽὙί機ᵓをࣝࢬࣀ

にしている。�

 
図 � 高ᅽᄇᑕ機ᵓ�
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㸦㸱㸧UV  ࢱࢡࣜ
+.におࡅる89ࣜࢱࢡは、89ࣛࣥࣉをෆⶶし ��μPᮍ‶の水⏕⏕物及び⣽⳦㢮をẅ

⁛する装置であり、ₚ水および水の୧᪉で✌ືする。�
にはᦚ㍕されるࢱࢡ89ࣜ は、タ置㠃✚を๐減し、その効⋡を᭱大化するたࣉ89ࣛࣥ

め �本あたりのᙉ度を高く取れ、ẅ⁛に㐺するἼ長をẚ㍑的ከ㔞にᨺฟする中ᅽ⣸እ⥺ࣛ

�。を᥇⏝しているࣉࣥ
図 �にそのእほを♧す。89ࣜࢱࢡを㏻㐣する水⏕⏕物は、ẅ⁛にᚲ要な目標↷ᑕ㔞を

受ࡅるようタ計されており、水質やὶ㔞のኚືがあったሙ合にも目標とする↷ᑕ㔞一定に保

たれるようにไᚚを行なっている。�
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 �እほࢱࢡ89ࣜ �
�

ձ ↷ᑕ㔞ไᚚ 
+. の は、89ࢱࢡ89ࣜ に調ගして、目標とするࢽムかつࣜࢱࣝをࣜࣉࣥࣛ

↷ᑕ㔞をᚲ要᭱低㝈の㟁力で㐩成している。本ไᚚを可能にするために、89 によࢧࣥࢭ

って 89 ᙉ度をὶ㔞計によって処理ὶ㔞をᖖࣔࢢࣥࣜࢱࢽしており、これらの್から

+.ไᚚ┙において᭱㐺な89ࣛࣥࣉฟ力としている。�
また、89 には複数のࢱࢡࣜ 89 がタ置されているが、89ࣉࣥࣛ ᙉ度は一⟠ᡤで 

定しており、その್に基づいてฟ力を調ᩚする。全てのࣛࣥࣉにおいてฟ力はྠࡌになる

ようにไᚚされ、ᆒ➼な↷ᑕを実施するものとなっている。�
�
ղ Ὑί機ᵓ㸦࣡ࣃ㥑ືᘧ㸧�
⣸እ⥺を↷ᑕすると89ࣛࣥࣉ保ㆤࣛ࢞スには、β ࣉな汚れが╔するため89ࣛࣥࠎ

のฟ力がవ分にᚲ要になる。そのため、+.の89ࣜࢱࢡには89ࣛࣥࣉの保ㆤࣛ࢞ス

をᤲ㝖する࣡ࣃ機ᵓをタࡅている。図 �にそのእほを♧す。これは、機械的なὙί機ᵓ

でスࣃ࣮ࣞࢡ㸦かࡁとり㒊㸧を取りࡅたࢺ࣮ࣞࣉを㥑ືさࡏることで保ㆤࣛ࢞スに╔

した汚れを㝖ཤする。このືసは、処理開ጞ、⤊行なわれる他、処理中実施される。�
なお、処理中のືస㛫㝸はᾏᇦの負荷に応ࡌて⤌員が௵意にタ定でࡁるようになって

いる。�
�

 ࢧࣥࢭᗘ  ࢧࣥࢭ89

ᡬࢧࣥࢭ㸦ෆ㒊㸧 
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 ࢧࣥࢭᗘ  ࢧࣥࢭ89

ᡬࢧࣥࢭ㸦ෆ㒊㸧 



�
図 ��機ᵓࣃ࣡ 

�
ճ Ᏻ全ไᚚ㸦UV �Ⅼⅉไᚚ㸧ࣉࣥࣛ
Ᏻ全㠃については、89 してࢢࣥࣜࢱࢽな㡯目をࣔࠎなことからᵝࢠࣝࢿ࢚が高ࣉࣥࣛ

Ⅼⅉไᚚを行なっている。ෆᐜについてはୗグの㏻りで、このෆれか �㡯目でも␗ᖖุ

᩿をすれࡤ༶止≧ែに⛣行するようになっている。�
�ࢧࣥࢭ89・
89ᙉ度್をࣔࢢࣥࣜࢱࢽすることで、89ࣛࣥࣉのⅬⅉ有↓を᳨▱する。�

・ 度ࢧࣥࢭ�
�ෆの 度を┘どする。㸦高 ␗ᖖ᳨▱㸧ࢱࢡ89ࣜ

・ὶ㔞計�
�。に処理水が౪⤥されていることを᳨▱するࢱࢡ89ࣜ

�ࢧࣥࢭᡬࢱࢡࣜ・
開ᨺにࢱࢡ89ࣜ 取りእしを᳨࣮ࣂ࢝ࢱࢡࣜ、がⅬⅉしないようにࣉ89ࣛࣥ

▱する。㸦89ගを┤どしたり、ᭀ㟢したりするとኻ᫂、ⅆയのᜍれがあるため㸧�
�

㸦㸲㸧ᵝ一ぴ㸦ᐜ㔞㸧�
+.においてࢱࢡࣜ、ࢱࣝࣇを表 �、�に♧すࣛࣉࢵࢼࣥしている。�
これらを複数ྎタ置することシステムᐜ㔞として ���ࠥ�����P��Kにᑐ応でࡁる。�
また防⇿ᵝもࣛࣉࢵࢼࣥしており、࣮࢝ࣥࢱ࣑ࣝ࢝ࢣ➼の⯪⯧の防⇿༊ᇦにタ置する

ことも可能である。�
 

表 �ᵝ一ぴࢺࢵࢽࣘࢱࣝࣇ �

㸦(㸧は防⇿ᵝを♧す。�

ᆺᘧ� +.����)�(�� +.����)�(�� +.����)�(�� +.����)�(�� +.����)�(��
標‽処理水㔞

࠙P��Kࠚ� ���� ���� ���� ���� ����

タ計ᅽ力� ���03D�

保ㆤࣛ࢞ス�

�ࢺ࣮ࣞࣉ
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�
表 �ᵝ一ぴࢱࢡ89ࣜ �

�
�

�
�
�

㸦(㸧は防⇿ᵝを♧す。�
 

 

㸰㸬開発経⦋ 

ᙜ社ではᚑ来から⯪⯧ྥࡅẼࣛ࣎、㐀水ჾ、↝༷⅔➼の〇㐀、㈍を行っており、⯪⯧

におࡅる᪂しいᥦ౪ၟရとしてࣛࣂスࢺ水処理装置の開発を開ጞした。 

表 �に♧すࣛࣂスࢺฟ水の水質基‽㸦'��基‽㸧の性能を‶㊊すること、また実㐠㌿にお

ࣛࢻ࢞水⟶理᮲約ࢺスࣛࣂ、る機ჾとして開発を行い࠼る性能の⥔持、ᐜ᫆な᧯సを行ࡅ

ࣥに๎った㝣上ヨ㦂、⯪上ヨ㦂を行い日本国でのᆺᘧᢎㄆを取ᚓにいたった。 

 

����年ࠥ����年� �。での評価ࢺテス࣎ࣛ
����年� � 開発機での実機評価。�
����年� � ,02ㄆド取ᚓのため㝣上ヨ㦂㸦ヨ㦂ࢺࢧでの実機ヨ㦂㸧。�

� ,02ㄆド取ᚓのため⯪上ヨ㦂㸦⯪⯧実機ᦚ㍕し㐠㌿ヨ㦂㸧。�
����年� � ,02ㄆド 日本国のᆺᘧᢎㄆ取ᚓ。�
����年� � 第１ྕ機⣡ධ。�

 

㸱㸬独創性 

においてはℐ㐣性能を‶㊊することとྠにその性能を⥔持することがࢺࢵࢽࣘࢱࣝࣇ

重要となってくる。そのためᙜ社では以ୗの � ẁ㝵のࢺ࣓࢚ࣥࣞࢱࣝࣇのὙί機ᵓをタࡅ、

図を図ࢪ࣮࣓れのὙίࡒの性能⥔持を図っている。それࢱࣝࣇ ��に♧す。�
 

㸦１㸧྾ᘬὙί 

図 �に♧すࣝࢬࣀ྾ᘬにて㐠㌿を行いながらὙίを実施する。㏻水中にࢺࢵࢽࣘࢱࣝࣇ

ෆ㒊のࢺ࣓࢚ࣥࣞࢱࣝࣇを回㌿さࢬࢧ/、ࡏ⏕物㢮ᤕᤊとྠにࢺ࣓࢚ࣥࣞࢱࣝࣇに

╔した⏕物㢮を྾ᘬ、ฟする྾ᘬὙίを行う。�
Ὑί水はࣛࣂスࣉ࣏ࣥࢺᅽ力を⏝いてࢱࣝࣇෆᅽ力を一定に保ࡕ、⯪እฟཱྀとのᅽ力

ᕪをタࡅることで、ᑓ⏝ࣉ࣏ࣥ㢮を⏝することなく、ฟを行うことがでࡁる。�
 

㸦㸰㸧水中Ὑί 

図 �に♧すように྾ᘬὙί中にࢺ࣓࢚ࣥࣞࢱࣝࣇのᕪᅽを┘どし、ᕪᅽ上᪼した㝿処理

水をᑓ⏝のὙίࣉ࣏ࣥを⏝いてࢺ࣓࢚ࣥࣞࢱࣝࣇእഃᄇᑕすることにより、ࢱࣝࣇෆ

ഃに╔した⏕物㢮をᾋかすことで྾ᘬὙίの能力を83さࡏている。�
 

ᆺᘧ� +.����8㸦(㸧� +.����8㸦(㸧�
標‽処理水㔞࠙P��Kࠚ� ���� ����
タ計ᅽ力� ���03D�
᭱大 度� ��Υ�
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㸦㸱㸧✵㛫Ὑί 

⏝後またはࢱࣝࣇᕪᅽが上᪼したሙ合においては、本Ὑίを実施する。�
⏝እഃよりΎ水をᑓࢺ࣓࢚ࣥࣞࢱࣝࣇ、た≧ែでࡏෆ㒊の水を水さࢺࢵࢽࣘࢱࣝࣇ

Ὑίࣉ࣏ࣥで高ᅽᄇ㟝さࡏることでࢺ࣓࢚ࣥࣞࢱࣝࣇのὙίを行う。�
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 �� Ὑίࢪ࣮࣓図�
 

 

㸲㸬≉チの有↓ 

本装置の関㐃≉チは次の㏻りである。 

≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸ࣛࣂスࢺ水処理装置�
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸ࣛࣂスࢺ水処理装置�
≉チ␒ྕ㸸第 �������ྕ � ྡ⛠㸸ࣛࣂスࢺ水処理装置�

 

㸳㸬性能 

㸦１㸧処理性能 

表 �、�に㝣上ヨ㦂結果、⯪上ヨ㦂結果を♧す。表 �に♧す'��基‽を‶㊊するものとな

っている。�
表 � 㝣上ヨ㦂結果�

✀㢮� �ࣝࣉࣥࢧ テスࢺ �� テスࢺ �� テスࢺ �� テスࢺ �� テスࢺ ��
/�VL]H�
⏕物㢮�
�LQGV�P���
�

処理๓� ���ð���� ���ð���� ���ð���� ���ð���� ���ð����

処理後� 㸺�� 㸺�� 1�'�� 㸺�� 1�'��

�ࢬࢧ6
⏕物㢮�
�LQGV�P/��
�

処理๓� ����ð���� ����ð���� ����ð���� ����ð���� ����ð����

処理後� 1�'�� 1�'�� 1�'�� 1�'�� 1�'��

※ 1�'�㸦1RW 'HWHFWHG ᮍ᳨ฟ��
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表 � ⯪上ヨ㦂結果�
✀㢮� �ࣝࣉࣥࢧ テスࢺ �� テスࢺ �� テスࢺ ��

/�VL]H�
⏕物㢮�
�LQGV�P���

処理๓� �������� �������� �������

処理後� 㸺�� �� ��
�ࢬࢧ6
⏕物㢮�
�LQGV�P/��

処理๓� ���� ���� ����

処理後� 㸺�� 㸺�� 㸺��

 

 

㸦㸰㸧㐠㌿・᧯స性 

ไᚚ┙のࣝࢿࣃࢳࢵࢱで㐠㌿᧯సが可能な装置となっており、機ჾの≧ἣや࣓ࣥテࣥࢼス

の報が☜ㄆ可能となっている。㸦図 �� ཧ↷㸧。さらにࣉ࢜シࣙࣥで㐲㝸᧯స┙をタ置する

ことで、他のሙᡤから᧯సやࣔࢢࣥࣜࢱࢽも可能としている。 

 

図  表♧⏬㠃ࣞࣉスࢹ ��

 

㸴㸬経済性 

本装置は独⮬開発ࢱࣝࣇにより / 㸦��μPࢬࢧ 以上の⏕物㢮㸧を☜実にᤕ㞟分㞳する。

それにより89ࣜࢱࢡは 㸦��μPᮍ‶の⏕物㢮㸧に≉化した処理となるため、省㟁ࢬࢧ6

力で89処理がฟ来るシステムとなっている。表 �に89ࣜࢱࢡの㟁力を♧す。�
�
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表 �㟁力ࢱࢡ89ࣜ �
 

 

 

 

ͤ㸦(㸧は防⇿ᵝを♧す。 

 

㸵㸬将来性 

᮲約㸧は発効᮲件ࢺスࣛࣂ㸦「水及びỿẊ物の規ไおよび⟶理のための国㝿᮲約ࢺスࣛࣂ」

を‶たし ����年 �月 �日に発効となった。これにより᪂規〇㐀⯪また᪤タのᑵ⯟⯪について

もᦚ㍕を⩏ົࡅされている。�
そのため本ࣛࣂスࢺ水処理装置については今後⥅続的に᪂規〇㐀⯪にはタ置ᚲ要となり、ま

たᑵ⯟⯪についてもᑐ㇟⯪が全యで約 �㞘と᥎ されており㟂要がぢ㎸まれている。�

ᆺᘧ� +.����8㸦(㸧� +.����8㸦(㸧�
標‽処理水㔞࠙P��Kࠚ� ���� ����
ᾘ㈝㟁力࠙N:ࠚ� ��� ���
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１㸬装置のヲ⣽ㄝ᫂ 
㸦１㸧⃰⦰一య化⬺水システムについて 

「⃰⦰一య化⬺水システム」は、ୗ水処理ሙにおࡅる汚Ἶ処理࣮ࣟࣇの⡆␎化を実現した

᪂しい汚Ἶ処理システムである。ୗ水処理ሙの水処理施タから発⏕した汚Ἶの処理࣮ࣟࣇと

しては、⃰⦰タഛを経⏤して⬺水する「⃰⦰・⬺水システム」が一般的にᗈく᥇⏝されてい

る。これにᑐし、「⃰⦰一య化⬺水システム」は、⃰⦰タഛを経⏤ࡏず、ᮍ⃰⦰の≧ែの汚Ἶ

をࢺࢡࣞࢲに⬺水する汚Ἶ処理システムである。システム࣮ࣟࣇを図 1 に♧す。 
 

図 1 システム࣮ࣟࣇ㸦⃰⦰一య化⬺水システム㸧 
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ᚑ来の「⃰⦰・⬺水システム」は、᭱ึỿẊụより発⏕するึỿ汚Ἶを重力⃰⦰ᵴにより

2 ಸ程度まで⃰⦰し、᭱⤊ỿẊụより発⏕するవ汚Ἶを機械⃰⦰機で 5 ಸ程度まで⃰⦰し

た後、汚Ἶ㈓␃ᵴにおいて各汚Ἶをΰ合し汚Ἶ⬺水機により処理していた。 
これにᑐし「⃰⦰一య化⬺水システム」では、ᚑ来の⬺水機よりも⃰⦰機能をᙉ化したࢲ

ᆺࢺࢡࣞࢲ、ス⬺水機㸦以ୗࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡᆺᅽධᘧスࢺࢡࣞ SP㸧を開発し᥇⏝するこ

とで、ᮍ⃰⦰のึỿ汚Ἶとవ汚Ἶを効⋡的に処理することが可能である。 
ᚑ来の⬺水装置でᮍ⃰⦰の汚Ἶを⬺水する装置というⅬでは、に小規ᶍୗ水処理ሙに㐺

⏝される水処理᪉ᘧである低負荷ᆺのά性汚Ἶ法㸦࢟࢜シ࣮ࢹシࣙࣥࢳࢵࢹ法➼㸧から発

⏕するవ汚Ἶをᑐ㇟とした汚Ἶ⬺水機がある。これにᑐし、本システムがᑐ㇟としている

のは小規ᶍから中・大規ᶍまでᖜᗈく㐺⏝されている水処理᪉ᘧである高負荷ᆺのά性汚Ἶ

処理法㸦標‽ά性汚Ἶ法➼㸧から発⏕する汚Ἶであり、処理ᑐ㇟はึỿ汚Ἶとవ汚Ἶとい

う性≧の␗なる 2 ✀㢮の汚Ἶがΰ合された汚Ἶである。 
๓㏙の低負荷ά性汚Ἶ法から発⏕する汚Ἶをᑐ㇟としている⬺水装置は、వ汚Ἶという

1 ✀㢮の汚Ἶのࡳのため、性≧ኚືがẚ㍑的ᑡなくᏳ定処理しやすいとゝ࠼る。しかし、本

システムが処理ᑐ㇟としている汚Ἶは 2 ✀㢮の汚Ἶをΰ合した汚Ἶのため、ΰ合ẚ⋡➼によ

り性≧ኚືしやすいというⅬにおいて、Ᏻ定処理が㞴しい。このような、ึỿ汚Ἶとవ汚

Ἶをΰ合した汚Ἶをᑐ㇟として⃰⦰一య化⬺水処理するシステムはこれまで実⏝化されてい

なかった。 
ᆺࢺࢡࣞࢲ SP を汚Ἶ処理システムに⤌ࡳ㎸ࡳ、⬺水処理することにより、ᚑ来の「⃰

⦰・⬺水システム」ではᚲ㡲の⃰⦰タഛを省␎でࡁ、タഛ⡆␎化とࢥスࢺ⦰減が可能な「⃰

⦰一య化⬺水システム」を実⏝化した。 
 

㸦㸰㸧㐺⏝する汚Ἶ⬺水機 
ୗ水処理ሙにて㐺⏝する汚Ἶ⬺水機としては、ࣞࣉࢺࣝ࣋ス⬺水機㸦以ୗ BP㸧が᭱も✌

ാྎ数がከく、次いで㐲心⬺水機、ᅽධᘧスࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡス⬺水機㸦以ୗ、SP㸧が᥇⏝され

ている。「⃰⦰一య化⬺水システム」に㐺⏝する汚Ἶ⬺水機は SP を᥇⏝しており、ᚑ来の

SP 機✀としては図 2 に♧す㏻り標‽ᆺ SP、高効⋡ᆺ SP、ࢻࢵࣜࣈࣁᆺ SP があるが、

これらはいずれも⃰⦰汚Ἶをᑐ㇟として開発された汚Ἶ⬺水機である。 
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図 2 ᅽධᘧスࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡス⬺水機の✀㢮 
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⃰⦰汚Ἶをᑐ㇟とする SP のෆ、ࢻࢵࣜࣈࣁᆺ SP は標‽ᆺ SP・高効⋡ᆺ SP にᑐし

処理性能ྥ上および処理のᏳ定性ྥ上を図った低ྵ水⋡ᆺの汚Ἶ⬺水機であり、高効⋡ᆺ

SP とྠ➼のᅛ形物処理㔞の᮲件でྵ࣮࢟ࢣ水⋡を 2 程度低減可能である。このࢺ࣏ࣥ

ᆺࢻࢵࣜࣈࣁ SP は独❧した⃰⦰㒊をᦚ㍕した機✀であるが、本機を「⃰⦰一య化⬺水

法」に㐺⏝しようとしたሙ合、汚Ἶ⃰度が低いため、⃰⦰㒊の負荷が高くなり⬺水㒊ᅽ

ධするẁ㝵で༑分な⃰⦰⃰度を☜保することが㞴しい。そのため、⬺水処理はでࡁても処

理効⋡が低く、⃰⦰汚Ἶを⬺水したሙ合のような低ྵ水⋡の࣮࢟ࢣの⏕成がでࡁず、処理

㔞も大ᖜに低ୗする。 
そこで、ࢻࢵࣜࣈࣁᆺ SP を࣮࣋スに本システム⏝に᭱㐺化したࢺࢡࣞࢲᆺ SP を

開発した。ࢺࢡࣞࢲᆺ SP は低⃰度汚Ἶにᑐしても⃰⦰㒊で༑分な⃰⦰⃰度がᚓられる

よう、ࢻࢵࣜࣈࣁᆺ SP の⃰⦰㒊のࢁ㐣㠃✚をቑ大さࡏている。これにより、低⃰度の

ᮍ⃰⦰汚Ἶについても、⃰⦰㒊で高⃰度に⃰⦰し⬺水㒊౪⤥でࡁるため、⃰⦰タഛで⃰

⦰した汚Ἶを⬺水するሙ合に㏆い≧ែで⬺水処理でࡁるⅬが≉ᚩである。ࢺࢡࣞࢲᆺSP
のᵓ㐀ᴫ要を図 3 に♧す。 

 

 

図  ス⬺水機のᵓ㐀ᴫ要ࣞࣉ࣮ࣗࣜࢡᆺᅽධᘧスࢺࢡࣞࢲ 3
 

㸦㸱㸧システムの機ᵓ 
本システムの要機ჾはࢺࢡࣞࢲᆺ SP であり、図 3 に♧す㏻り、「⃰⦰㒊」「ᅽධ㒊」

「⬺水㒊」によりᵓ成される。各㒊の機ᵓのヲ⣽を♧す。 
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⃰⦰㒊㸸要ᵓ成㒊ရは「እ⟄ス࣮ࣥࣜࢡ」と「ス࣮ࣗࣜࢡ㍈」である。እ⟄ス࣮ࣥࣜࢡ

はࢁ㐣㠃であり、ステࣥࣞス〇のࣝࢱ࣓ࢢࢳࣥࣃでᵓ成されている。またス࣮ࣗࣜࢡ㍈はス

ࢡ㐣㠃であるእ⟄スࢁ。られた㒊ရであるࡅの⩚᰿が取り≦ࣝࣛࣃの㍈にス≦ࢺ࣮ࣞࢺ

࣮ࣜࣥのෆഃにタ置したス࣮ࣗࣜࢡ㍈が回㌿することで、汚Ἶをᦙ㏦する。ᦙ㏦される㛫に、

重力のస⏝でࢁ㐣㠃からࢁᾮがฟされ、⃰⦰される。 
 
ᅽධ㒊㸸⃰⦰㒊で⃰⦰した汚Ἶを⬺水㒊ᅽධする「ᅽධ装置」によりᵓ成される。ᅽධ

装置は一㍈ࡌࡡᘧࣉ࣏ࣥで、⃰⦰ࢡࣥࢱの汚Ἶを⬺水㒊ᅽධ౪⤥する。 
 
⬺水㒊㸸要ᵓ成㒊ရは「እ⟄ス࣮ࣥࣜࢡ」と「ス࣮ࣗࣜࢡ㍈」および「࣮ࢧࢵࣞࣉ」で

ある。እ⟄ス࣮ࣥࣜࢡはࢁ㐣㠃であり、⃰⦰㒊とྠᵝにステࣥࣞス〇のࢢࢳࣥࣃ

ࣃ㍈はฟཱྀഃにྥかってኴくなるテ࣮࣮ࣗࣜࢡでᵓ成されている。またスࣝࢱ࣓

࣮≧の㍈にスࣝࣛࣃ≧の⩚᰿が取りࡅられた㒊ရである。ス࣮ࣗࣜࢡ㍈が回

㌿することで、汚Ἶをฟཱྀഃとᦙ㏦する。࣮ࢧࢵࣞࣉは⬺水࣮࢟ࢣฟཱྀ㒊に取

りࡅられており、機ෆに⫼ᅽをࡅるための装置である。⬺水࣮࢟ࢣはࢵࣞࣉ

 。とฟされるて機እࡅをᢲしの࣮ࢧ
 
㸦㸲㸧システムのཎ理 

本システムの要機ჾであるࢺࢡࣞࢲᆺ SP の⬺水ཎ理についてグ㍕する。 
まず、処理ᑐ㇟のᮍ⃰⦰汚Ἶに高分Ꮚจ㞟をὀධし、จ㞟ΰᵴにてΰ合することで

จ㞟ࢡࢵࣟࣇ化した後、ࢺࢡࣞࢲᆺ SP の⃰⦰㒊౪⤥される。 
⃰⦰㒊のࢁᐊෆと౪⤥されたจ㞟汚Ἶは、ス࣮ࣗࣜࢡ㍈が回㌿することでࢁᐊෆをᦙ

㏦される。このとࡁ、ス࣮ࣗࣜࢡ⩚᰿のඛ➃がࢁ㐣㠃を㐃続的にᥙࡁ取りながら汚Ἶをᦙ

㏦することで、ࢁ㐣㠃をࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡしている。これにຍ࠼て、ࢁ㐣㠃であるእ⟄スࣜࢡ

࣮ࣥをス࣮ࣗࣜࢡ㍈とは㏫᪉ྥに回㌿さࡏ、汚Ἶとࢁ㐣㠃の置関ಀを㐃続的にධれ᭰࠼

ることで、ࢁᾮのฟを促進する効果がᚓられる。これらにより、効⋡的にࢁᾮをฟし

汚Ἶの⃰⦰を進行さࡏることがでࡁ、⃰⦰㒊౪⤥には 1%以ୗであった汚Ἶ⃰度を、⃰

⦰㒊ฟには 6㹼8㸣程度まで⃰⦰することがでࡁる。 
⃰⦰された汚Ἶはᅽධ㒊の⃰⦰ࢡࣥࢱに一᪦㈓␃され、ྠࡌくᅽධ㒊のᅽධ装置により

10㹼100kPa 程度のᅽ力で⬺水㒊にᅽධ౪⤥される。 
ᅽධされた汚Ἶはス࣮ࣗࣜࢡ㍈が回㌿することでฟཱྀഃとᦙ㏦される。このとࡁ、ス

ᐊෆᐜ✚が減していくことࢁ、㍈がฟཱྀഃにྥかってኴくなっていくことより࣮ࣗࣜࢡ

で、汚Ἶに࠼るᅽ力を㐃続的に上᪼さࡏ、汚Ἶをᅽᦢ⬺水する。さらに࣮࢟ࢣฟཱྀ㒊分

にタ置した࣮ࢧࢵࣞࣉにて⫼ᅽをࡅ、᭦にࢁᾮのฟを促進している。 
 
㸦㸳㸧システムのࣟࣇ  ࣮

   本システムの汚Ἶ処理࣮ࣟࣇを図 4 に♧す。 
   まず汚Ἶは汚Ἶ౪⤥ࣉ࣏ࣥによりจ㞟装置に㏦られる。これとྠに⸆ရ౪⤥ࣉ࣏ࣥに
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より高分Ꮚจ㞟を汚Ἶ㓄⟶およびจ㞟装置にὀධする。汚Ἶと高分Ꮚจ㞟はจ㞟装置

にてΰ合しจ㞟ࢡࢵࣟࣇを形成する。จ㞟ࢡࢵࣟࣇ化した汚Ἶはࢺࢡࣞࢲᆺ SP にて⬺

水࣮࢟ࢣとࢁᾮにᅛᾮ分㞳される。なお、↓機จ㞟をే⏝した処理も可能であり、その

ሙ合は、高分Ꮚをῧຍする๓に↓機จ㞟をῧຍする๓ῧຍ、または高分Ꮚをῧຍ後に⬺

水機ෆにῧຍする後ῧຍのいずれでも処理可能である。 

 
図4 汚Ἶ処理࣮ࣟࣇ 

 
㸰㸬開発経⦋ 

㸦１㸧開発㊃᪨ 

汚Ἶ処理ࢭࣟࣉスにおいては、水処理施タからᘬᢤいた汚Ἶを⃰⦰するための⃰⦰タഛを

タࡅ、後ẁの汚Ἶ⬺水タഛ➼の処理効⋡ྥ上を図ることを標‽としている。 
しかしながら、㏆年、重力⃰⦰ᵴでの⃰⦰の進行が㐜く、⃰⦰⃰度が低ୗしている処理ሙ

がከくぢられる。また、汚Ἶがᾋ上分㞳するなにより、水処理施タ㏉ὶする水質がᝏ化

し、水処理にᝏᙳ㡪を及ࡰすሙ合があることがㄢ㢟としてᣲࡆられる。 
一᪉、⃰⦰⃰度のྥ上を図るために、機械⃰⦰タഛをᑟධするୗ水処理ሙもከいが、機械

⃰⦰タഛをタ置するሙ合、タ置ス࣮࣌スやࢥスࢺ及び⥔持⟶理負荷がቑ大することがㄢ㢟と

してᣲࡆられる。 

このような⫼ᬒにᑐし、ၥ㢟をᢪ࠼る「⃰⦰タഛ」⮬యを省␎でࡁれࡤ、上グㄢ㢟をゎỴ

することが可能である。⃰⦰タഛで⃰⦰していない低⃰度汚Ἶを汚Ἶ⬺水機のࡳで⬺水処理

すること⮬యは、ᚑ来の装置でも可能では↓いものの、⃰⦰汚Ἶを⬺水するሙ合よりも大

ᖜに処理効⋡が低ୗし、経済的なほⅬから実⏝的では↓かった。そこで、ᮍ⃰⦰汚Ἶを⬺水
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処理することを๓ᥦとした汚Ἶ⬺水機の開発をྵめ、⃰⦰タഛを省␎した汚Ἶ処理システム

の開発を行うものとした。 
ᮍ⃰⦰の汚Ἶを効⋡的に処理することが可能となれࡤ、汚Ἶ処理施タの処理࣮ࣟࣇが⡆␎

化され、大ᖜなࢥスࢺ⦰減が可能となる。また、⃰⦰タഛがᢪ࠼るㄢ㢟をゎỴすることがで

 。るࡁるとともに、⥔持⟶理業ົの省力化も図ることがでࡁ
  
㸦㸰㸧開発目標 

ᮍ⃰⦰の汚Ἶを効⋡的に処理することを開発におࡅる║としており、処理が効⋡的であ

ることをุ᩿する指標としてࢽシࣕࣝࢥスࢺとࣛࣥࢥࢢࣥࢽスࢺがᚑ来技術よりも๐減で

に⬺水すࢺࢡࣞࢲることとした。なお、ึỿ汚Ἶとవ汚Ἶのΰ合汚Ἶをᮍ⃰⦰のままࡁ

る汚Ἶ処理システムは᪤Ꮡ技術には↓いため、ᚑ来技術である「⃰⦰・⬺水システム」との

ẚ㍑により評価するものとした。 
ලయ的な目標としては、ᚑ来の「⃰⦰・⬺水法」において実⦼のከい汚Ἶ処理タഛの機ჾ

ᵓ成である「重力⃰⦰ᵴ㸩㐲心⃰⦰機㸩BP」で処理したሙ合にᑐし、以ୗのࢥスࢺ๐減⋡を

開発目標とした。 
ࢺスࢥシࣕࣝࢽ・ 50㸣以上の๐減 
ࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ・ 40㸣㸭年以上の๐減 

  
㸦㸱㸧開発経⦋ 

2013 年 9 月㹼2014 年 3 月 ⬺水機の開発、システムのᵓ⠏。 
2014 年 4 月㹼2015 年 2 月 実機による実ドヨ㦂・ࢱ࣮ࢹゎᯒ。 
2015 年 3 月㹼2015 年 5 月 システムᑟධ効果᳨ド・評価。 
2017 年 2 月 第 1 ྕ機⣡ධ。 

 

なお、本装置は、日本ୗ水㐨事業団とᰴᘧ会社 ▼ᇉが共ྠで開発を行った。それࡒれが

ᢸᙜした開発のෆᐜは次の㏻りである。 

・ 日本ୗ水㐨事業団 㸸 システムのᵓ⠏、機能・ᑟධ効果の評価。 

・ ᰴᘧ会社 ▼ᇉ 㸸 汚Ἶ⬺水機の開発、実ドヨ㦂、ࢱ࣮ࢹゎᯒ、ᑟධ効果の᳨ド。 

 

㸱㸬独創性 

今回開発した「⃰⦰一య化⬺水システム」は、ᚑ来の汚Ἶ処理システムにおいてᚲ㡲である

「⃰⦰タഛ」⮬యをタࡅず、「⬺水タഛ」のࡳで汚Ἶ処理を行う処理システムである。⃰⦰タ

ഛをタࡅないため、ᮍ⃰⦰の汚Ἶをࢺࢡࣞࢲに⬺水することとなるが、これを可能とするた

めに、システムの要機ჾであるࢺࢡࣞࢲᆺ SP を本システム⏝に開発した。ࢺࢡࣞࢲᆺ

SP は⃰⦰㒊にて⃰度 1㸣程度のᮍ⃰⦰汚Ἶを 6㹼8㸣程度まで⃰⦰でࡁるように、᭱㐺な⃰⦰

㒊のࢁ㐣㠃✚を実ド実㦂にて᳨ドし、᪤Ꮡのࢻࢵࣜࣈࣁᆺ SP の⃰⦰㒊のࢁ㐣㠃✚をቑ大さ

ᆺࢻࢵࣜࣈࣁではࡅࡔるࡏ㐣㠃✚をቑ大さࢁた。しかしながら⃰⦰㒊のࡏ SP とྠ➼の࣮ࢣ

ྠ、なかったためࡁ水⋡をᚓることがでྵ࢟ ➼なྵ࣮࢟ࢣ水⋡とするためにᚲ要な⸆ὀ⋡の᳨
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ドおよびจ㞟装置の᭱㐺な␃㛫を᳨ドした。また、᳨ドはኟ⛅とᏘ⠇ẖに実施し、年

㛫を㏻ࡌてᏳ定的に処理でࡁることも☜ㄆした。以上の㏻り、᭱㐺な⃰⦰㒊ࢁ㐣㠃✚、᭱㐺な

จ㞟≧ែをసりࡔすためのᨵⰋや工ኵを施し、本システムの実⏝化が可能となった。 

上グ工ኵを施した本システムは、ᚑ来システムには↓い、ከくの≉長を有している。 

ձ ࢽシࣕࣝࢥスࢺの⦰減 
⃰⦰タഛタ置ࢥスࢺが要となりタഛᑟධのࢽシࣕࣝࢥスࢺを⦰減でࡁる。 

ղ ࣛࣥࢥࢢࣥࢽスࢺの⦰減 
タഛ数が減ᑡすることで、⥔持⟶理におࡅる機ჾ⿵ಟ㈝や保ᏲⅬ᳨㈝の低減によりࣛ

 。るࡁを⦰減でࢺスࢥࢢࣥࢽࣥ
ճ 水処理施タの㏉ὶ水負荷の低減 

SS 回⋡の低い⃰⦰タഛを省␎でࡁるため、⃰⦰施タと⬺水施タをಶูにタࡅるሙ

合にẚ、㏉ὶ水の SS ⃰度を低減でࡁる。また、水処理施タからᘬᢤいた汚Ἶをࢲ

汚Ἶからのࣜࣥ再ᨺฟがᢚไされ㏉、ࡁに⬺水するため、汚Ἶ㈓␃㛫を▷⦰でࢺࢡࣞ

ὶ水のࣜࣥ⃰度を低減でࡁる。これらより、汚Ἶ処理施タからの㏉ὶ水負荷が低減し、

水処理施タの処理効⋡ྥ上および処理のᏳ定性ྥ上が期待でࡁる。 
մ 汚Ἶ処理施タの⡆⣲化による⥔持⟶理業ົの省力化 

汚Ἶ処理施タの⡆⣲化により、機ჾⅬ数が減ᑡし、機ჾの日ᖖⅬ᳨におࡅる⟶理㡯目

やⅬ᳨⟠ᡤを減らすことがでࡁ、⥔持⟶理業ົの省力化が図られる。 
 

㸲㸬≉チ 

本装置の関㐃≉チは次の㏻りである。 
≉チ␒ྕ㸸第 6309883 ྕ / 汚Ἶ⬺水処理᪉法および汚Ἶ⬺水処理システム 

 

㸳㸬性能 
㸦１㸧汚Ἶ⬺水機の処理性能 

ᆺࢺࢡࣞࢲ SP の処理ᑐ㇟汚Ἶはᮍ⃰⦰汚Ἶであり、ᚑ来装置がᑐ㇟としている⃰⦰汚

Ἶでは↓いため、処理ᑐ㇟物が␗なるが、ここでは⃰⦰汚Ἶを⬺水処理するᚑ来装置との性

能とᑐẚし処理性能を♧す。 
ẚ㍑ᑐ㇟としては、㏆年開発がなされᚑ来の SP の中で᭱も性能が高いࢻࢵࣜࣈࣁᆺ SP

にて⃰⦰汚Ἶを⬺水したሙ合の処理性能とし、その性能ᑐẚを表 1 に♧す。 
 

表  ᆺ63処理性能ࢺࢡࣞࢲ �

㡯目 ᑐ ࢻࢵࣜࣈࣁᆺ SP の⃰⦰汚Ἶにᑐする処理性能 
ᅛ形物処理㔞 ×0.7 ಸ 
⸆ὀ⋡ 㸩0.15  ࢺ࣏ࣥ
 ➼ྠ ⋠水ྵ࣮࢟ࢣ
SS 回⋡ ྠ➼ 
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表 1 より、⃰⦰汚Ἶをࢻࢵࣜࣈࣁᆺ SP で⬺水処理したሙ合にẚると、ࢺࢡࣞࢲᆺ

SP の処理性能は以ୗとなる。 
ᆺࢻࢵࣜࣈࣁ処理ᅛ形物㔞はە SP の 7 程度で処理可能である。汚Ἶ⬺水機のࡳをẚ

㍑すると、⃰⦰・⬺水システムより⃰⦰一య化⬺水システムの᪉が大ࡁくなり、⬺水タ

ഛのࢽシࣕࣝࢥスࢺはࣉࢵする。たࡔし⃰⦰タഛが省␎でࡁることから、汚Ἶ処理

タഛ全యのࢽシࣕࣝࢥスࢺは低減可能である。 
汚Ἶ⬺水機のᚲ要⸆ὀ⋡はە 0.15 高くなる。しかし、「⃰⦰・⬺水システム」でࢺ࣏ࣥ

機械⃰⦰タഛにて⸆ရを⏝するሙ合とẚると、汚Ἶ処理タഛ全యでの⸆ရ⏝㔞は

ྠ➼となり、⸆ရ㈝もྠ➼とでࡁる。 
ᆺࢻࢵࣜࣈࣁ性能ᑐẚᑐ㇟のە SP は高効⋡ᆺ SP よりもྵ࣮࢟ࢣ水⋡を 2 程ࢺ࣏ࣥ

度低ୗでࡁる低ྵ水⋡ᆺの汚Ἶ⬺水機である。ࢺࢡࣞࢲᆺ SP は低⃰度汚Ἶであって

もࢻࢵࣜࣈࣁᆺ SP とྠᵝにྵ࣮࢟ࢣ水⋡が 70㹼76㸣程度で処理可能である。なお、

タഛの≧ἣ➼によりྵ࣮࢟ࢣ水⋡の低ୗがዲましくないሙ合には、ྵ࣮࢟ࢣ水⋡を高く

し処理㔞を上ࡆるといった㐠㌿も可能である。このሙ合は⬺水機を小さくしࢽシࣕࣝ

ࡅの受࣮࢟ࢣることも可能となる。後㏙の⣡ධ実⦼の処理ሙでは⬺水ࡏを低減さࢺスࢥ

ධれඛの㒔合によりྵ࣮࢟ࢣ水⋡は 80㸣程度で処理しているが、ྵ࣮࢟ࢣ水⋡が高い

分、標‽的な性能より処理㔞が高いタ定となっている。 
SSە 回⋡は汚Ἶ⬺水機༢独ではྠ➼である。たࡔし、SS 回⋡の低い⃰⦰タഛを省␎

しているため、汚Ἶ処理タഛ全యとしては SS 回⋡がྥ上する。一般的に、⃰⦰タഛ

の SS 回⋡は重力⃰⦰タഛが 85㸣程度、機械⃰⦰タഛが 90㹼95㸣程度である。これ

らをຍすると、ᚑ来の「⃰⦰・⬺水システム」の汚Ἶ処理タഛ全యでの SS 回⋡は

85㹼90㸣程度である。これにᑐし「⃰⦰一య化⬺水システム」では SS 回⋡を 95㸣
とでࡁ、「⃰⦰・⬺水システム」にᑐして㏉ὶ水負荷を低減可能である。 

 

㸦㸰㸧ࣜࣥ㝖ཤ効果 

汚Ἶ処理タഛにおࡅるࣜࣥの㝖ཤ⋡のྥ上効果について、ᅄᏘの実ドヨ㦂ࢱ࣮ࢹを表 2 に

♧す。ᅄᏘを㏻ࡌて「⃰⦰一య化⬺水システム」の᪉が全ࣜࣥの㝖ཤ⋡が高い結果となって

いる。これは、水処理タഛからᘬࡁᢤいた汚Ἶを⃰⦰タഛで⃰⦰することなく、ᮍ⃰⦰の≧

ែで⣲᪩く⬺水処理したことにより、వ汚Ἶ中のࣜࣥが再ᨺฟされる㔞をᢚไしたことに

よるものと⪃࠼られる。そのため、本システムは㏉ὶ水のࣜࣥ⃰度を低減でࡁる処理᪉ᘧで

あり、水処理施タの処理効⋡ྥ上にᐤでࡁる。 
 

表 2 全ࣜࣥ㝖ཤ⋡ 

  
全ࣜࣥ㝖ཤ⋡ 

Ꮨ ኟᏘ ⛅Ꮨ Ꮨ 

⃰⦰・⬺水システム㸦ᚑ来システム㸧 29.7 % 53.4 % 69.6 % 71.7 % 
⃰⦰一య化⬺水システム㸦本システム㸧 72.6 % 61.4 % 73.5 % 78.8 % 
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㸦㸱㸧⪏ஂ性とᏳ全性 

本システムの要機ჾは、ࢺࢡࣞࢲᆺ SP である。ࢺࢡࣞࢲᆺ SP の要㒊分は「⃰

⦰㒊」と「⬺水㒊」であり、この「⃰⦰㒊」と「⬺水㒊」はいずれもࢁ㐣㠃であるእ⟄スࢡ

࣮ࣜࣥと、そのෆഃにタ置したス࣮ࣗࣜࢡ㍈によりᵓ成されている。このス࣮ࣗࣜࢡ㍈の回

㌿数が 1 分㛫に 1 回㌿ᮍ‶から 10 数回程度と㠀ᖖに低㏿での回㌿により⬺水を行う。その

ため、㒊ᮦのᦶ⪖が㉳こりにくい。これにຍ࠼て、「⃰⦰㒊」はෆᅽがかっておらず、「⬺

水㒊」についてもෆ㒊ᅽ力は᭱大 0.1MPa と低ᅽであることから、シ࣮ࣝ㒊分の負荷も低

い。以上より、機ჾとしての⪏ஂ性は㠀ᖖに高い。この≉ᚩは᪤Ꮡの SP と共㏻している㒊

分であり、᪤Ꮡの SP が長期㛫の✌ാ実⦼があることからも実ドされているとゝ࠼る。また、

๓㏙の㏻り、機ჾの回㌿数が低いことからᏳ全性も高い。さらに、可ື㒊であるス࣮ࣗࣜࢡ

㍈とእ⟄ス࣮ࣥࣜࢡのእഃには࣮ࣂ࢝をタࡅているため、ᐜ᫆にゐれることがでࡁないよう

㓄៖している。 
これらより、⪏ஂ性が高く、Ᏻ全性についても༑分☜保されている。 

 

㸦㸲㸧㐠㌿・᧯స性 

タഛが↓いため、重力⃰⦰タഛや機械⃰⦰タഛに関わる㐠㌿・᧯సは一ษ要であ⦰⃰ە  

り、⬺水タഛのࡳの⟶理でᑐ応でࡁる。 
ᆺࢺࢡࣞࢲ水タഛの要機ჾである⬺ە   SP の㐠㌿⟶理は日ᖖ的には⸆ὀ⋡のタ定をྵ

めたจ㞟≧ែの調ᩚ、汚Ἶ౪⤥㔞のタ定を行う。ࢺࢡࣞࢲᆺ SP の᧯సᅉᏊである⃰

⦰ス࣮ࣥࣜࢡ回㌿数、⃰⦰ス࣮ࣗࣜࢡ回㌿数、⬺水ス࣮ࣗࣜࢡ回㌿数は、機ჾにᦚ㍕し

た࣮ࢧࣥࢭにより⮬ື調ᩚされるため、手ືでのタ定は要である。 
Ꮨ⠇的な汚Ἶ性≧の大ᖜなኚືがあるሙ合、⸆ὀ⋡、汚Ἶ౪⤥㔞の調ᩚ以እに、⬺水㒊ە  

ᅽ力のタ定ኚ᭦を行う。またจ㞟≧ែがᝏ࣮ࢧࢵࣞࣉ、の汚Ἶのᅽධᅽ力のタ定ኚ᭦

化するሙ合は高分Ꮚจ㞟の選定ヨ㦂を実施し㐺正な高分Ꮚにኚ᭦する。 
1ە   日 24 㛫で⬺水処理するሙ合は、ኪ㛫にึỿ汚Ἶ⃰度が低ୗし、ΰ合ẚ⋡がኚ化する

可能性があるため、事๓に処理ሙのὶධ≉性をᢕᥱした上で、ᚲ要に応ࡌてึỿ汚Ἶを

一᪦㈓␃するᵴをタࡅておࡁ、వ汚Ἶとのΰ合ẚ⋡をᖹ‽化するようΰ合᧯సを行う。 
 

㸦㸳㸧⥔持⟶理性 
一య化⬺水システムは、⃰⦰タഛが要なため、タഛの機ჾⅬ数が⃰⦰・⬺水法に⦰⃰ە  

ẚて㠀ᖖにᑡない。そのため、定期的な࣓ࣥテࣥࢼスもᐜ᫆である。 
ᆺࢺࢡࣞࢲ要機ჾであるە   SP の回㌿㒊としては、⃰ ⦰㒊のス࣮ࣥࣜࢡとス࣮ࣗࣜࢡ、

および⬺水㒊のス࣮ࣗࣜࢡがあるが、これらは 1 分㛫に 1 回㌿ᮍ‶から 10 数回程度と

㠀ᖖに低㏿である。そのため、ࢁᮦのᦶ⪖がᑡなく長ᑑである。さらに࣮࣮࣍ࣂ࣮࢜

ࣝにも工ሙの持ࡕᖐりᩚഛが要で現地స業にてᑐ応でࡁる。 
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㸴㸬経済性 
㸦１㸧ࢽシࣕࣝࢥスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ・ࢺスࢺの低減効果 

１㸧ẚ㍑࣮ࢣス分㢮とẚ㍑⠊ᅖ 

の低減効果について、ᚑ来システムとのࢺスࢥࢢࣥࢽおよびࣛࣥ、ࢺスࢥシࣕࣝࢽ    

ẚ㍑を行った結果を♧す。ࢥスࢺẚ㍑におࡅる࣮ࢣス分㢮は図 5 に♧す㏻りとする。ま

たẚ㍑᳨ウ⠊ᅖを図 6 に♧す。 
 
 
 
 
 

図  ス分㢮࣮ࢣ 5
 

「⃰⦰・⬺水システム」の処理࣮ࣟࣇ㸹CASE1-1,1-2,1-3 
 
 
 
 
 
 
 
 

「⃰⦰一య化⬺水システム」の処理࣮ࣟࣇ㸹CASE2 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 6 ẚ㍑᳨ウ⠊ᅖ 
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の「CASE1-1㹼1-3」ە   3  。スは、ᚑ来の「⃰⦰・⬺水システム」とする࣮ࢣ
は⃰⦰タഛを「重力⃰⦰ᵴ」と「㐲心⃰⦰機」とし、⬺水タഛは「BP」「CASE1-1」ە  

とする。本࣮ࢣスを開発目標であるࢽシࣕࣝࢥスࢺとࣛࣥࢥࢢࣥࢽスࢺの低減効果

の基‽とする。 
は「CASE1-2」ە   CASE1-1 の「㐲心⃰⦰機」を㏆年実⦼がቑຍしている「⃰ࢺࣝ࣋⦰

機」とし、また「BP」を「㐲心⬺水機」としたሙ合の࣮ࢣスとする。 
は「CASE1-3」ە   CASE1-2 の「㐲心⬺水機」を㏆年開発された「ࢻࢵࣜࣈࣁᆺ SP」

としたሙ合の࣮ࢣスとする。 
 。スとする࣮ࢣは本システムである「⃰⦰一య化⬺水システム」の「CASE2」ە  
 
 なお、ࢥスࢺヨ⟬は以ୗの᮲件にて⟬ฟした。 

 ࠙ᘓタ㈝ࠚ 
ձᅵᮌ工事㈝⟬ฟについて 

本᳨ウでは㸪㌣యは基本的に᪤タὶ⏝としてヨ⟬し㸪ᅵᮌ工事㈝は計上しない。 
 ղ機械タഛ工事㈝⟬ฟについて 

機械タഛ工事㈝㸻機ჾ㈝×1.5 とする。 
ճ㟁Ẽタഛ工事㈝⟬ฟについて 

㟁Ẽタഛ工事㈝㸻機械タഛ工事㈝×0.6 とする。 
մ年ᙜたりの㈝⏝⟬ฟについて 

ᘓタ㈝年価㸻ᘓタ㈝×  
  㸫�㹧�㸩

㹧�㸩㹧
㹬

㹬

 とする。 

㹧㸸Ꮚ⋡㸦㸻2.3㸣㸧、㹬㸸⪏⏝年数㸦㸻15 年㸧 
なお㸪ᘓタ㈝には㸪国ᗜ⿵ຓ㸦50㸣㸧をぢ㎸ࡴ。 

࠙⥔持⟶理㈝ࠚ 
ձ㟁力㈝について 

㟁力༢価㸻15 /kWh とする。㟁力⏝㔞の⟬ฟに⏝する負荷⋡㸻0.7 とする。 
ղ⸆ရ㈝について 

高分Ꮚจ㞟༢価㸻500 /kg とする。 
ճ⏝水㈝について 

⏝水༢価㸻20 /㹫3とする。 
մ⿵ಟ㈝について 

⿵ಟ㈝㸻タഛ工事㈝×2.4㸣とする。 
յ保ᏲⅬ᳨㈝について 

ࠗୗ水㐨施タ⥔持⟶理✚⟬要㡿 ⤊ᮎ処理ሙ㸪ࣉ࣏ࣥሙ施タ⦅ 2011 年∧ 公࠘┈㈈団

法人日本ୗ水㐨༠会を基に⟬ฟする。保ᏲⅬ᳨㈝とはᖹᆒ的な技能を有するᚑ事⪅が

１日のᡤ定ປാ㛫㸦8 㛫㸧ෆで行うことが可能なస業㔞に基づいて「１日のస業

工数」を⟬ฟしたものである。ປົ༢価は 21,400 とする。 
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㸰㸧ࢥスࢺ⦰減効果のヨ⟬結果 

ὶධୗ水㔞が 50,000m3/日のሙ合の᮲件にてヨ⟬したࢽシࣕࣝࢥスࢺのẚ㍑結果を

図 7 に、ࣛࣥࢥࢢࣥࢽスࢺのẚ㍑結果を図 8 に♧す。 
ヨ⟬の結果、開発目標におࡅるࢥスࢺ低減効果の基‽として置ࡅた「CASE1-1」

の指数を 100 としたሙ合の、「⃰⦰一య化⬺水システム」の CASE2 のࢽシࣕࣝࢥス

の指数はࢺ 46 となり、๐減⋡は 54㸣で、開発目標である「50㸣以上」の๐減⋡を㐩成

した。また、ࣛࣥࢥࢢࣥࢽスࢺについても、「CASE1-1」にᑐし「CASE2」の指数は 57
となり、๐減⋡は 43㸣となり、開発目標である「40㸣以上」を㐩成した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図  ヨ⟬結果㸦50,000m3/日㸧ࢺスࢥシࣕࣝࢽ 7

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図  ヨ⟬結果㸦50,000m3/日㸧ࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ 8
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㸦㸰㸧CO2ฟ㔞๐減効果 
  １㸧ẚ㍑࣮ࢣス分㢮とẚ㍑⠊ᅖ 

ᚑ来システムにᑐする CO2ฟ㔞๐減効果のヨ⟬࣮ࢣスは、๓㡯のࢥスࢺẚ㍑とྠᵝ

の࣮ࢣス分㢮とする。また、ヨ⟬に⏝した CO2ฟಀ数は以ୗとする。 
ձ㟁力      0.550kg-CO2㸭kWh 
ղ高分Ꮚจ㞟  6.5t-CO2㸭t 

  㸰㸧CO2ฟ㔞のヨ⟬結果 
ὶධୗ水㔞が50,000m3/日のሙ合の᮲件にてヨ⟬したCO2ฟ㔞のẚ㍑結果を図 9に

♧す。 
ヨ⟬の結果、「CASE1-1」の指数を 100 としたሙ合の、「⃰⦰一య化⬺水システム」の

「CASE2」の CO2ฟ㔞の指数は 61 となり、๐減⋡は 49㸣であり、大ᖜな๐減が可

能な処理システムであるとゝ࠼る。 

 
図 9  ᐊ効果࢞スฟ㔞のヨ⟬結果㸦50,000m3/日㸧 

 

㸦㸱㸧経済性と CO2ฟ㔞のまとめ 
๓㡯、๓ࠎ㡯において、ὶධୗ水㔞が 50,000m3㸭日規ᶍのሙ合でのヨ⟬結果を♧したが、

ὶධୗ水㔞がより大ࡁな規ᶍのሙ合として 100,000m3/日のሙ合、およびより小さな規ᶍのሙ

合として 10,000m3㸭日のሙ合についてもヨ⟬を行った結果、表 4 に♧す㏻り、いずれのὶ

ධୗ水㔞のሙ合においても、「⃰⦰一య化⬺水システム」はࢽシࣕࣝࢥスࢺ、ࣛ ࢥࢢࣥࢽࣥ

スࢺ、および CO2ฟ㔞がᚑ来の「⃰⦰・⬺水システム」よりも低減する結果であり、ୗ水

処理ሙの規ᶍによらず、ࢥスࢺと CO2ฟ㔞の๐減に効果的な処理システムであるとゝ࠼る。 
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表 4 ⃰⦰・⬺水法にᑐする๐減⋡㸦ࢥスࢺ、CO2ฟ㔞㸧 

 
㸵㸬将来性 

ୗ水処理ሙは、人ཱྀ減ᑡにకう⥔持⟶理㠃での技術⪅㊊、一᪉で㒔ᕷ㒊では人ཱྀ㞟中によ

るὶධ水㔞のቑຍにᑐしてᩜ地㠃✚にไ約があるなᨵ⠏・᭦᪂が㞴しい≧ἣにある。本シス

テムは、処理ሙの規ᶍをၥわず㐺⏝可能で、汚Ἶ処理システムの⡆⣲化によるࢥスࢺや CO2

ฟ㔞の๐減効果が高く、現有のタ置ス࣮࣌スにてタ置可能であり、㐠㌿⟶理㠃での負荷の低

減が可能である。よって、今後の事業計⏬を❧てる㝿の有効な手ẁの１つとなる技術である。 
 

 ⋠๐減ࢺスࢥ 

 
ẚ㍑ᑐ㇟ 

CASE1㸫1 CASE1㸫2 CASE1-3 
㸦㔜ຊ㸩㐲ᚰ⃰⦰㸧 

㸩BP 
㸦重力㸩⃰ࢺࣝ࣋⦰㸧 

㸩㐲心⬺水機 
㸦重力㸩⃰ࢺࣝ࣋⦰㸧 
㸩ࢻࢵࣜࣈࣁᆺ SP 

目標್ 
 ⋠๐減ࢺスࢥシࣕࣝࢽ

50㸣௨ୖ๐ῶ 㸫 㸫 

結

果 

10,000m3/日 51㸣๐ῶ 38㸣๐減 32㸣๐減 
50,000m3/日 54㸣๐ῶ 47㸣๐減 37㸣๐減 

100,000m3/日 58㸣๐ῶ 44㸣๐減 32㸣๐減 

目標್ 
 ⋠๐減ࢺスࢥࢢࣥࢽࣥࣛ

40㸣㸭ᖺ௨ୖ๐ῶ 㸫 㸫 

結

果 

10,000m3/日 44㸣㸭ᖺ๐ῶ 34㸣㸭年๐減 30㸣㸭年๐減 
50,000m3/日 43㸣㸭ᖺ๐ῶ 36㸣㸭年๐減 26㸣㸭年๐減 
100,000m3/日 43㸣㸭ᖺ๐ῶ 34㸣㸭年๐減 22㸣㸭年๐減 

目標್ 
CO2ฟ㔞๐減⋡ 

㸫 㸫 㸫 

結

果 

10,000m3/日 29㸣㸭ᖺ๐ῶ 29㸣㸭年๐減 15㸣㸭年๐減 
50,000m3/日 39㸣㸭ᖺ๐ῶ 38㸣㸭年๐減 6㸣㸭年๐減 
100,000m3/日 40㸣㸭ᖺ๐ῶ 39㸣㸭年๐減 8㸣㸭年๐減 
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